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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　月はまだ空にかかっていた。


　漆しつ黒こくから、深い藍あい色いろ。紺こん青じようから群ぐん青じよう。そして水色へ。


　大気の層そうは東から透とう明めい度どを増まし、空は徐じよ々じよに白ばみつつあった。


　じっとたたずんでいた街がい路ろ樹じゆも、暁ぎよう光こうに備そなえて活動を開始しようとしている。時は春。彼らにとっても喜ばしい季節を、少しでも早く味わいたいに違ちがいない。





　世界が目覚めようとしていた。





　そんな夜明け前の透明な時間を、その少年は一人歩いていた。


　向かうのは彼の旧きゆう家か跡あと。そこにある離はなれである。


　薄はく明めいの時間は、すべてがあいまいだった。静と動の転てん換かん点。夜と昼という二つの世界の境きよう界かい線だ。此方こなたから彼方かなたへ。異い界かいの扉とびらを潜くぐるには打って付けの時間なのかもしれない。


　マンションの前に着いた。


　旧家の母おも屋やがあったところに立てられたマンションだ。そのマンションの脇わきに、裏うらへと抜ぬける通路がある。少年はその通路に入った。


　一日中日の当たらない狭せま苦くるしい通路。その中を一歩ずつ前に進んで行く。


　通路を抜けた。


　少年は足を止め、驚おどろきに打たれて目を見開いた。


　目の前に森が広がっていた。


　夜明け前の森。濃こい靄もやが立ちこめて、辺りを一いつ層そう暗くしている。その薄うす闇やみの中に、深い緑の木々が息を潜ひそめていた。濃のう密みつな森の空気が、ウィンドブレーカーの中にまで入り込こんできた。靄が音の伝でん播ぱを閉とじこめたように、森は静せい寂じやくに包まれていた。


　しかし、それは一いつ瞬しゆんの幻まぼろしだった。


　幻げん覚かくはすぐに消えた。もうそこには、見み慣なれたマンションの裏うら庭にわが現あらわれていた。


　少年が立ち尽つくす。目を閉とじ、震ふるえながら息をする。


　胸むねに溢あふれた思い。


　それは郷きよう愁しゆうだった。


　わずか一瞬の幻げん影えいが呼よび水となり、幼おさない日々の記き憶おくがどっと押おし寄よせて少年をのみ込んだ。


　懐なつかしい──あまりにも懐かしい世界。


　彼がその小さい手で造つくり上げた世界だ。


　少年は一歩踏ふみ出した。


　そのときから、隠かくしていた恐きよう怖ふが露あらわになり始めた。


　行けば戻れない。その確かく信しんがある。


　なぜなら、己おのれの魂たましいがあそこを求めているから。


　いくら現げん実じつの世界に目を向けてみても、心の奥おくで王国を求めて止まない自分自身がいるから。


　どれだけ偽いつわってもごまかせない。それは真実だった。


　行けば会えない。もう二度と。共に戦った戦友にも。笑い合った仲間にも。思いを告げた人にも。もう二度と会うことは叶かなわない。


　だが、行くしかない。


　彼女の前に屈くつするという確信があっても、行って、それを覆くつがえすより方法はない。


　少年は目を閉じた。


　耐たえ難がたい喪そう失しつ感。その予感が彼を揺ゆさぶった。


　彼は、王国を求める自分自身の心と、王国に誘いざなう彼女との両方に勝たなくてはならない。そんなことができるとは思えない。自分は負ける。負けて、王国に囚とらわれる。それも、最後には自らそうと望んで。


　閉じた目から熱いものがこぼれた。


　みんなと居いたかった。一いつ緒しよに残りたかった。あんなにも下らないと見下していた日にち常じようの一コマ一コマが、ここまで追い詰つめられて初めて、輝かがやきを放ち始めた。月もない暗闇の中でだけ見える、星々の息い吹ぶきのように。


　飢かつえるまで貪むさぼらないと満足できない。飢かつえてしまうと失われたことを嘆なげく。だから自分は馬ば鹿かなのだ。この、救いがたい、愚おろかなジャンキーめ。


　少年は洟はなをすすった。


　嗚お咽えつを自じ嘲ちようで嚙かみ殺した。


「未練だ、ウィザード」


　彼は涙なみだを呑のんで闇に目を据すえた。
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　仲間への思いを封ふうじ込め、脇へと押しやる。変わりに、身体からだの奥に眠ねむる──確かに存そん在ざいするもう一つの一面を前へと持ってくる。


　少年は無理矢理に笑った。不ふ敵てきな笑えみを。不ふ遜そんな笑みを。敵を屠ほふるときの笑みを。狂きよう気きに踊おどるときの笑みを。狡こう猾かつで冷れい徹てつで容よう赦しやない、世の悪オ魔ー持ナちーどもを震え上がらせてきた、あの笑みを。


　歯を剝むく。目をぎらつかせる。まだ幼さの残る少年が、つややかな闇に塗ぬり潰つぶされていく。


　やれやれ、と声が返った。自分の中にいる青い衣を被かぶったもう一人の誰だれかが、苦く笑しようを浮うかべて、ぬっと立ち上がった。


　もういいかい？　ったく。一度負けたぐらいで鬱ふさぎ込みやがって。頼たのむぜ、相あい棒ぼう。お前にゃ期待してるんだからな。マジで。


　少年は背せを伸のばした。


　ウィンドブレーカーのフードを被る。フードの下からのぞく陰いん気きな容よう貌ぼうからは、一いつ切さいの感情が殺されていた。


　前に向かって歩き出した。もう震えはどこにもなかった。


　スッ、スッと──揺るぎのない少年の歩みに、ウィンドブレーカーの裾すそがつられて揺れた。翻ひるがえっては吸すい寄せられ、裾を広げては、ふわりと弾はじけた。


　離れは、廃はい屋おくのような景観で、朝あさ霞がすみの中にたたずんでいた。


　その手前に看かん板ばん。少年は看板の文字を一いち瞥べつし、隣となりを通つう過かして入り口の前に立った。


　扉とびらに手をかける。


　一度だけ、手が震えた。





　　　　◆◆◆◆◆





「戯たわむれとは珍めずらしい」


　と魔ま法ほう使つかいは言った。


「聡そう明めいな貴女あなたのこと。軽便な同どう情じようでもあるまいが……どういう風の吹ふき回しかな」


　毛の長い絨じゆう毯たんの上を歩きながら、魔法使いは尋たずねた。ローブのフードをすっぽりと被っているため、声はくぐもって聞こえづらい。


　夜明け前である。


　室内には、暁ぎよう闇あんの淡あわい闇やみが、柔やわらかく立ち込めていた。石造りの壁かべ。作りつけの暖だん炉ろ。古びた書しよ棚だな。机つくえと椅い子す。積み上げられた書物。羊皮紙とインク瓶びん。長椅子。衝つい立たて。木箱。目に映うつる物はすべてブルーの濃のう淡たんに見えた。夢ゆめの中にいるようであり、古い記き憶おくを覗のぞいているようでもあった。


「戯れなどではありません」


　と答えが返った。


「わたくしはここに残ります」


　青い闇の奥、天てん蓋がいの付いた寝しん台だいの前に、一脚きやくの椅子に座すわった人ひと影かげがあった。


　女じよ性せいであった。


　彼女は揃そろえた膝ひざの上に手のひらを重ね、自然に胸を張はった美しい姿し勢せいで腰こし掛かけていた。真まっ直すぐに顔を向け、魔法使いを見つめている。


　魔法使いは視し線せんを逸そらして、頭かぶりを振ふった。


「諦あきらめたと？　まさかな。貴女に限かぎって、そんなことはあるまい。取り引き──ということもなかろうな。貴女は自分の価か値ちをわきまえておられる。軽々と我わが身を差し出すほど愚かとは思えない」


　魔法使いの声には微かすかな戸と惑まどいが滲にじんでいた。しかし、彼の態たい度どに動どう揺ようは見当たらなかった。まだ若わかい印象の声とは裏うら腹はらに、彼の物腰は沈ちん着ちやくである。己おのれの技ぎ術じゆつに対する自負が、いびつに突とつ出しゆつすることなく、太い根を張っている。


　魔法使いは重たく柔らかい布ぬの地じのローブをまとっていた。腰には銀ぎん鎖さのベルトを巻まき、手には黒こく檀たんの杖つえを持ち、革かわのブーツを履はいている。いずれにも、魔術に使う薬草や香こうの香かおりが染しみついていた。


「さて。どういう風の吹き回しかな、陛へい下か？　何な故ぜここに残られると？」


　魔法使いは慇いん懃ぎんに尋たずねた。


「わたくしをここに連れてきたのは、貴方ですよ。魔法使い殿どの」


　そう返す声もまた平静で落ち着いていた。


　彼女は、とある小国の女王であった。それを、魔法使いがさらったのである。


　女王は魔法使いの背はい後ごに視線をやった。そちらには、塔とうの外がい壁へきから外へ張り出す、バルコニーへの出口があった。


　二人がいるのは魔法使いの塔である。


　塔の周りは深い森に囲まれており、開け放たれた出口からは、その壮そう大だいな景観が望めた。


　空は宇う宙ちゆうの色を映し、刻こつ々こくと薄い輝かがやきをまとっている。眼がん下かには深緑の樹じゆ海かい。地平の先に世界の果てと呼ばれる連れん峰ぽうがあり、万年雪からなる白と灰はい色いろのコントラストを形成していた。その裾野まで、緑は遥はるかに続いている。調和の取れた色しき彩さいの中に、峻しゆん厳げんな自然が息づいている。


　ときおり吹く風の音が、部屋の中を行き来していた。


「なぜ残る気になられた？」


　魔法使いは重ねて尋ねた。


　女王はすぐには答えなかった。


　遠望に細めていた目を、魔法使いに戻す。ゆっくりと。泉せん源げんから湧わく清水が淵ふちを満たすのを待つように、言葉が胸を埋うずめ、口から溢あふれるのを待っていた。


「……とてもよく、覚えています」


　女王は、ぽつぽつと言葉をつむいだ。


「とてもよく、覚えています。


　初めて貴方に、遭あったときのことを。


　貴方は孤こ独どくで、


　貴方は純じゆん粋すいで、


　冷たく、


　厳きびしく、


　聡明でした。


　貴方は世界を見限っていた。


　貴方はすべてを受じゆ容ようしていた。


　貴方自身をも含ふくめて、


　あらゆる事象を、大観していた。


　恨うらみなど一欠片かけらもなく、


　悲しみさえ、あまりに薄く、


　ただあるがままに視み、聴きき、触ふれ、想おもい、感じていました。


　そして、ただ、そこに在あった。


　いまならわかります。人は、あれをこそ『高こう貴き』と呼ぶのでしょう」


　女王はそう言って言葉を切った。静かに瞳ひとみを閉とじ、静かに開け、魔法使いの顔を見つめた。


　魔法使いは反はん応のうしなかった。黙だまったまま、探さぐるような目を、フードの奥おくから向けていた。


　女王の視線が、再ふたたび塔の外に移い動どうした。魔法使いの視線もあとを追った。


　彼方の山脈の頂いただきに曙しよ光こうが当たっていた。炎ほのおのような輝きが、頂ちよう上じようから裾すそ野のに向かって降おりていく。大気が胸一杯に光を吸すい込こみ始めた。屋外のすべてが輝きを増まし始めた。


　塔から張り出したバルコニーの手すりに、二羽の雲雀ひばりが足を止めた。鈴すずの音に似にた鳴き声を投げ、手すりの上で小さく踊おどり出した。


「気高い方」


　と女王が言った。


　魔法使いは振り返り、彼女の目め尻じりに光る物があるのを見て驚おどろいた。


「いまならわかります。ようやくわかりました。わたくしの中で発生し、作用する『想い』が。そして確かく信しんします。わたくしがここにいる意義を」


　太陽が地平から現れつつあった。


　曙光は白銀の幕まくのごとく、地を駆かけ、空を飛び、塔に至いたった。バルコニーへの出口から光の奔ほん流りゆうが差し込んだ。壁を照らし、天てん井じようを照らし、部屋に残った最後の闇を払はらいながら室内を横おう断だんしていった。


　青い闇のヴェールの向こうから、女王の姿すがたが光の中に現れた。


　儚はかなげな肢し体たいと、すべらかな白い肌はだ。栗くり色いろの長い髪かみと、完成された面おも差ざし。そのすべてが、光の下に明らかにされた。


　そこには、美という概がい念ねんが結けつ晶しようした女性がいた。


　中でも一ひと際きわ見る者の心をつかむのは、黄金の色をした双そう眸ぼうであった。その瞳から、涙なみだが一滴てき頰ほおを滑すべった。


　再び、女王が口を開けた。


「尊とうとい方、


　貴方あなたはわたくしを在らしめてくれました」


　裡うちより溢れるものが、自然と言葉になった。


「優やさしい方、


　貴方はわたくしを導みちびいてくれました」


　魔法使いは答えない。すでに探るような視線は消えていた。返す言葉のないままに、ただ黙って女王を見ていた。


「澄すんだ方、


　貴方はわたくしに世界の有り様を示しめしてくれました」


　女王は続けて言った。止めようもなく言葉は溢れた。


「そして、貴方はわたくしを側そばに置いてくれました。わたくしの側にいてくれました。


　いまこそ伝えることができます。


　恋こいしき方、


　貴方の孤こ高こうは美しい。


　わたくしは、その、力になりたい。貴方がそうと望む力に」


　女王はたおやかに微笑ほほえんだ。


　底知れぬ微び笑しようは喜びと親愛とに溢れていた。


「……おかしなことを言う」


　と魔法使いは言った。彼の顔には隠かくしきれない困こん惑わくが滲にじんでいた。


「わたくしはここに残ります。貴方の側に」


　女王はもう一度告げた。魔法使いの困惑を楽しんでいるのか、彼女の表情は、どこか晴れやかだった。


　魔法使いは押おし黙った。女王もそれ以上何も言わなかった。


　二人は沈ちん黙もくしたが、沈黙の質しつはそれぞれ異ことなっていた。


　先に沈黙を破やぶいたのは、魔法使いの方だった。


「……私の望む力？」


　魔法使いの問いに、女王は頷うなずき、


「世界の創そう造ぞう」


　と答え、


「物を語る力」


　と答えた。


　それは魔法使いの秘ひめたる願望を正確に評ひようしていた。


「……いいだろう」


　重々しく、魔法使いは承しよう諾だくした。


「もとより貴女を帰す気はなかった。貴女が残りたいというのなら、改めて歓かん迎げいする。だが、貴女がここに残ることを承しよう伏ふくできぬ輩やからもいよう。違ちがうかな？」


「違いません」


　と女王は頷いた。


「いずれは迎むかえが来るでしょう。おそらくは剣けんを手に」


「音に聞こえし聖せい騎き士し殿どのか。よろしい。不足はない」


　魔法使いの口振りは厳きびしかった。面おもてが引き締しまり、平静な態度の下から、巌いわおのような決意がのぞいていた。


「勝てますか？」


　と女王が尋たずねた。


「最さい善ぜんを尽つくす。そう、約束したからな……」


　魔法使いはつぶやき、ふと眉まゆをひそめた。


　約束？


　自分が、何を、誰だれと約束したのだろう？　何かを約束するような相手など、彼には一人もいないというのに。


　そのとき女王は、魔法使いの不ふ可か解かいな素そ振ぶりを、注意深く眺ながめていた。黄金の瞳には、先ほどまでと異なる光が宿っていた。


「……もう、離はなしはしません」


　そう、女王は小さくささやいた。





　そして、世界はついに目を覚まし──





　　　　◆◆◆◆◆





　──覚ましたとき、姫ひめ木き梓あずさは服を着たまま床ゆかの上で横になっている自分を発見した。


「……あれ？」


　と、目を瞬しばたたかせながら、のろのろと身体からだを起こす。


　自分の部屋だった。ベッドはすぐ前にあるのに、なんでまた床でなんか寝ねたのだろう。


　カーテン越ごしにさわやかな朝日が差し込んでいた。整理整せい頓とんの行き届とどいた自室が朝日を浴びている。梓はなんとなく、にっこり笑った。


　気持ちのいい朝だった。


　新しい、朝だ。


　梓はぼんやりしたまま昨日の夜を思い出そうとした。しかしそれより先に、目の前で転がっている物を見て、いよいよ首を傾かしげた。


　電話の受話器だった。


　梓は眉をひそめつつ、まだ半分眠ねむった頭のままで受話器を戻もどした。壁かべにかけた時計を見る。まだ午前六時だ。


「んー」


　猫ねこのような笑顔を浮うかべて、瑞みず々みずしい身体を思い切り伸のばした。全身に血が通い出す感覚が心ここ地ちよい。と、びっくりして目を丸くする。


　床が濡ぬれていた。ちょうど頭を横にしていた辺りだ。


　一瞬涎よだれかと思ったが、いくらなんでも涎でこれほど濡れるはずがない。コップの水でもひっくり返したぐらい濡れている。気味が悪い。


「なに？」


　梓は顔をしかめて……


　涙なみだだ。


　そうとわかった瞬間、梓は自分の顔が生なま乾がわきの涙でぐしゃぐしゃになっていることに気が付いた。慌あわてて姿見をのぞいてみると、自分で啞あ然ぜんとするほど泣きはらしたあとが残っていた。


「な、なにこれ？　いったい、わたし、どうしたの？」


　もうすっかり目は覚めていた。梓は真しん剣けんに昨日の夜、寝るまでの出来事を思い返そうとした。


　だが、何も思い出せない。


　そんな馬ば鹿かな、と梓は焦あせりながら必死になって記き憶おくを辿たどった。


　昨日は土曜日。朝起きて、ジョギングして、シャワーを浴びて、部屋を掃そう除じして……そうだ。久ひさしぶりに茜あかねと会うために、千ち絵えや水みず原はらと一いつ緒しよに喫きつ茶さ店てん『パンドラ』に集まった。そこで交かわした会話も、全部ではないが覚えている。


　ところが、その先の記憶がなかった。夕方から現在に至いたるまでのことを、まるで覚えていない。これは異い常じようだった。梓はこれまで記憶を失った経けい験けんなど一度もない。アルコールには強い方だし、手しゆ術じゆつの全身麻ま酔すいなどで強きよう制せい的に意い識しきを失ったこともない。だから、このような時間の空白を経験したことがなかった。


　梓の顔が青ざめ始めた。思わず身体に異状がないか調べた。


　どこにも異状はない。だが、それでも少しも安心できなかった。


「嫌いやだ……いったい何があったの？」


　正体不明の底知れぬ不安が胸中で渦うずを巻まき始めた。その不安を紛まぎらわせるため、梓は自分に言い聞かせた。何があったのかわからないが、千絵や水原、それに茜の誰かが事情を知っているに違いない。みんなに会って、昨日あれから何があったのか聞けばいいのだ。理由がわからないからこんなに不安なのである。みんなと会えば、すぐに解決する。どうせ、大したことじゃないに決まっているのだ。


　そう、みんなと会いさえすれば……


　急に、


　はっきりと痛いたみを伴ともなう、刃は物もののような哀かなしみが梓を襲おそった。


　堪こらえる間もなく嗚お咽えつがのどを突つき上げ、堰せきを切ったように涙が流れ出した。


　──え？　え、え？


　自分の身体が示しめした反はん応のうが、梓を混こん乱らんさせた。しかし、本人の戸と惑まどいを無む視しして、嗚咽はいよいよ激はげしさを増ましていった。止めようもなく涙が頰ほおを伝って床に落ちた。


　梓は両手で口元を覆おおった。深い悲ひ哀あいが──これまでに経験したことがないほどの強い悲哀が胸むねを満たしていた。同時に、耐たえ難がたいほどの隙すき間まが胸に空いていた。ぽっかりと、大きな穴あなが。


　これはどうしたことだ？


　自分はいったい、何を失ったのだ？


　そう自問した梓は、反はん射しや的に思った。失った？　なぜ「失った」などと思うのだ？　自分は何かをなくしてしまったのか？　この哀しみは何かをなくしたからなのか？　でも、どうしてそれがわかるのだ？


「も、もうっ。なんなのよ、いったい……」


　梓は大きく深しん呼こ吸きゆうをして動どう悸きを静めた。


　冷静さが戻って来ると、自分の反応が馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてくる。小さな子こ供どもでもあるまいに、わけもわからず大泣きするなんて。


　梓は苦笑して気分を切り替かえた。どうってことはない。顔を洗あらって、朝食を食べて。いつも通りの休日の始まりだ。それから一いち応おう、千絵たちにも連れん絡らくを取っておこう。そう考えながら、梓は部屋を出た。


　主の居いなくなった部屋で、電話機の録音ボタンだけが、息を潜ひそめるように明めい滅めつしていた。





　　　　２





　それでも時は、変わることなく過すぎていく。
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　　　　３





「梓ちゃん──！　そっち──行ったぞ！」


　切れ切れに聞こえてくる水原勇ゆう司じの声に振り返ったとき、まさに目の前に一人の男が飛び込んできた。


　ファプル──閉へい鎖さされた葛くず根ねファミリープレイランドの裏うら手ては、本館と分ぶん離りして立てられた管理棟とうや倉庫が建ち並ならんでいる。建物の間は狭せまく、所々は金かな網あみで塞ふさがれて、ちょっとした迷めい路ろのようになっていた。男はその路地の角から、警けい官かん隊に追われて逃にげ出してきたのだ。


　梓は両りよう膝ひざを曲げて重心を落とし、滑なめらかな動きで構かまえを取った。


　鉢はち合あわせた男は、焦しよう点てんの合っていない目で梓を見つめた。頰が瘦こけ、眼がん孔こうがくぼんだ顔は、まるで病人のようだ。


　だが、男の顔は写真で確かく認にんした人物のものだった。現ＤＤの幹かん部ぶ、坂田啓けい介すけに間ま違ちがいない。


「……目標発見」


　梓は口元のマイクに向かって報ほう告こくした。マイクは、耳に挟はさんだイヤホンを経由してウェストバッグの中の携けい帯たい電話に繫つながっている。その携帯から、いつになく取り乱みだした皆みな見み茜の声が聞こえてきた。


『逃げて、梓さん。いまそいつは完全にバッド・トリップしてる。警官を一人、ナイフで刺さしたわ。正気じゃない。危き険けんよっ』


「……なんですって」


　梓が緊きん張ちようする目の前で、坂田はゆっくりと右手を前方に突つき出した。


　手首から先が赤黒く濡ぬれている。その、早くも乾かわきかけた返り血の中から、鈍にぶい光こう沢たくをした刃やいばがのぞいていた。


「……くっ」


　さすがに血の気が引いた。今日の梓は、一いつ斉せい摘てき発はつを行う警官隊に付き添そう形でここに来ている。従したがって、普ふ段だんの装そう備びが手元にないのだ。しかも、カプセルでトリップした人間は、痛つう覚かくが麻ま痺ひする上に疲ひ労ろうを感じなくなる。梓は自分の護ご身しん術じゆつには自信があったが、この状じよう態たいだと、簡かん単たんには取り押おさえられない。


　ましてや相手は、すでに人一人──それも警官を刺している。


　坂田は、もたつきながら近づいてきた。


　足の運びはでたらめで、相変わらず視点は定まっていない。ときおり意味を為なさない言葉を口にし、涎よだれをあごに垂たらしている。茜の言ったとおり、明らかに正常な精せい神しん状態ではなかった。


『早く！　すぐに警官が駆かけつけるわ。だから──！』


　茜の警告が聞こえたはずもなかったが、彼女が言い終えるより先に、坂田が突進してきた。


「キイイイッええっ！」


　奇き声せいを発しつつナイフを振るう。梓は自分を落ち着かせながら、後ろに下がって距きよ離りを開けた。坂田の声を聞いた茜が、耳元で逃げろと繰くり返している。しかし、下手に背せ中なかを見せれば、かえって危険だ。梓は速まる動どう悸きを無視して、冷静に刃先を躱かわした。


　ナイフを切り付ける手つきは素人しろうとのものだった。闇やみ雲くもに振り回しているだけだ。だが、坂田はジャンキーとはいえ体たい格かくがいい。おまけにさっきまでよろめいていた彼が、いざ攻こう撃げきを開始すると、人が変わったように俊しゆん敏びんになった。理り性せいを失った獣けものの動きだ。


　加えて場所が悪い。


　いま梓がいる路地は、両側をコンクリートに阻はばまれ、人が二人並ぶのがやっとの空間しかない。そこを、ナイフを振り回す長身の男が、壁かべに拳こぶしが当たるのも構わず迫せまってくるのである。避よけるのが精一杯で、対たい処しよする余よ裕ゆうはなかった。


　──どうするっ？


　警官が来るまで、このまま持ちこたえられるか？　そう自問したとき、背はい後ごを確認しないまま後あと退ずさっていた梓は、路地に転がっていた空き缶かんの上に足を下ろしていた。


「あっ」


　捻ねん挫ざを恐おそれて反射的に自分から倒たおれる。壁に頭をぶつける寸すん前ぜんで身体からだを丸めることに成功したが、その間に敵てきは梓に覆い被さってきた。


「くっそ！」


　馬乗りになろうとする坂田を、下から両足で蹴けり上げる。相手は男。それも梓より二十キロは体重がある。組み敷しかれたら抵てい抗こうしようがない。


　梓は無む我が夢む中ちゆうで足を繰り出した。鈍い殴おう打だ音おんが幾いく度どもした。だが無む駄だだった。あごにヒットした一撃は確かな感かん触しよくがあったにもかかわらず、男は平然と体重をかけてきた。


　ナイフの返り血が数滴顔にかかった。


　血が頰の上を垂れ落ちていく。顔色が変わるのがわかった。あまりにおぞましい感触に梓の動きが止まった。そんな梓を見て、坂田は顔面を歪ゆがめ、嫌いやらしい笑いを浮かべた。


　心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにしそうだった恐怖が、その瞬間怒いかりに変わった。


　梓は怒ど声せいを放って、坂田の股こ間かんを蹴り上げた。さすがに男の動きが止まった。その一瞬の隙を逃がさず、梓は男の身体の下から抜け出した。


　全身のバネを駆く使しして立ち上がる。が、立ち上がりきる寸前、ガクンと梓の体勢が崩くずれた。頭が後ろに引っ張られる。坂田が、逃げる梓の髪──ポニーテールをつかんだのだ。


「こ、このっ──！」


　怒りが脳のう裏りで爆ばく発はつした。梓は瞬時に身体の向きを入れ替え、逃げるのではなく、相手の腕うでの中に飛び込んだ。飛び込む勢いきおいを残らず肘ひじに乗せて、男の鳩みぞ尾おちに叩たたき込こんだ。


　髪をつかんでいた力が弛ゆるんだ。梓は頭を一振りしてポニーテールを坂田の手の中から抜き取り、至し近きん距離から右足を跳はね上げた。


　しなやかな曲線美を誇ほこる右足は、垂すい直ちよく軌き道どうを描えがいて梓の頭より高く上がり、再ふたたび坂田のあごを捉とらえた。


　ぶっ、と坂田の口から血がこぼれる。梓はナイフを奪うばうべく、彼の右手につかみかかった。だが、それだけのダメージを喰くらいながら男はナイフを持つ手を引き戻していた。


　引き戻されたナイフが、梓に向かって突き出される。


　間かん一いつ髪ぱつ、梓は切っ先を躱した。


　横に回り込み、さらに後ろに下がろうとした背中が、コンクリートの壁に当たった。汗あせに湿しめったＴシャツが、固く冷たい感触を伝えてくる。


　坂田が梓に向き直った。


　身体からだを屈かがめていたのでは間に合わなかっただろう。梓はわざとバランスを崩して尻しり餅もちをついた。落ちるように沈しずんだ梓の頭上をナイフが通つう過かし、壁に当たって、ガキと耳みみ障ざわりな音を立てた。


　尻餅状じよう態たいのまま足を差し出して、坂田の足首を払はらう。この攻撃は図に当たった。自分の体たい勢せいにはまるで気を使っていなかった坂田は、わずかな衝しよう撃げきに足をすくわれて、受け身らしい動きも見せず、どう、と地面に倒たおれ込んだ。


　入れ替わりに梓が立ち上がる。この隙すきにナイフを蹴り飛ばそうとするが──位置が悪い。相手の身体を回り込んでいたのでは危き険けんすぎる。


　梓は次の行動に迷まよった。それが仇あだとなった。坂田は伏ふせていた身体を持ち上げ、ナイフを持っていない左手を振るった。つかんだ土を投げつけたのだ。


　──しまった。目め潰つぶし！


　梓が顔を伏せる。その間に、坂田はダメージを感じさせない動きで立ち上がった。威い嚇かくの声を張り上げ、ナイフを持つ手を真まっ直すぐに突き出した。


　梓はほとんど勘かんだけでナイフを避けた。反撃のために手を伸ばしかけて思いとどまる。この男の体力は異常だ。カプセルが興こう奮ふん剤ざいとなって一時的な力を与あたえているのだ。まともに組み合うべきではない。


　──どうする!?


「梓ちゃん！　無事か！」


　梓が奥おく歯ばを嚙かみしめたとき、坂田の現れた角から、全身汗だくの少年が姿を見せた。水原だ。


「野や郎ろうっ。女襲おそってんじゃねえよ！」


　水原が駆け寄ってくる。そのすぐ後ろから、複ふく数すうの足音がした。おそらく警けい官かん隊だ。間に合った。


「グッ、ガ、あィィ」


　すでにまともな思考力のない坂田だったが、それでも己おのれの不利を悟さとったらしい。それ以上は梓に構かまわず、踵きびすを返して路地の奥に逃にげ出した。


　──逃がすか。


　捕つかまえることが難むずかしくとも、見失ってしまうわけにはいかない。


　梓はあとを追って走り出した。背中から水原が呼び止めたが、振り向かなかった。


　路地から抜ける。


　建物の陰かげから、開かれた場所──ファプル裏手の草原に出た。とたんに、瀑ばく布ふのような光の洪こう水ずいが梓を取り囲んだ。


　降り注ぐのは真夏の日差しだ。


　ライトの直ちよく射しやを浴びたように、梓は思わず目を細め、足を止めた。


　燦さん々さんというより轟ごう々ごうと評ひようすに相応ふさわしい陽光が、むっとする熱気を伴ともなって空間を満たしていた。長く続いた梅つ雨ゆのためか、草原の雑ざつ草そうは青々と生い茂しげっている。少し離れて周りを囲む金網のフェンスにも、蔓つる草くさが巻まき付いている。どこからかゴムの焦こげるようなにおいがし、反射熱で空気が揺ゆらいでいた。


　その、光と熱の広がる草地の真ん中に、坂田は立っていた。


　梓は光に慣なれた目で、慎しん重ちように彼を眺ながめた。様子がおかしい。さっきまで暴あばれ回っていたのが噓うそのように呆ぼう然ぜんとしている。よたよたと歩く姿は、夢む遊ゆう病びよう患かん者じやのようだ。


「……どうしたの？」


　カプセルが切れたのか？　それにしては、ずいぶん急な変化だ。


　梓は激はげしく乱みだれていた呼こ吸きゆうを整えた。


　草地には所々に、まだ新しい空き缶かんやコンビニのビニール袋ぶくろが転がっていた。これらはおそらく、ファプルを根ね城じろに据すえた者たちが捨すてた物だ。


　そのファプルからは、いまもまだ断だん続ぞく的に怒ど号ごうと罵ば声せいが聞こえてきた。警察の一いつ斉せい摘てき発はつに遭あって、逃げ回っているのだ。今回の摘発は周しゆう到とうに用意されたものだから、逃げられる者もほとんどいないに違いない。


　後ろから息せき切った水原が駆けつけてきた。


「あ、あ、梓ちゃん。あいつは？」


「……あれ」


　梓が坂田を指差す。と、そのとき突とつ然ぜん、それまで呆然としていた坂田が、何事か喋しやべりだした。それも何もない空中に向かってだ。ここからは聞き取れないが、切羽詰つまった様子がした。


「な、何やってんだ、あいつ？」


「…………」


　梓は無言のまま歩き出した。戸と惑まどう水原を残して、坂田に近づいていった。そして、ようやく声が聞き取れるところまできたとき、背はい後ごに数人の警官が到とう着ちやくした。


「おい、君！」


　制せい止しの声に梓は足を止めて、ちらりと後ろを振り返る。


　そのときだった──


　突然、坂田が倒れた。目は見開いたままで涙なみだを流し、身体がわずかに痙けい攣れんしている。


「……何、こいつ……」


　梓は驚いて坂田を見つめた。警官が駆け寄り、棒ぼう立だちになった梓の肩かたをつかむ。


　こうなっては仕方ない。梓は素す直なおに引き下がった。水原も汗を流したままこちらに向かってくる。


　しかし、その場から離れる直前、梓は一言だけ坂田のうわごとを耳にした。


　彼は朦もう朧ろうとした声で、こう言った。


「──ィザー、ド……」





　　　　◆◆◆◆◆





　警官隊の突入が開始されたとき、水原は梓にこんなことを言った。


「なんか、馬ば鹿か馬ば鹿かしいよな。俺らがどんだけ嚙かみ付いても、連中、びくともしなかったんだぜ？　それがどうだよ。警察が本ほん腰ごし入れたら、あっという間にこの様だ。俺らのいままでの苦労について、真しん剣けんに考えちゃわない？」


　重ね着したタンクトップからは、日焼けした腕うでがスラリと伸のびて、カーゴパンツのポケットに入っていた。センス良く刈かり込まれた茶ちや髪ぱつの下には、ハンサムながら少し軽い感じの容よう貌ぼうがある。目元に泣き黒子ぼくろがあって、人をからかうような彼独どく特とくの表情を愛あい嬌きようのあるものに変えていた。


　だが、いま浮かんでいるのは、うんざりとした不平顔だ。梓は苦く笑しようして首を振った。


「わたしたちが地道に下調べして説得したから、上田さんたちも本気になってくれたんじゃない。これだって一つの、努力の成果よ」


　耳からウォークマンのイヤホンを外して、腰にまわしたウェストバッグにしまう。こちらもショート丈たけのＴシャツにジーンズと軽けい装そうだ。栗色の髪を頭の後ろで束ねてポニーテールにしている。整った容貌は緊きん張ちようを浮かべていたが、落ち着きのない様子はなかった。


　いまファプルに入ったのは、葛根署の刑けい事じが指し揮きを執とる二十人ほどのチームだ。彼らの目的は、ファプルを不法占せん拠きよしている未成年グループを補ほ導どうすることである。


　未成年グループの人数は不明。しかし、夜ごとに集会が開かれ、その参加人数は最大で百人に達することが確かく認にんされている。日中も少なからぬ少年少女がたむろし、酒や煙草たばこ──そしてドラッグに明け暮くれていた。


　そうした事実を知った警察は、数度にわたってファプルの摘発を行った。しかし補導できたのはグループのごく一部で、いずれの場合も一時的な効こう果かしか得られなかった。しかもその効果も次し第だいに薄うすれ、彼らは補導された仲間など気にする様子もなく、翌よく日じつになれば舞まい戻って同じ騒さわぎを繰くり広げるようになった。そしてついに今日、警察は彼らの一斉検けん挙きよに踏み出したのである。


　警官隊の動きは着実で揺ゆるぎなかった。正式な規き定ていに沿そって下された決定が彼ら自身の正義感と一いつ致ちするとき、彼らの発はつ揮きする組そ織しき的実行力は大洪こう水ずいのような威い勢せいをふるう。箱舟に乗る資し格かくを失った者たちには、抗あらがうすべなどほとんどないのだ。


「ひょっとして、中の人たちに同情してるの？」


「まさか。ありゃもう、完全にカルト集しゆう団だんだぜ？　俺おれって品位のねえジャンキーは嫌きらいなんだよ」


「……ジャンキーにも品位のあるなしってあるんだ」


「げっ。何ゆってんのよ、梓ちゃん。そんなの基き本ほんだろ？　もうこの業界長いんだから、そこら辺のコダワリは押おさえといてくれよ」


　半分以上真顔で言う水原に、梓は「へぇ」と苦笑いで答えた。嫌いやな業界もあったものだ。


「でも、いいの？　もしかしたら、中には知り合いもいるかもしれないんでしょ？」


「……ビーグルのこと？」


　水原が確認すると、梓は少し躊躇ためらったあと首しゆ肯こうした。


　水原は鼻を鳴らし、気軽な態たい度どで肩を竦すくめた。


「野や郎ろうのことだ。警察の動きは読んでるさ。そうそう簡かん単たんにパクられるようなタマじゃねえって」


　そう、水原は、かつての悪友を評ひようした。


「第一、中にいる可か能のう性せいは低いよ。ＤＤつっても、いま派は手でに粋いきがってるのは新入りばかりだからな。バールの野郎に踊おどらされてる能なしどもだ。となりゃ、遠えん慮りよなんかいらねーさ」


　水原の台詞せりふに、梓はもう一度頷いた。


　現げん在ざいファプルに立て籠こもっているグループの名めい称しようは『ドラッグ・ドッグズ』。かつて葛根市のアンダーグラウンドを『セルネット』と二分した、カプセルユーザーの武ぶ闘とう派は集団。その、なれの果てだった。


　ファプルから様々な種類の叫さけび声が聞こえ始めていた。警官たちの抑おさえられた号令に比くらべ、抵てい抗こうする未成年者たちの叫びは、わめき声に近かった。半狂きよう乱らんになった子こ供どもの声だ。それは、獰どう猛もうではあっても力強く、気き骨こつのあった野の良ら犬いぬの咆ほう吼こうからは、遥はるかに遠い響ひびきだった。


　梓や水原たちが、あるときは敵対し、時には共きよう闘とうしたＤＤなら、たとえどれほどの脅きよう威いに身がさらされようと、このような無様な声はもらさなかったはずだ。


「甲か斐いさん……どうしちゃったんだろうね」


「……さあな」


　自分自身に問いかけるようなつぶやきに、水原もまた独ひとり言のような返事をした。


　甲斐氷ひよう太たが姿すがたを消して、もう四か月が過すぎている。彼が最後に目撃されたのは、あの夜だ。一いつ般ぱん人じんの前で堂々悪あく魔まを行使し、大混こん乱らんを巻まき起こしたのを最後に、市内から姿を消していた。


　ＤＤは、甲斐の型かた破やぶりなカリスマ性に魅みせられたジャンキーたちが、自然に集つどってできあがった集団だった。その結束は固く、組そ織しきの気風は直情的でありながら、甲斐の指揮下で確かな統とう制せいがとられていた。


　だが、宿敵だったセルネット崩ほう壊かい後ご、外がい圧あつが取り除のぞかれたことで油ゆ断だんが生じた。そこに付け入ったのが、セルネット幹かん部ぶの生き残りであるバールだ。彼は自らの存そん在ざいを隠かくしてＤＤ内部に遠えん謀ぼうの根を張った。その根は誰に気づかれることもなく組織の中ちゆう枢すうに迫せまり、ついにはグループを乗っ取るに至いたったのである。


　甲斐が消えた後、古参のメンバーは、さしたる抵抗を示しめすこともできずに空中分解した。残ったのは、バールの甘かん言げんに踊らされ、なんの自覚も覚かく悟ごもないままグループに加わった素人しろうと同然の新参者だけだ。しかし、それでもその勢力は現在市内最大のものとなっている。


　かつて、カプセルに関わる市のアンダーグラウンドには、世間との間に確固とした境界線が引かれていた。だが、いまやその境界線は曖あい昧まいにぼやけている。セルネット崩壊直後に似にた雰ふん囲い気きと言えなくもない。ただ、当時がそれまでの規き制せいの反動だったのに対し、いま蔓まん延えんしているカプセルに関わる気安い空気は、より根深く、深しん刻こくなものになっていた。警察の動きが本格化したのも、それが主な要よう因いんなのだ。


　二人は無言のまま、大おお捕とり物ものが繰くり広げられているファプルの外観を眺ながめていた。


　太陽は精せい力りよく的に陽光を落としていた。梓や水原も、シャツの柄がらがわからなくなるほど、太陽光の白と影かげの黒に塗ぬり分けられている。ジリジリと肌はだが焼ける音が聞こえてきそうなほどだ。


　しかし、梓はともかく日ひ頃ごろから文もん句くの多い水原でさえ、苦情を口にする様子はなかった。


　そういえば、と梓は思う。最近、水原が以前のような軽口を叩たたくことは、めっきりと減へった。梓にしても、以前のように心の底から屈くつ託たくなく笑うことは少なくなった気がする。


「そういえば、今いま頃ごろクミちゃんたち、口尖とがらせてるんじゃない？　今日は午前中勉強したら、午後からプールに行くって約束だったのに」


「あー、そうだろうな。ぶーたれてるクミちゃんを、カナちゃんとユキちゃんが必死になだめてるに違いない。目に浮うかぶな」


　梓が振った話題に、水原の顔がニヤッと笑った。しかし、その笑顔はすぐに陰のある沈んだ表情に変わった。


「何しろ、旅行の約束もあれきりだしな。近頃は勉強会にも、ろくにつき合ってやってねえし」


「……うん。そうだね」


　笑顔が少なくなったのは梓や水原ばかりではない。元気の代名詞のような久美子たち三人の中学生も、近頃は底抜けの笑い声より、愚ぐ痴ちやため息が多くなっていた。


　それは、一つには高校受験を迎むかえた受験生の宿命のようなものである。


　しかし、理由はそれだけではない。より深刻な理由は、実は梓たちの方にあった。


「ま、あれだ。今回の件けんで、少なくともファプルを根ね城じろにしてる連中の活動は封ふうじ込こめたわけだ。連中が悪さしなくなりゃ、俺たちだって暇ひまになる。まだまだ夏休みは半分以上残ってるんだし、クミちゃんたちのご機き嫌げんもたっぷり取れるさ」


　水原がもう一度口をにんまりさせた。意い識しきしてそうしていることはわかったが、梓も彼に合わせて笑顔で同意した。


「わかってる？　受験生ってクミちゃんたちだけじゃないのよ？　どっちかっていうと、中学三年よりは、高校三年を指す言葉なんだから」


「俺の心は永えい遠えんに高一なのさ」


「ずいぶん個こ性せい的な学歴ね」


「余よ人じんには真ま似ねできまいな。身も心も美女と美少女とその他の女性──カッコ上じよう限げん三十五に捧ささげた愛の信徒だからこそ可能な奇き跡せきだ」


「それなら、大学にいる二十前後の女性のためにも、頑がん張ばって勉強しないと」


「……女子大生のお姉さま方は、俺に学力は求めてないと思うんだがなあ」


　なおも減らず口をたたくが、その声は幾いく分ぶん頼たよりなくなっていた。梓はクスクスと気持ちよく笑った。


　そんな梓を見て、水原も自然と微笑ほほえむ。そして、


「冗じよう談だん抜ぬきでさ。これでちょっとは気も済むだろうし、残りの夏はみんなで楽しく過ごそうぜ。な？」


　水原の言葉に、梓は一いつ瞬しゆんぎくりとして居い心ごこ地ちの悪そうな反はん応のうを示しめした。しかしすぐに、深く頷うなずいてみせた。


　再ふたたび会話が途と切ぎれ、二人はなんとなく黙り込んだ。


「……そろそろ配置に付きましょう。ひょっとしたら、警けい察さつの包囲を突とつ破ぱする奴やつがでてくるかもしれないしね」


「うーん。思うんだけどさあ。ここまですること、あんのかね？　情じよう報ほう提てい供きようだけで十分なんじゃね？」


「まあまあ。何が起こるかわからないんだし。念のためよ。ね？」


「やれやれ……せめて日陰で待機しようぜ」


　二人はそう言ってファプルの裏に向かった。


　正気を失った状態の坂田啓介に遭そう遇ぐうしたのは、そのわずか七分後のことだった。





　　　　◆◆◆◆◆





　結局、警察の一いつ斉せい検けん挙きよが終わった頃には、時間は午後六時を大きく過ぎていた。


　三時間を超える大捕物の結果、補ほ導どうされた未成年者は総そう数すう三十七名。夏期休暇中だったこともあり、予想以上に大勢の少年少女が、昼間からファプルにたむろしていたらしい。もちろん、その中には、グループの中心メンバーである坂田啓介も含ふくまれていた。


「お手柄だったね、梓さん！」


　合流した茜は、彼女には珍めずらしく、興こう奮ふん気味で梓の功こう績せきを称たたえた。梓は地面に座すわったまま、汗あせにまみれた顔を、にこやかにほころばせた。


「まったく、冗談じゃねえよ。通り魔二、三人捕まえる方が、まだ楽だぜ？」


　と、こちらは完全にグロッキー状態の水原が毒づいた。しかし、疲ひ労ろうより満足感が大きいのは見ればわかる。坂田の補導がＤＤに与える打撃は大きいに違いない。そのことが一同の心を軽くしていた。


　三人は警察との話が終わったあと、もう一度待機していたフェンスの側に集まっていた。


　暑さもようやく和やわらぎ始めている。まだ落陽とまではいかないまでも、過ごし易やすい夏の夕ゆう暮ぐれだ。ファプルは川かわ沿ぞいにあるだけに風の通りがいい。涼りよう風ふうが汗を乾かわかし、首くび筋すじを流れていく。その感覚が心地よかった。


　梓は目を細めて、微び風ふうにうねる草地を眺ながめていた。


　草地の先には川があり、その向こうには陽光に照りつけられた市街があった。でこぼこしながら川岸に沿って続く街並みの奥おくに、一つだけ飛び出した針はりのようなシルエットが見える。この春から建けん設せつが始まったテレビ局の放ほう送そう塔とうだ。来年完成の予定であり、市の新しいスポットになるはずだった。


「とにかくご苦労様。これでＤＤは事実上壊かい滅めつよ。もともと騒さわぎたくて集まったって奴が大半だったから、この場所さえ封ふう鎖さすれば、夜ごとの馬鹿騒ぎも、ひとまずお終しまい。それに加えて坂田啓介の身柄まで拘こう束そくできたんですからねえ」


　茜はそう言って座り込む二人の肩をぽんぽん叩たたいた。


　小柄な少女で、黒いセルフレームの眼鏡めがねをかけ、髪かみを三つ編あみにしている。服は麻あさのシャツとハーフパンツだ。背が低く、装よそおいもいまいちあか抜けないため、梓たちと同年代というより、久美子たちの同級生に見える。しかし、子供っぽい外見はどうあれ、彼女は成せい熟じゆくした知性と見識の持ち主だった。


「なあ、茜ちゃん。このあとクミちゃんたちと合流して打ち上げしねえ？　大通りの百貨店さ。梅つ雨ゆ明あけしてから、ビア・ホール始めてるんだよ」


「いいわねえ。今日は大仕事だったし」


「いや、二人とも。さすがにビア・ホールは拙まずいでしょ。わたしたち」


「あ、そっか。茜ちゃんさ。梓ちゃんの言うとおり、その格かつ好こうだと子供に見られるかもしれねーぜ。もっとアダルティーな服に着き替がえなきゃ」


「し、失礼ね。そりゃ確たしかに、これまでも間違われた経けい験けんあるけど……」


「いやいや、二人とも。わたしが言ってるのはそう言うことじゃなくてね」


　未成年兼けん受験生を代表した梓の意見は、不良歴の長い二人に、あっさりと黙もく殺さつされた。この二人は意外と馬が合うらしく、三人でいると梓の意見は蔑ないがしろにされがちなのである。


　水原はもう酔よっぱらったような口振りで、夏の夕景と宵よいの口の空気のにおいと霜しもの付いたジョッキに関する讃さん辞じを情熱的に述べた。すると今度は茜が、晴れ渡わたる菫すみれ色いろの夜空と粗あら塩じおの浮かぶ枝えだ豆まめとガラスのお猪ちよ口こに満たされた日本酒の奇跡的調和について滔とう々とうと語る。


　二人があまりにせがむので、梓も仕方なく在米中に訪おとずれた老舗しにせバーの思い出を披ひ露ろうした。古き良きアメリカジヤズ・エイジを偲しのばせる店みせ構がまえと、そこに集まる酔すい漢かんたち。彼らが口にする、とびきり下品で最高に陽気なジョークの数々。そして、店に代々伝わる、幸運を呼ぶというコーン・ウィスキーの芳ほう醇じゆんな香かおり。思わず聞き入った二人は、感心して手を叩いた。


「そういえば梓さんって帰国子女なのよね。向こうじゃやっぱり本場のドラッグを嗜たしなんでたわけ？」


「なわけないでしょっ」


「とはいえ、アルコールはだいぶ嗜んでたみたいじゃん？　何しろ、正月集まったときなんか、みんなが二日酔いでうんうん言ってる隣となりで、ひとり甘あま酒ざけのお代わりしてたもんなあ」


「いや、あれはね。その……」


　梓が顔を赤らめ、二人がそれをからかう。たわいもない言葉のやり取りが、身体からだに残る疲労感を癒いやしてくれた。高校最後の夏としては、殺さつ伐ばつとした一日だったはずだ。しかし、卒業してから懐なつかしく思い出すのは、案外こんな何気ないひと時だったりするのかもしれない。


　ふと、水原と茜の笑い声が尻しりすぼみに消えた。


　照明の明かりが、半分絞しぼられたようだった。それでも水原は、急にトーンダウンした様子は微み塵じんも残さずに、きちんとした笑え顔がおを作って、梓の背はい後ごに「よっ」と手を上げた。


　梓が振り返る。建物の角を曲がって、一人の少女が近づいてきていた。


「ゴクローさん。疲つかれたろ？　一日中、いかついオッサンズの中にいたんじゃさ」


「平気よ。あなたたちこそ、ご苦労様。坂田のこと。よくやってくれたわ」


　抑よく制せいの利きいた声で、海野千絵はそう答えた。


　癖くせのない長い黒くろ髪かみと、静かな中に力を秘めた目の少女だった。姿し勢せいがよく、ただ歩いているだけでも、どことない気品を感じさせる。ベージュのシャツとコットンパンツといったシンプルな装いが、彼女の醸かもし出す清せい廉れんな印象にマッチしていた。


　千絵は水原に答えたあと、茜に軽く頷き、梓に笑いかけた。労を労ねぎらう微び笑しようには、彼女らしい気き遣づかいが感じられた。


　ただ、その笑みは以前の彼女が見せていた微笑ほほえみとは微妙に異ことなっていた。


　優やさしく、暖あたたかみのある微笑みでありながら、その笑みは、どこか透とう明めいな笑みだった。まるで、遠い戦場にいる兵士が、幸せな家族の写真に笑いかけているような笑みだ。梓は笑顔を返しながらも、アスファルトに下ろしていた腰こしをもぞもぞ動かした。


「──えっと……警察の方はもういいの、千絵？」


「ええ。済すんだわ。補導した人たちの供きよう述じゆつはまだだけど、上田さんと話は付けてあるから。詳くわしい情報は、あとで聞けるわ」


　そして千絵は一同を見回し、言った。


「とりあえず現時点でわかっためぼしい情報は仕入れてきたわ。さっそくミーティングを始めましょう。期待ほどじゃなかったけど、収しゆう穫かくもあった。検けん討とうする価か値ちはあるわ。私は先に調べたいことがあるから、一時間後に『パンドラ』に集合して」


　水原が思わず腰を上げる。千絵は特に慌あわてる様子もなく先を続ける。


「それから、今回の検挙でユーザー間にどんな反はん応のうがあるか見なくちゃならない。夜は二班に分かれて街を回ることになるから、そのつもりの服装に着替えてきて。梓さんは変装用のキットも持ってきてちょうだい。一応、スプレーなんかの護ご身しん用具も──」


「おいおい、待ってくれよ、千絵ちゃん」


　淡たん々たんとした千絵を、水原が苦笑しながら遮さえぎった。尖った声をなんとか誤ご魔ま化かしているが、彼の目は穏おだやかではなかった。


「そんな勝手に話進めないでくれって。梓ちゃんは、ついさっきまで、刃は物もの振ふり回すイカれジャンキーとやり合ってたんだぞ!?」


　水原は千絵を責せめるように言った。しかし、千絵はというと、「それで？」と言わんばかりの視し線せんを返してくる。


　水原は固くなる口調を抑えながら、なんとか普ふ段だんの猫ねこなで声に戻もどした。


「千絵ちゃんさ。根こん、詰つめ過すぎだって、マジで。千絵ちゃんが信念に燃もえてるのはわかるけど、たまには息いき抜ぬきしないと保もたないじゃん？　せっかくの夏休みだってのに、ここんとこ毎日捜そう査さばっかだろ？　そうでなくても、普ふ段だんから真ま面じ目めに探たん偵ていしてるんだからさ。これ以上の無理は効こう率りつ落とすだけだって」


「やらなきゃならないことがある以上、無理かどうかなんて考えるだけ無む駄だよ。常つねに最さい善ぜんを尽つくすだけだわ」


「……だから、さあ～」


　水原は強こわ張ばった苦笑を浮かべたまま、髪に指を入れ、かき回した。再び彼の表情に苛いらつきが現あらわれ始めるのを見て、梓は慌あわててフォローに入った。


「ね、ねえ、千絵。わたしも今日はちょっと疲れたかなーなんて思ってるんだ。思ったより、暑かったかな、今日？」


　梓が取りなすように言うと、千絵は一瞬悲しげな目を向けた。しかしすぐにまた、例の透明な微笑を浮かべて「わかったわ」と頷いた。


「じゃあ、みんなはここで解かい散さんして。水原も、茜さんも、今日はほんとにご苦労様」


「待って、千絵。まさか一人で続ける気？」


　梓の質しつ問もんに、千絵は何も答えなかった。だが、返事を聞くまでもなく、千絵が一人捜査を続けるつもりなのは明らかだ。


　水原がまた何か言いそうになる。それより先に、


「千絵ってば、そんなこと言わないでよ。今日ぐらい、いいじゃない。せっかくなんだから、みんなで打ち上げしましょうよ。ほら。千絵、この前クミちゃんたちとの勉強会キャンセルしたじゃない？　あのとき、みんなすごく会いたがってたんだから。その埋うめ合わせの意味も込めてね。今日はみんなでご飯食べましょ」


　梓は明るく言って、ねっ、と千絵の顔をのぞき込んだ。すると彼女は、気まずそうに目を逸そらした。


「あの子たちなら、今日はもう家に帰ってるわ」


「……え？　でも、図書館で勉強してるはずじゃ──」


「一時間ぐらい前に電話が来たの。いま忙いそがしいからあとでって切ったら、『今日は帰ります』ってメールがあったから」


「そ、そう……だったんだ」


　どう反応すべきか決められず、梓は曖あい昧まいな表ひよう情じようで生返事をした。


「……そりゃねえだろ、千絵ちゃん」


　水原が言った。今度の台詞せりふはもう、冗じよう談だんめかした様子が消えていた。


「あいつらの勉強見てやるって言ったの、俺おれたちなんだぜ？　それで、あいつらだってやる気出してたんじゃん。だったら最後まで面めん倒どう見てやるのが筋すじだろ。それが、なんだよ。いざ勉強会始めてから、俺たちいったい、あいつらに何回つき合ってやったんだよ。ほとんど構ってやってもねえじゃねえか。……ま、俺なんか頭ワリーから、実じつ際さい教えるのは千絵ちゃんに任まかせきりでさ。その俺が言うのもなんだけどよ」


　と、最後に皮肉っぽく顔を歪ゆがめる。水原が千絵に対して、そんな表情を向けるのは初めてだ。梓は自分まで顔が強張るのを感じた。


　千絵は固い面おも持もちで水原の言葉を聞いていた。そして、乾かん燥そうした紙かみ粘ねん土どのような声で、


「……出しておいた課題は『パンドラ』のマスターに預あずけておくようメールしたから。あとでちゃんと採さい点てんして──」


「あのなあっ。勉強見てやるってのは、そう言うこっちゃねーだろ!?」


　水原の声が跳はね上がった。梓は思わず身を竦すくめた。見れば、黙だまって聞いていた茜も、深しん刻こくな視線で二人のやり取りを見守っている。


「勉強の話だけじゃねえよ。千絵ちゃん、自分が独ひとりで突つっ走ってるのがわかんねえのか？　春先にした旅行の話はもちろん、今日だってプールにつき合う話、こっちが一方的に蹴けってるんだ。埋め合わせすんのは、当たり前じゃんか。あの三人だけのことじゃねえ。俺はともかく、梓ちゃんや茜ちゃんだって協力してくれてるんだぞ。もっとみんなの意見聞くのが当然だろ？　違うか？」


「……そうね。あなたの言うとおりかもしれない。いまからでも連れん絡らくすれば、きっとあの子たちも喜んでくれるでしょう。あなたたちだけでも、楽しんで──」


「馬鹿っ。あいつらは、『千絵ちゃんに』会いたがってんだっ。そんなこともわからねえのかよ！」


　とうとう水原は怒ど鳴なった。


　梓は沈ちん痛つうな思いを嚙かみしめるしかなかった。わかっているのだ。久美子たちだけではない。水原だって彼女たちに負けないぐらい、みんなで一いつ緒しよに──千絵も含めた全員で話をし、馬鹿なことを言って笑っていたいのだ。


「カプセルは許ゆるせない、カプセルは撲ぼく滅めつするんだって、頑がん張ばって警察に協力するのは立りつ派ぱだよ。見て見ぬ振ふりしたり、良識ぶった批ひ判はんだけしてほったらかしにしてる連中に比くらべりゃ、実じつ際さいにテメエで行動起こすなんて大したもんだと心から思うよ。そういう意味じゃ、マジに尊そん敬けいできる。でもよ。俺たちって結局、ただの高校生だぜ？　ちょっと前までならともかく、もうアングラからは足洗あらってるんだ。いまのカプセルやユーザーどもに対して、なんの責せき任にんもありゃしねえじゃんよ？　放っときゃいいなんて言わねえさ。けど、ダチ犠ぎ牲せいにしてまで、どうこうしてやろうなんて考え、おかしいぜ。こうしてクソガキどもの根ね城じろだってぶっ潰つぶしてやったんだ。これ以上何しろってんだよ？」


　これまで──あの夜以来、ずっと溜たまり続け、やり過ごしてきた鬱うつ憤ぷんを、水原はぶちまけていた。彼だけではない。梓や茜の内面に澱おりのように淀よどんでいたものも、似にたような感情だった。


　千絵はいまや、はっきりと青ざめていた。いくらカプセル撲滅に没ぼつ頭とうしているとはいえ、彼女ほど他人を思いやれる者が、水原たちの抱かかえている不満に気付いていなかったはずはないのだ。


　だが、それでも千絵は頑かたくなだった。


「これ以上何をするのか、ですって？　今日のことなんか、なんでもないわ。水原。あなたは、ファプルを封鎖してしまえば、それでカプセルの流通が途と絶だえると本気で思ってるの？　そうじゃないでしょ？　あなたならわかってるはずよ。ここを押さえたって、連中はすぐに他の場所を見つけるわ。さすがに、これほど都合のいい潜せん伏ぷく場所があるとは考えにくいとしても、その分、細かいグループに分かれて、地下に潜もぐるはずでしょう？　警察の目が届とどきにくい場所なんていくらでもある。しかも、カプセルを求める人間は、そういう場所にこそ集まるものよ。これからはむしろ、カプセルを楽しむというスタイルが、いまより軽い、『普ふ通つう』なことになるかもしれない」


　千絵の言うことは正せい論ろんだった。水原はかつてセルネットの細さい胞ぼうに加わっていたこともあり、いわゆる真っ当な高校生活よりは不良たちの生活圏けんにこそ馴な染じみを持っている。彼女の言うことは、彼女以上に理り解かいできるはずだ。


「くそっ。だから俺が言ってんのは、そんな始末に負えない馬鹿どもに、俺たちがこれ以上つき合ってやる義ぎ理りはねえってことだよっ。ケーサツに任せときゃいいんだ、ケーサツに！　連中はそれが仕事なんだからな。俺たちがボランティアで──しかも、警察からも厄やつ介かい者もの扱あつかいされてまで協力する理由がどこにあるっ？」


「……カプセルを……いま市に流れているカプセルを追うことでしか、バールに迫せまる手がかりは得られない。バールに迫ることでしか、物部くんの居場所を捜すことは──」


「ほっとけ、んなもん！」


　水原は吐き捨てた。


「なんで俺たちが、あんな陰いん険けん男に振り回されなきゃならねえんだよ。勝手に失しつ踪そうしちまった野郎のことなんざ知ったことか」


「水原っ！」


　それまで苦しそうな様子ながらも冷静さを保たもっていた千絵が、その台詞せりふを聞いた途と端たん、激げつ昂こうし、顔色を変えた。


「なんてこと言うのっ。よりにもよってあなた──自分のパートナーよっ。戦友でしょっ？」


「あー、そうでしたトモ。コンビ組んで暴あばれたね。無茶もやったさ。しっかり覚えてますよ、『物ものの部べ景けい』って相棒がいたことはね。そんで、あの夜の記き憶おくがなくなって、俺たちがあいつとの思い出をなくしちまった、てんだろ？　ばっちり理解してますトモ。で？　それが何？　だから、ボクたちは力を合わせて、悪のバールをやっつけなきゃいけないのですか？　そうなんですか、会長ドノ？」


「水原……！」


「わかりましたっ。そういう理由なら、協力するに吝やぶさかではありませんっ。何しろ、覚えてないにしろ、共に修しゆ羅ら場ば潜くぐったはずの戦友様ですカラ。……でもなっ。だからって、いまの俺たちが犠牲になって当然か？　昔つき合いがあった奴やつのために、いまのダチを蔑ないがしろにしろってのか？　なんだよソレ？　納なつ得とくいかねーな。とてもじゃねえが、承しよう諾だくできねーな」


　もはや、水原の物言いには容よう赦しやがなかった。突つき放すような言い草だった。それでも彼は、最後の最後には落ち着きを取り戻もどしていた。辛つらそうな目を向けて、


「違うか？　千絵ちゃん？」


　千絵は目を赤くして首を振った。


「あなたが──あなたがそんなこと言うなんて……！」


　水原の言葉は間違いなく千絵を打ちのめしていた。彼はあえて、それだけのことを口にしたのだ。そして、梓も茜も、あえて彼を止めなかった。千絵が受ける衝しよう撃げきをわかっていて、彼女が感じる痛いたみを自らも痛ましく思いながらなお、止めようとはしなかった。


　あの夜──


　甲斐氷太が暴挙に出、梓たちが記憶をなくし、ＤＤが変へん質しつする引き金となった、ある春の夜。葛根市内からは甲斐だけでなく、カプセルユーザー間で『ウィザード』として知られた一人の少年が姿を消した。彼の名は物部景。千絵たちの戦友であり、水原のパートナーであり、梓の幼おさななじみである少年だった。


　彼は単に失踪したのではなく、バールらの仕組んだ計画によって、いずこかへと去ったのである。同時に彼を知る者たちは、彼に関する「想おもい」を失った。彼がいたという事実や、彼と関わった記憶は残っている。ただ、彼に対して抱いだいてた「気持ち」が失われたのだ。──と、千絵は説明している。カプセルを服用した経験のない彼女は、仲間内でただ一人、物部景のことを忘わすれなかったのだ。


　梓たちは千絵の説明を信じていた。少なくとも、信じることにした。だからこそ、千絵の指し揮きに従したがい、再ふたたびバールに接せつ触しよくするべく奮ふん闘とうしているのである。


　しかし、あの夜からというもの、千絵は周りが見えなくなっていた。


　自分一人しか覚えていない。自分しかバールを追える者はいない。梓たちが協力を申し出てくれるとしても、全員の「動機」となり、皆みなを引っ張ぱっていく「意い志し」を持つ──持ち続ける役やく割わりは自分にしかできない。千絵の悲ひ壮そうな決意は、強大なプレッシャーとなって彼女にのしかかった。


　そして、千絵の懸け念ねんは間違っていなかった。梓や水原、茜の三名は、惜おしみなく千絵に協力した。だが、事じ態たいに解決のめどが立たず、バールの捜そう索さくが長期化するにつれて、景を連れ戻すという熱意は──否いや応おうなく──薄うすれていった。千絵は誰だれよりもその事実を深く受け止め、弛ゆるみ出す結束に恐きよう怖ふし、自らの責せき任にんを果たそうと躍やつ起きになっていったのである。


　梓たちは千絵の心情を理解していた。景を助けたいという願いも、千絵に協力している理由も、決して方ほう便べんではない。


　ただ一方で、いまさっき水原が千絵に諭さとしたことも、もっともなことだとわかっていた。


　そして、梓たちの本心は、水原の意見にこそ、より深い賛同を示していた。


　心というものは理り性せいにのみ従って動くわけではない。むしろ、感情の向く方向にこそ動いていこうとする。そしていまの梓たちは、いなくなった物部景に同情しつつも、ここにいる四人や、久美子たちとのつき合いを大切に感じていた。いま、目の前にいて、冗談を言い合い、笑い合う仲間たち。その関係の険悪化をこそ、より深しん刻こくに憂ゆう慮りよしているのだ。


「……ねえ、千絵」


　と梓はゆっくり口を挟はさんだ。


「わたしたち、別に景ちゃんのこと諦あきらめるわけじゃないんだよ？　でも、わたしは千絵に無理してほしくないの。いくら焦あせってみても物事がよくなるわけじゃないよ。もっと気持ちに余よ裕ゆうを持たなきゃ。少しずつ努力を重ねればいいじゃない」


　千絵は涙なみだの滲にじむ目を梓に向けた。梓は千絵の目を正面から見返した。


　しかし、千絵の視線は、梓を通り越していた。千絵は泣き笑いを浮うかべた。


「……それって私の台詞」


「え？」


「それってね、梓さん。いままで私があなたに言ってきた台詞。物部くんのことになると、すぐムキになって、がむしゃらになって、ただ一いち途ずに前に向かってたあなたに、私が苦笑いして言ってた台詞」


　梓はハッとした。いま千絵は、いまの自分とは違う自分に向かって話しかけているのだ。


「そんな台詞、あなたには似に合あわない。そんなこと言うのは、あなたじゃない」


「千絵……」


　それ以上答える言葉をなくし、梓は唇くちびるを嚙かん──





　離はなしてぇっ、と梓は金切り声を上げて身をよじった。


　千絵はそれを必死になって──力ずくで押おさえていた。手て加か減げんなどできない。そもそも、もし梓にほんの少しでも冷静さが残っていれば、千絵の制せい止しなど効こう果かを発はつ揮きするはずがない。


　全身の力を振り絞しぼりながら、千絵は梓に言い聞かせた。いまバールのあとを追いかけたところで捕つかまりやしない。まずはファプルを脱だつ出しゆつすることが先決だ。しかし、梓はなかなか言うことを聞かなかった。一度の自失から我われに返ったあと、梓はいまさっき聞かされた宣せん告こくを拒こばむかのように、恐怖で真っ青になったまま身も世もなく喚わめき続けていた。


　まだ時間があるじゃない。あいつは夜明けって言ったのよ。それまでに物部くんを捜さがしましょう。大だい丈じよう夫ぶっ。きっと打つ手はあるからっ。


　千絵は梓が暴あばれ疲つかれて収おさまるまで、何度も何度もそう言い続け──





　──嚙んだあと、ふっと力を緩ゆるめた。


　ぱちりと瞬まばたきをする。背せ筋すじに残る、ひやりとした感かん触しよく。


　いまのは、なんだ？


「おいっ。いい加減にしろよ、千絵ちゃん。梓ちゃんは千絵ちゃんのこと思って──」


　梓の困こん惑わくには気付かないまま、水原が横から割わり込こんで千絵をねめつけた。


　千絵が目ま蓋ぶたを閉とじる。目め尻じりから一いつ滴てき、涙がこぼれた。それを見て、水原もそのあとの言葉を呑のみ込んだ。


「……可哀かわい想そうな梓さん。可哀想な水原。可哀想な茜さん。可哀想な……物部くん」


　千絵は誰に語るのでもなく、詩を詠よむように口ずさんだ。「千絵さん──」と、見かねた茜が声をかけても、彼女はただ首を振るだけだった。


　そして千絵は背中を向けると、三人から離れていった。まるで、ここに自分のいる場所はなく、ここに自分が言葉を伝えなければならない相手はいない、とでも言うように。


「千絵、待って。いま──」


　梓が千絵の背中に手を伸のばす。


　しかし千絵はすでに届とどかぬ場所まで去っており、梓の手は弱々しく動きを止めた。


「……勝手にしろ。ちくしょう」


　水原が苦り切ってつぶやいた。それはまるで喧けん嘩かに負けた少年の負け惜おしみのようだった。


　千絵の姿すがたが外がい壁へきの向こうに消えたとき、空はようやく夕焼けに染そまり始めていた。
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　見み渡わたす空は灰はい色いろの雲に埋うめ尽つくされ、時折嵐あらしの到とう来らいを告げる遠えん雷らいが踊おどっていた。


　ここ数すう刻こくは大おお粒つぶの雨が降ふったり止んだりを繰くり返している。そのため、樹海の中は普ふ段だん以上に水気が多かった。


　魔ま法ほう使つかいがいるのは、樹海の深部である。


　周囲には樹じゆ齢れい千年を越こす大樹ばかりが距きよ離りを置きながら並ならんでいた。大樹の幹みきは太く高く、表面は苔こけむしている。その偉い容ようたるや巨きよ人じんの神しん殿でんを支ささえる石柱のようであった。


　下生えは雨に濡ぬれている。魔法使いのローブも冷たく湿しめっていた。


　辺りは樹海の中にしては明るかった。曇くもり空ではあるが、雲が陽光を受けてうっすらと発光しているためである。魔法使いの足あし下もとには角灯ランタンが置かれていたが、それにも火は灯ともされていなかった。


　魔法使いは杖つえを手に、森の中に立っていた。


　地面は巨木の根がうねっていて起き伏ふくが激はげしい。大樹が広げる枝えだ葉はの下を、うねる大地はどこまでも続いているようだった。


　樹海もここまで奥おく深ふかく踏ふみ込めば、逆ぎやくに見通しが利きくようになる。巨木ばかりで背の低い木は育ちにくくなるためである。とはいえ、遥はるか頭上の枝葉にせよ、幹と幹の間から見える樹海の先にせよ、薄うす闇やみと、緑が発する靄もやとに遮さえぎられて、ぼんやりとしか見晴らせない。何もかもの縮しゆく尺しやくが大きく、巨人の国へ迷まよい込んだような錯さつ覚かくすら覚えた。


　その、曖あい昧まいな森の奥から、微かすかな声が聞こえてきた。


　獣けものではない。複ふく数すうの人間が立てるざわめきだ。隆りゆう起きした地面の陰かげより、人ひと影かげらしきものが、ちらほらと見え隠かくれした。


「来たか」


　ぽつりと魔法使いは言った。


　杖を両手で握にぎり、前方に差し出す。魔法使いは杖の頭を細かく動かして、空中に複ふく雑ざつな文字や図形を描えがいた。そうしながら、フードの下より、かすれたささやきを口にした。


　すると、杖先に燐りん光こうが生じた。燐光はいくつかの小さな点に分かれて、蛍ほたるのように樹海の中を漂ただよい、一つ、また一つと緑の地面に着地した。そして一ひと際きわ大きく輝かがやいたのちに、地面の中に吸すい込まれた。


　しばらくして、燐光が消えた辺りの地面が、ゆっくりと盛もり上がりだした。苔に覆おおわれた大地は人の背せ丈たけより大きく膨らみ、人とも狒ひ狒ひとも取れる形になると緩かん慢まんに動き始めた。


　動く土つち塊くれは、魔法使いによって仮かり初そめの命を与あたえられた兵である。彼らは樹海の奥から聞こえてくる声を目指した。


　兵たちが靄の中に消えると、その奥から聞こえていた声が調子を変え始めた。突とつ然ぜん現れた兵に驚おどろいているのだろう。兵たちには人間たちの行く手を阻はばむよう指し示じを出してある。両者が森の奥で衝しよう突とつし始めたのだ。


　土塊の兵は言葉を喋しやべらない。そのため、聞こえてくるのは人間たちの声だけだった。驚く声と罵ののしる声が、途と切ぎれながら聞こえてくる。


　だが、その声には変わったところがあった。どの声も小さいのである。距離が遠いゆえの小ささではない。叫さけんでいるにもかかわらず、声そのものが小さかった。


「……多いな」


　じっと耳を傾かたむけていた魔法使いは、小さくそうつぶやいた。


　すると、兵たちの包囲を突とつ破ぱしたのか、靄の中から一人の人間が姿すがたを見せた。


　距離はまだ遠い。しかし、よたよたと大地に足を取られる様が、魔法使いの位置からはっきりと目にできた。


　その人間の姿も、常つねとは異ことなった。


　まだ若わかい男である。薄うすい金色の髪かみをしていて、見たことのない布ぬの地じでできた複雑な衣い装しようを身にしていた。顔色が悪く動きも鈍にぶい。恐きよう慌こうに陥おちいっているらしく、浮うき足立っていた。


　そして、彼の身体からだは、うっすらと透すき通っていた。彼の身体を通して、苔や下生えが見えた。


　彼らは異い界かいの住人である。


　世界を覆う樹海の、向こう側から来る者たちなのだ。


　この樹海は、女王の統とう治ちする王国領りようや魔ま法ほう使つかいが暮くらす塔などを呑のみ込み、世界の果てまで延えん々えんと広がっている。樹海の内側と「外」とを隔へだてる、広大な境きよう界かい線せんなのである。


　だが、時にこのような形で、異界の者が紛まぎれてくることがある。どのようにしてかはわからないが、樹海の境さかいを越こえて来る者がいるのだ。


　彼らは王国では長く生きられない。放っておけば、いずれは幽ゆう霊れいのように消えていく定めにある。彼らが王国の中ちゆう枢すうにまで到とう達たつすることは、ほとんどない。


　だが、王国領の辺境にある塔となると、事情が違ってくる。過か去こにも侵しん入にゆう者しやの例があった。魔法使いは彼らがテリトリーを侵おかすたびに、こうして樹海深部に足を運び、彼らの足止めをしているのである。


　特に、ここしばらくは異い邦ほう者の襲しゆう来らいが増ふえていた。それも塔の近辺に集中している。魔法使いは一いち抹まつの危き惧ぐを抱いだいていたが、理由はまだ判はん明めいしていない。


　男は土塊の兵から逃にげ惑まどっていた。だが、自分を見つめる視し線せんに気付いたのか、はっと顔を上げて魔法使いを視野に収おさめた。


　男は驚いて足を止めた。そして、衝撃から覚めると、魔法使いを目指して真まっ直すぐに駆かけ寄よってきた。


　彼ひ我がの距離はまだまだ遠い。しかも男の足取りは酷ひどく乱れている。彼は何ごとか叫んでいた。魔法使いに向かって叫んでいるのかもしれないが、届とどく声はか細くかすれ、ほとんど聞き取ることができなかった。


　魔法使いは再ふたたび呪じゆ文もんを唱えた。


　森に立つ魔法使いの身体から、目に見えない波動が発生する。


　空気がたわむような感かん触しよくを残し、波動は樹海の奥へと拡かく散さんした。異邦人のところにも波動が届いた。


　波動に接せつした瞬しゆん間かん、男は動きを止めた。半透とう明めいながらも形を保たもっていた男が、急速に薄れ始める。


　彼は己おのれの身に起こった変化に気が付いた。大声で喚わめき出したが、その声は依い然ぜんとして小さいままだ。所しよ詮せん彼らは異邦人である。王国に実体として存そん在ざいしているわけではないのだ。


　ところが、まさに消え果てようとする寸すん前ぜん、突然壁かべが取り除のぞかれたように、男の声がはっきりと聞こえた。


「──スケテクレ！　アンタ──ダロ？」


　魔法使いは思わず身み構がまえた。


　言葉に違い和わ感があるが、意味は通じた。男は明らかに、魔法使いに向かって話しかけていた。


「ココガ、バールノイッテタ──オレ──サツヲサシチマッタ──ツカマ──イヤ──！」


　しきりと何かを訴うつたえている。止まっていた足が、再び動き出した。


「……ちっ。効きき目が薄いか」


　魔法使いは舌した打うちした。すぐさま片かた手てを首元からローブの中に入れる。


　取り出したのは、十字を象かたどった首くび飾かざりであった。


　魔法使いは首飾りを強く握にぎり締しめた。すると、たちまち身内に渦うず巻まく魔力が、はっきりと鮮あざやかさを増した。


　その首飾りは、彼がいつの頃ころからか身に付けている、精せい神しん統とう一いつのキーである。鍛たん錬れんによって己の魔力を高めるには、意い識しきを凝ぎよう縮しゆくし、精神の密みつ度どを上げねばならない。彼はそのきっかけとして、十字の首飾りを利用しているのである。


「──元いた場所に、還かえるがいい──」


　ゴオッと魔法使いの身体から、さきほどの波動が迸ほとばしった。


　かと思うと、その波動は彼の周辺で球状に停てい滞たいし、次いで強ごう引いんに捻ねじられながら前方に突出した。


　錐きりのように尖とがった魔力の槍やりの先せん端たんが、男の胸むねの中央を穿うがつ。


　男は一ひと溜たまりもなかった。目め尻じりが切れそうなほど両目を見開き、両手で穴あなの開いた胸の空くう洞どうを搔かきむしる。


「ナ──ダッ？　ウィザー──」


　男は溶とけるように消えた。


　魔法使いは止めていた息を吐はき出した。


　消しよう滅めつの寸前に男が言い残した言葉。その残ざん響きようが、微かに耳に残った。


　男は自分のことを知っているかのようだった。気になったが、もう確たしかめる術すべはない。


　魔法使いは落ち着きを取り戻すと、静かに耳を凝こらした。樹じゆ海かいに静せい寂じやくが戻もどっている。聞こえてくるのは、雷らい鳴めいの遠い響ひびきだけだった。すでに異界の住人たちは、放ほう逐ちくされたようである。


　魔法使いは兵たちを呼び戻し、もとの土つち塊くれへと戻した。


　樹海では魔法の流れが活気づく。魔力が木々の間を巡めぐっているため、様々な怪かい異いが起こる。異なる世界との接点が開き、異邦の者が現あらわれるのも、そのためである。


　樹海は古いにしえより、王国を異界の侵しん攻こうから守ってきた。


　ここは木々の守しゆ護ごにより、優やさしく閉とざされた領りよう域いきである。今回のような例外はあっても、王国の平へい穏おんが揺ゆらぐことは、これからもないだろう。


　この地は停てい滞たいと静寂によって、すでに完成されているのである。


「異界、か」


　なぜこの世界が閉じているのか、その謎なぞを明かした者はいない。明かそうと試みる者も、ここには存在しない。


　魔法を操あやつる者の常として、彼もまた、世界の構こう成せいを思考している。ただ、その思考の先にあるのは、創そう造ぞうすることへの願望である。世界を理り解かいし、世界の構成に干かん渉しようすることにこそ、彼の関心はある。新たな世界を造つくり上げることが、彼の目的である。「異界」への興きよう味みなど、極きわめて薄うすかった。


　だが、魔法使いの脳のう裏りには、男の叫びがまだ残っていた。


「私を、知っていた──」


　何な故ぜだろう、と魔法使いは思った。異界のことや異界の住民に、初めて関心を持った。


　消える寸前に男が言おうとした言葉。


　あれはひょっとして、自分の名前ではなかったか？


「私の──名前？」


　と魔法使いは独どく語ごした。


　そのようなことを考えたのは初めてだった。彼は塔とうに住む魔法使いであり、それ以外の何者でもない。疑ぎ問もんを持つ余よ地ちなどないと、これまでは思っていたのである。


　突然、魔法使いは激はげしい身み振ぶりで振り返った。


　樹海の奥──異邦人たちが現れたのとは違ちがう方向を見る。


　魔法使いは剃刀かみそりのような視線で、樹海の風景を見み据すえた。何者かがそこにいて、自分を観察している気配を感じたのである。


「……陛へい下か？」


　と問いかけてから、魔法使いは舌打ちをした。馬ば鹿かなことを言った、と思ったのである。比ひ較かく的塔に近い場所とはいえ、ここは樹海の深部である。道を知らぬ者が徒かちにて訪たずねられるような場所ではない。ましてや女の身とあれば、到とう底てい不ふ可か能のうである。
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　空模も様ようが悪化しつつあった。


　雲が厚あつみを増まし、再ふたたび雨が落下し始めている。辺りは樹海本来の暗さに戻りつつあった。


　魔法使いは足あし下もとの角灯ランタンを取り上げて、中に火を点つけた。オレンジ色の光が灯ともり、彼の周辺を照らし出した。


　しかし、光を灯すと、その外側は完全な暗くら闇やみとなった。視線を感じた方向を見ても、もう漆うるしを塗ぬったような闇があるばかりで、わずかな先すらも見ることができなかった。


　それでもしばらくの間、魔法使いは闇の奥を見つめていた。


　それから、雨に追い立てられるように、樹海の中を塔のある方角へと歩き始めた。





　　　　◆◆◆◆◆





　梓が困こまった笑顔で仕方なく頷うなずくと、並ならんで下校していた同級生たちは一いつ斉せいに嘆たん息そくした。


「……信じらんなーい。あの超ちようイケ面でも駄だ目めなの～？」


「しかもあいつ、中央病院の次じ男なん坊ぼうよ？　医学部二年よ？　身長一八一センチよ？」


「頭空っぽだけどね」


「女おんな癖ぐせも悪いけどね」


　口々に感想を述のべる友人たちだったが、それに対する意見や反はん論ろんは避さけて、梓は誤ご魔ま化かすような笑えみを浮うかべ続けた。もっとも彼女たちは梓の反はん応のうなど気にしていない。さっきからずっと、勝手気ままに喋しやべっているだけなのだ。


「もったいないなあ。向こうは超乗り気だったのにさ。梓ぐらいの器量良しなら、あれぐらいのオトコ、キープしたって罰ばちは当たらないでしょうに」


「器量良しってまた古いわね、あんた。でも、確たしかにさ。別に本気じゃなくても、適てき当とうにオトモダチしてれば、いろいろ役立つことあるよ。きっと」


「そう？　この時期オトコがいても、受験の邪じや魔まにしかなんないかもよ？」


「てか、この時期、合コン行く私らも、どうかと思うけどねー」


　そう言って、歩いていた一人は頭上に広がる街がい路ろ樹じゆの枝えだ葉はを見上げた。


　錦きん秋しゆうを迎むかえた街の木々は、鮮あざやかに色を染そめている。梓たちが歩いている道には楓かえでと銀杏いちようが交こう互ごに植えられていて、無数の木の葉が朱しゆ色いろと黄色に染まっていた。くっきりとした色合いは、油絵に描えがかれた物のようだ。紅こう葉ようと黄こう葉ようの間に黒く細い枝が見え隠かくれし、その奥には高く透すき通った秋空の繊せん細さいな水色がある。


　赤茶色の煉れん瓦が道みちも、枯かれ葉の絨じゆう毯たんが作る有機的な模様に覆おおわれていた。落ち葉の上を歩くたびに、黒いパンプスが可愛かわいらしい音を立てている。


　梓は大きく深しん呼こ吸きゆうをした。空気には微かすかに銀杏のにおいが混まじっている気がする。しっとりと湿しめり気を帯び、わずかに肌はだ寒ざむさを感じさせていた。そろそろクローゼットの奥おくから、コートを用意しておく時期だ。


「ねえ？　今日カフェ寄よってかない？　コーヒー飲みたい」


　連れ立っていた一人が言った。周りの者は、「おー、余よ裕ゆう」、「さすが偏へん差さ値ち六五ー」とからかったが、彼女たちの顔はすでに提てい案あんに乗ることを決めているようだった。


「そういやさ。静ちゃんも今回駄目だったの？　自じ称しようスノーボーダーと、ちょっと盛もり上がってたじゃん？」


　一人が尋たずねると、それまで黙だまって梓の隣となりを歩いていた滝たき田た静しずかは「うーん」と唸うなりながら頭を搔かいた。


「まあねー。なーんか、ピンと来なくってさー」


「あんたねー。春先から、ずっとそんなじゃん。まーだ、物ものの部べのこと引きずってんの？」


　と少女は呆あきれた様子で、幾いく分ぶん不ふ機き嫌げんそうに言った。


「いい加か減げんにしときなさいよ。あんなろくでなしさあ。いまごろ、どこで何やってんのかもわかんないんだよ？　あんたといい、梓といい、オトコ見る目なさ過すぎだよ」


　叱しかるように言われた梓と静は、思わず顔を合わせた。どちらからともなく、苦く笑しようが浮かんでいる。


　静は指し摘てきした少女に顔を向け、


「私はそんなでもないよ。前も言ったけど、もうあんまり印象残ってないし」


「ほんとに～？　一時期、あんなにお熱で、梓のこと目の敵かたきにしてたのに」


「だ、だから、それも言ったじゃん。私だって、なんであのころ、あんなに思い込んじゃってたのかわかんないって。ほんとだよ、梓ちゃん。梓ちゃんは信じてくれるよね？」


　静が隣を歩く梓にしがみつく。台詞せりふは殊しゆ勝しようだが目が笑っていた。この話は、いまいる友人の間では定番とも言える笑い話になっているのだ。梓も心得た様子で、


「わかってるわよ、静。あなたが恋こいより友ゆう情じようを選んでくれたことはね。過か去この経けい緯いがどうあろうと、わたしたちは親友よ、静」


「さすが梓ちゃんっ。聞いた、あんたたち？　これこそ真の友情だわ。私たちの絆きずなは、オトコの一人や二人で崩くずれるような脆もろいものじゃなくってよ！」


　梓にしがみつきながら、静が残る四人に舌したを出す。四人は各自独どく特とくのやり方で肩を竦すくめた。


　彼女たちはあの夜、景けいと一いつ緒しよに街に出ている。そして、甲か斐いと景の因いん縁ねんの対決に巻まき込こまれた。彼に対する印象が悪いのは、そのためである。


　もっとも、静の場合は、少々事情が異ことなる。彼女は以前、景に一ひと目め惚ぼれしていたのだ。問題の晩ばんも、連れ立って出かけた友人たちが先に退たい散さんする中、最後まで景と行動を共にしている──らしい。はっきりと断だん定ていできないのは、梓や水原、茜と同様に、静もあの晩の記き憶おくが途と中ちゆうから失われているからだ。そして、夜が明けたとき、静は景への想おもいがすっかり冷めてしまっていることに気が付いたという。彼女自身の説明によれば、そもそも自分がなぜ物部景に惹ひかれたのかも思い出せず、それまでの自分の行動が理り解かいできなくなったそうだ。


　あの夜を境さかいに景への想いが失われた、という点において、梓も静と同じ状じよう況きようにいるということになる。梓が彼女と親しくなったのは、彼女との会話を通じて何か思い出すことができるかもしれない、と考えたからだった。


　とはいえ、いまではそんな当初の目的は関係なく、良好なつき合いが続いていた。静は単たん純じゆんで思し慮りよに欠かけるところがあるが、率そつ直ちよくで人が良く、しかも他人思いだ。他の四人も、多少捻ひねくれたところがあるにせよ、気のいい少女たちである。最近の梓は、彼女たち──それにクラスメイトの清井美加らといることが一番多かった。


「梓はどうなのよ。まだ物部のこと気にしてるの？」


「……うん、まあ」


「梓ってば一いち途ずだからなあ。友情がどうこう言ってる気の多い女とは、ひと味違うなあ」


「ちょっとー。それどういうことよー」


「あ、まさか、梓。あいつと連れん絡らく取ってたりしないだろうねっ？」


「それはないよ。わたしもいま景──物部くんがどこにいるか知らないから……」


「本当？　噓うそついてないね？　駄目だよ。隠れて連絡取ったりしたら。梓まで警けい察さつに変な目で見られるんだから」


　友人の忠ちゆう告こくに、梓は素す直なおに頷いた。彼女は梓のことを心配して言ってくれているのだ。


　結局この話は、そこでお終しまいになった。以い降こうはまた、たわいない話題が飽あきることなく提てい供きようされ、消費されていった。


　梓が後ろから肩を叩たたかれたのは、六人がカフェに向こう交差点で立ち止まったときだった。驚いて振り返った彼女は、そこにチェックのハンチングキャップを被かぶった三つ編あみの少女が、悪戯いたずらな笑みを浮かべているのを発見した。


「どうしたの？　私ごときに後ろを取らせるなんて？」


　茜はそう言って、クスリと笑った。





「ごめんね。急に邪じや魔ましちゃって」


　オープンカフェのテーブルに着くと、キャップを取りながら茜が謝あやまった。向かい側に座すわった梓は気安く頭を振った。


「いいのよ。あの子たちとはいつも一緒にいるんだから。茜の方が優ゆう先せん」


「フフ。ありがと。最近誰だれかに特別扱あつかいされることなんかないから、なんだか嬉うれしいわ」


　そう言って、茜は顔をほころばせる。


「クラスメイト？」


「ううん。クラスは違うけどね。同じ学校の子。覚えてるかな。私の隣となりにいたのが、滝田静さん」


「それって、物部景と最後まで一緒にいたっていう──」


「うん。彼女も覚えてないんだって。あの晩ばんの記き憶おく」


　茜は一いつ瞬しゆん深しん刻こくな表情を見せたが、すぐに「そう」と軽く息をついた。あの夜何があったかについては、事じ件けん直後、千絵を筆頭にあらゆる情じよう報ほうをかき集めている。いまさら新しい事実が判はん明めいするはずもなかった。


「……千絵さんは今日も一緒じゃないんだね」


「学校では話してたんだけど……」


　と、茜の指し摘てきに、梓は言い訳わけのように答えた。
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「放課後になると、わたしにクミちゃんのこと任まかせて、独ひとりでどこか行ってるの。最初はわたしも強ごう引いんに付いてってたんだけど、クミちゃんたちも放ってはおけないし……今日もこのあと勉強会に行くんだけどね。最近じゃ千絵が単たん独どく捜そう査さして、わたしがクミちゃんたちに付き合うって形が、当たり前になっちゃってる。捜査の進しん展てんもあんまり話してくれない」


「……ファプルのときからずっと？」


「あのあとすぐ、ってわけじゃなかったけど……そうね。あれが最初だった気がする」


　梓はやるせない仕草でため息をついた。静たちや久美子たちといる間は気をつけているのだが、茜のような互たがいに事情を了りよう解かいし合う仲間を前にすると、つい構かまえを解といてしまうのである。


　ファプルで四人の仲に影かげが差してからというもの、千絵の態たい度どは一いつ層そう頑かたくなになっていった。表面上はこれといった変化もなく、梓に対する態度も相変わらず丁てい寧ねいで優やさしげだ。事実、千絵がまだ梓を大切な友人と思っているのは間違いない。


　しかし、二人の間に見えない壁かべができたことを、梓は誰よりも自覚していた。もはや千絵は、誰に対しても本心を明かさなくなった。


　茜がそんな質しつ問もんをしたのは、彼女もあの日から梓たちと連つるむ機会が減へっているからだ。彼女はもともと学校も違うし、共きよう闘とうした時期こそあれ、長らく立場を異ことにしていた。景が消えたあと千絵の要よう請せいで実じつ践せん捜査研究会の助っ人を務つとめていたが、彼女の声がかからなくなると、自然と足が遠のいていったのである。


　そして、もっとも変化が激はげしいのは水原だった。


「また戻ったみたいね、彼。元ＤＤの知り合いが、水原君がユーザーとの喧けん嘩かに加わってるのを見たって話してたわ」


「……水原くんも学校じゃ前と変わんないんだけどね。相変わらず能のう天てん気きな振りでバカなことばっかり言ってるし」


　と梓が笑った。その笑顔は見るからに弱々しい。


　水原は馬鹿をやっているが、以前とは違っている。軽く、ひょうきんで、飄ひよう々ひようとして見えるのは上うわ辺べだけで、彼の笑いには常つねにシニカルな味付けが滲にじんでおり、目の奥おくには以前はなかった剣けん呑のんな光が見え隠かくれするようになった。表面上どれだけ繕つくろおうと──逆ぎやくに、繕おうとすればするほど、彼の内面の変へん質しつが浮き彫ぼりになって見えるのだ。


　水原は持って行き場のない感情を燻くすぶらせており、その余よ熱ねつは日々強くなっている。クラスメイトは感じていないようだが、梓の目には、その変化──荒こう廃はいぶりが気がかりだった。特に、彼自身が己おのれの変化に気付いていないこと、もしくは気付かない風を装よそおっていることが、痛いた々いたしくてならない。なんとかしたいとは思っても、梓は有ゆう効こうな打開策さくを思いつけずにいた。


　水原も実践捜査研究会には久ひさしく顔を出してない。最近では久美子たちとの勉強会も休みがちだった。


　カプセルはまだ葛くず根ね市のティーンの間で蔓は延やっている。しかし、いまではかつてほど大おお騒さわぎはされなくなった。カプセルがある、という光景が、珍めずらしくないものになったためだろう。不思議なことに悪オ魔ー持ナちーによる超常的なトラブルは激げき減げんした。ほとんどのユーザーは、カプセルをライト・ドラッグとして楽しんでいるに過ぎない。警察内部ですら、夏のファプル摘てき発はつを最後にカプセル撲ぼく滅めつの熱意が薄うすれつつあるようだった。彼らにせよ、片かた付づけるべき仕事は多量にあるのだ。


　得体の知れない恐きよう怖ふや、神しん秘ぴへの好こう奇き心しん。力と快かい楽らくを求める情熱や、危き険けんと隣り合わせの開放感。去年まで市のアンダーグラウンドに根強く残っていた熱病じみた退たい廃はいの空気は、いまでは完全に過か去このものとなった。メンバーの離り散さんとアンダーグラウンドの変へん容ようを受けて、梓たちの実践捜査研究会も、葛根市における役目を終えようとしている。


　注文したコーヒーが届とどけられた。二人は口を閉ざして、しばらくコーヒーの香かおりを味わった。


　オープンカフェの軒のき先さきにも、銀杏いちようの木が植えられていた。白いペンキで塗と装そうされたテラスに、レモンイエローの彩いろどりが美しい。すぐ隣の遊歩道はサイクリングコースにも指定されている道だ。ときおりカラフルなロードバイクが風を切って通り過ぎると、地面に落ちた銀杏の葉が、小さなつむじ風にさらわれて膝ひざの高さまで舞まい上がっていた。


　梓はぼんやりとカフェからの風景を眺ながめていた。


　こうしていると時間が止まっているような気さえする。しかし、決してそんなことはないのだ。


　あれからもう、七か月が過ぎた。


「……茜の方は、最近どう？」


「んー。受験生としちゃあ、のんびりしてる方かな？」


「もうどこ受けるか決めた？」


「決めてない。候こう補ほはあるんだけどね」


「……やっぱり、葛根市から出るの？」


　梓の質問に、茜は二拍はくほど間をあけてから頷うなずいた。頷くまでの間、彼女の視点は空中に据すえられていた。これまで何度も繰り返したように、もう一度自分の中の理由を筋すじ道みち立ててチェックし、検けん討とうし直しているような頷き方だった。よくよく考えた末の結論なのだ。


　だから梓は意見は述のべず、ただ、


「そっか……寂さびしくなるわね」


　と、自分の気持ちだけを告つげた。茜は「ありがとう」ともう一度礼を言った。


「前も言ったけどさ。この街にいると、どうしても落ち着けないの。独ひとりでいるときに、ふと訳わけもなく思うのよ。自分が酷ひどい勘かん違ちがいをしてて、それに気づかないまま徒いたずらに時間が経たってて──なんていうのかな。自分には他の何にも優先してしなくちゃならないことがあるのに、それがなんなのかわからない感覚っていうか……どこか別のところにもう一人の自分がいて、毎日淡たん々たんと過ごしてる私を、もどかしくて気が変になりそうな目で見つめてるみたいな……うーん、どうも似につかわしくないね。こんな乙おと女めチックなポエムみたいな言い方」


　茜が照れ隠しに首をすくめるのを、梓は優しく否ひ定ていした。茜は慎しん重ちように表現を選びながら胸むねの裡うちを語っていた。そして彼女の言わんとすることは、彼女が口にした言葉以上に、深い共感を持って梓の中まで届いていた。


　茜はかつて、消えたＤＤの首しゆ魁かい、甲斐氷ひよう太たとタッグを組んでいた。そして、梓が景の思い出を失ったように、彼女は甲斐への想おもいを喪そう失しつした。


　茜は、千絵の説明で、自分と甲斐がどのような関係だったのかは知らされている。だが、「知る」ということには、いくつもの段だん階かいがあって、たとえ同じ知ち識しきであったとしても、他人の口から知らされた知識が、自ら体験し、血肉となった知識を補おぎなえるものではないのだ。


「……梓さん、いまもまだ例のテープ聞いてるの？」


　茜の言うテープとは、あの夜、記き憶おくをなくす直前の梓が、景と電話で話した会話を録音したものだった。他人に聞かせるにはあまりに私し的てきな内ない容ようなので、録音の存在は教えたが、今日に至いたるまで茜や水原はもちろん、千絵にも聞かせたことがない。


「……うん」


　とっさに答えたが、答える瞬しゆん間かんに迷まよいがあった。いまも時々聞いているものの、その回数は目に見えて減っているのだ。


「まだ、続けるの？」


　何を、とは言わずに、茜は尋ねた。


　わからない。思わずもれそうになった本音を梓は飲み込んだ。


「茜は？」


　代わりに聞き返すと、茜は目を閉じて頭かぶりを振ふった。質問に対する否定か、質問自体に対する否定なのか、梓にはわからなかった。ひょっとすると茜にもわかってないのかもしれない。実じつ際さい、そのときの彼女の表ひよう情じようは、悲しげな笑えみを浮うかべたまま、途と方ほうに暮くれているようだった。


「茜がいなくなると寂しくなる」


　梓はもう一度言った。茜が嬉うれしさと哀かなしさを一いつ緒しよにして笑う。


「来年の春よ。まだ、先の話──」


「……そうだね」


　それから二人は最近の身の回りの話題で時間を費やした。


　親しげで気の置けないやり取りを重ねていると、お互たがい、相手が得え難がたい友であることがわかる。二人とも学校にも友人はいる。しかし、梓と茜の二人の間には、学校で親しい友人たちとは異ことなる距きよ離り感があった。べったり馴なれ合うわけではなく、ためになるつき合い、というだけの割わり切り方でもない。二人とも自分を完全にさらけ出せるタイプではないと知っているからこそ、相手の領りよう域いきを尊そん重ちようし合うことができるし、それを隔へだてがましいとは思わずにいられるのである。仲間内がぎすぎすし出しても、こうして楽しく喋しやべることができるのは、二人のつき合い方に拠よるところが大きいのだろう。


　時間はあっという間に過ぎた。


　別れがたい思いのまま、二人は席を立った。


　茜が再ふたたびハンチング・キャップを被かぶるのを見て、


「どうしたの、それ？」


「似合う？」


「うん。そうね。いいんじゃない。秋っぽいし」


　でも、余計に子こ供どもっぽく見えるかも──という感想を口にしないのは、遠えん慮りよではなく思いやりゆえである。


　お気に入りの帽ぼう子しなのだろう。茜は嬉しそうに笑って、


「これって風に飛びにくい作りになってるの。こうやってガードしてないと、いつまた──」


　と、そこで言葉が途切れる。


　なぜか、自分自身の台詞せりふにきょとんとしていた。それから徐じよ々じよに顔から血の気が引いていった。


「ガードって、何から？」


　梓はたわいない調子で尋ねた。


　しかし、茜は帽子に手を当てた姿し勢せいのまま動かなくなった。


　顔が硬こう直ちよくしている。目の奥に、強い──物もの狂ぐるおしいとすらいえる感情のうねりがあった。


「あ、茜？」


　茜の反はん応のうに気付いた梓が真しん剣けんな口振りで尋ねた。


　茜は恐おそろしくのろのろした動作で首を横に振った。


「……なんでもないわ」


「なんでもないって……そんなわけないでしょ？　あなた、いま真っ青よ」


　梓が指し摘てきすると、茜はようやく強こわ張ばりを解といて弱々しい微び笑しようを見せた。


「ごめんなさい。なんでもないのよ」


「でも」


「ほんとだって。相変わらず心配性ね。ただちょっと……ちょっといま、何かが……ハハ。わかんないわ。参ったな。どうしちゃったのかしらねえ」


　そう言って空笑いを浮かべた。


「こりゃいけないわ。受験疲づかれってやつかもね。気を付けないと」


　茜はそう言葉を濁にごしたが、梓はなぜか見み過すごすことができなかった。いつになく厳きびしい口調で、


「噓うそ。そんなんじゃないでしょ。どうしたの？　ちゃんと説明して」


　問いつめられると、茜は困こまった顔になった。


　言い訳わけするように、


「いや、その……ね。昔、甲斐の奴やつがさ。よく私の頭を撫なで回してたっけなあ──なんて思い出しちゃって。ただそれだけよ？　なんであんな動どう揺ようするかな。わけがわかんないわ。まったくもう……」


「茜……あなた、まだ甲斐さんのこと」


　と言いさして、梓は言葉を切った。


　もちろん覚えているはずだ。自分が景のことを覚えているように、茜だって、何も甲斐のことを忘わすれてしまったわけではないのだ。


　ただ、その記き憶おくには血が通っていないというだけで。


　場を取りなすつもりなのか、茜はわざとらしく顔をしかめて見せた。


「あの馬ば鹿か、図ずう体たいでかくても、頭はガキなのよ。それもクソガキ。私の頭、撫で繰くり回して、『この高さは手を置くのにちょうどいい』とか吐ぬかしやがるのよ。まったく。レディに対して、どう、この発言？　だからヤンキーって嫌きらいなのよね」


　茜はそう冗じよう談だんを言った。だが、軽口を叩きながら、動揺はかえって大きくなっているようだった。


「さ、出ましょ、出ましょ。私が声かけたんだから、奢おごるわよ」


　と太ふとっ腹ぱらなところを見せると、茜はレシートをつかみ、逃にげるようにレジに向かった。


　梓は結局、何も言えなかった。





　カフェを出たあと二人は別れ、梓は並なみ木き道みちを歩き去る茜の背せ中なかを長いこと見守っていた。


　やがて鞄かばんに手が伸のびてウォークマンを取り出すと、イヤホンを耳につけ、ほとんど二週間ぶりにＭＤを再さい生せいさせた。


　そのＭＤに記録された録音は、想おもいを失うと知った梓が、未来の自分に向けて残したエールだった。梓は自らの感情を、そもそも初めからそんなものはなかったのだ、というに等しいレベルで失った。残されたテープは、梓にとって唯ゆい一いつ無む二にの支し柱ちゆうだった。


　梓は毎日のように録音を聞いた。


　初めのうち、それは梓に理り屈くつで説明できない感動を与あたえてくれる魔ま法ほうの録音だった。その録音の中には羨うらやましくなるぐらい一生懸けん命めいな自分がいて、それに応えてくれる男の子がいた。心から相手を求める気持ちがあり、直ちよく接せつ肌はだを合わせているような親しん密みつな心の交流があった。その録音を聞く度に、もう失われてしまった高ぶりの余よ韻いんが、胸むねの内で湧わき水のように流動する気がした。


　しかし、魔法は時が過すぎるに従したがって薄うすれていった。


　時間が経たつにつれ、胸きよう中ちゆうに響ひびく反はん響きようは小さくなり、相手の声に対するときめきは色いろ褪あせ、二人の間で交かわされたであろうやり取りに対する興きよう味みと好こう奇き心しん、それを取り戻もどすのだという熱意は冷めていった。


　いまも梓は、景への想いを失ったままだ。失ったまま、こうして日にち常じようを平へい穏おんに過ごしている。


　梓は現げん在ざいの自分が不幸だとはどうしても思えなかった。友達の仲がぎくしゃくしているのは悲しいが、人間関係の悩なやみなど誰だれでも持っていることだ。むしろ、自分が半はん端ぱに過去への未練を捨すてきれずにいることが、悪い影えい響きようをもたらしているのかもしれない。


　ＭＤが録音を繰り返している。もう一語一句覚えてしまった会話を、平へい坦たんに何度も何度も繰り返している。もはやその録音が梓の心を揺ゆさぶることはなくなった。録音は梓の過去の「証しよう拠こ」だ。証拠は知ち識しきを裏うら付づけるが、血肉とは成り得ない。どれだけ確たしかな証拠を突つき付けられたところで、なんの思い入れもない人間のために自分を犠ぎ牲せいにできる人間など存そん在ざいしない。


　だが一方で、その録音を消去してしまうことも、梓にはできなかった。固い決意があるわけではない。いっそ消してしまおうと思うことだってある。なのに、いざ消去しようとすると、その最後のスイッチを押おすことが──なんとなく──できなかった。


　──『まだ、続けるの？』


　茜の台詞せりふが脳のう裏りを過よぎった。もちろん続ける。それはもはや儀ぎ式しきなのだ。それが、形式だけに捕とらわれた儀式であり、何のための儀式かわからないにしても。


　梓は目を閉じ、大きく息を吐はき出し──





　離はなれの床ゆかに腰こしを下ろして、黙もく々もくと箸はしを口に運んだ。久美子が感心する勢いきおいで、鍋なべの中身を胃の中に放ほうり込こんだ。


　温あたたかなスープが身体からだ中に行き渡わたっていく。生命力が漲みなぎっていく。千絵が用意してくれたコンソメのスープは、彼女の強い理り性せいと信念、深い奥おく行ゆきを持つ優やさしさが、そのまま宿っているようだった。千絵たちの元を離れて、失意のまま街を彷徨さまよった数日間。その疲ひ労ろうと悲しみが払ふつ拭しよくされ、活力と意志に取って代わった。


　健けん啖たんぶりを発はつ揮きする梓の傍かたわらには、一冊さつの古びた絵本と、数枚の藁わら半ばん紙しがあった。そして、その中に混まじった一通の手紙。


　もう迷まよいはしない、と梓は誓ちかった。


　好きなのだ。


　自分でもどうしようもないぐらいに、好きなのだ。


　だから、もう迷わない。後こう悔かいもしない。いま、自分の中にある真まっ直すぐな気持ちに殉じゆんじればいい。


　これからも躊躇ためらい、尻しり込ごみすることだろう。意い気く地じなく、思い切れず、拒きよ絶ぜつの恐きよう怖ふや過去への慚ざん愧きに苦しむことだろう。それでも。自分はもう挫くじけない。どんなに辛つらい目に遭あったとしても、二度と、絶ぜつ対たいに挫けたり──





　──吐き出した息を、ひゅっと吸すい込んだ。


　突とつ然ぜん、足あし下もとに穴あなが開いたような気がした。


　何万メートルという深さを持つ穴が、なんの感かん情じようも感じさせない無機質な口をぽっかりと開けて、梓を呑み込んでしまう錯さつ覚かくがした。全身に鳥とり肌はだが立ち、本ほん能のうを貫つらぬく恐怖に総そう毛け立だつ思いがした。


　次の瞬しゆん間かんには、錯覚は消えていた。ただ激はげしく脈打つ鼓こ動どうだけが恐怖の残ざん滓しを伝えている。虚きよ無むが幻まぼろしだったのではなく、薄うす皮かわ一枚まい隔へだてただけの場所に移い動どうしたに過ぎないのだ、と教えていた。


　馬鹿馬鹿しい。ただの──錯覚なのに。


　梓は手足の震ふるえが収まるのを待ってＭＤを停止した。


　茜が消えた方を眺める。彼女はついに未来に進むことを決めた。だが、そんな彼女も、携けい帯たいの中には、ある一通のメールを残したまま消せずにいることを、梓は知っていた。梓が残した録音と同じように、記憶を失う直前の茜が未来の自分に送ったメールだ。彼女は未来に進むことを決めたが、まだ足を踏ふみ出せていない。


　自分たちは同じ場所で足踏みし続けているのだ。あの夜からずっと。


「まだ、先──か」


　梓は肩かたを竦すくめ、久美子たちに合流すべく歩き始めた。


　風に、晩ばん秋しゆうの気配が忍しのび寄りつつあった。





　　　　２





　その日、魔法使いは女王と共に樹じゆ海かいに足を運んだ。


　行き先は、塔とうからほど近い場所にある、樹海から突き出すように隆りゆう起きした丘であった。


　塔ほどの高さはないが、丘の上からは樹海が見み渡わたせた。晴れ上がった青空と深緑に沈しずむ森の樹木が、地平の彼方かなたまで続いている。広大な視界の隅すみを、ときおり鷹たかが横切った。両りよう翼よくを広げて風に乗る様が、機能的な美しさを見せていた。


　丘の周辺は森が開け、樹海には珍めずらしい野原になっていた。白に紅くれないをまぶした秋桜コスモスが、点々と咲さいている。中には色の青い花か弁べんもあった。うたたね草である。


　女王は草地に着くと、乾かわいた切り株を見つけてその上に腰こしを下ろした。隣となりでは秋桜の花がそよ風に揺れている。彼女はちらりとその花を見つめたが、すぐに視線を魔法使いへと戻した。


　魔法使いは女王には気を払はらわず、丘の頂上に立って樹海に向かった。


　杖つえを前に立て、両手を添そえる。


　頭こうべを垂たれ、フード越ごしに額ひたいを当てる。


　そして目を閉とじ、小さな声で呪じゆ文もんを唱え始めた。


　呪文は長く続いた。森の中から小鳥のさえずりが聞こえてくる中、低く流れる詠えい唱しようは地を這はうように魔法使いの足あし下もとで渦うずを巻まいた。


　魔法使いの意識は、内面に降おりている。魔法の力で、世界と自らを繫つなげているのである。


　魔法の力は物質の理とは異なる理である。事象に直ちよく接せつ作用するのではなく、まずは己おのれに作用させることによって、世界に干かん渉しようする技ぎ術じゆつである。


　女王は魔法使いの長い瞑めい想そうの間、身動きもせず彼を見つめていた。苦く痛つうや退たい屈くつは少しも見当たらない。それどころか、彼女は、そのようにして何もせずただ待つという行こう為いを楽しんでいるようであった。


　やがて、魔法使いは閉じていた目ま蓋ぶたをゆっくりと上げた。瞑めい想そうから覚めた彼の表情には、法ほう悦えつに似にた無む防ぼう備びさの名残なごりがあった。


　魔法使いはぼんやりとした眼まな差ざしで、背はい後ごに控ひかえていた女王を振り返った。


　女王は微び笑しようを見せ、丘の向こうを指差した。


　もう一度、最初に頭を垂れていた方向に魔法使いが向き直った。突き出した丘の先。ついさっきまでは何もなかった空間である。そこに、緑の樹海と青空を背景にして不思議な趣おもむきの建物が建っていた。


　魔法使いが無から創そう造ぞうした建造物であった。


「見事です」


　と女王が感想を述べた。


　魔法使いはまだ霞かすみのかかった頭のまま、素す直なおに彼女の讃さん辞じを受けた。


　その建物は全体的に角張っており、石せき碑ひのような形をしていた。階数は四階まであるらしい。一面に窓まどがあり、透とう明めいなガラス板が嵌はめられていた。


　余分な装そう飾しよくは一いつ切さいなく、優ゆう美びな造つくりとはとてもいえない。無ぶ骨こつで、見るからに堅けん牢ろうである。


　ところが、


「……ああ。いけない」


　魔法使いがつぶやいた瞬しゆん間かん、その建物は積み木が崩くずれるように一いつ斉せいに瓦が解かいし、轟ごう音おんを響ひびかせて崩れ落ちた。


　樹海から大小様々な鳥が、葉音の爆ばく発はつに紛まぎれて一斉に飛び立った。


　魔法使いが現げん出しゆつせしめた建物は、樹海の中に崩れ落ちた。だが、なぜかあとには瓦が礫れき一つ残っていなかった。魔法の力が解とけたため、存そん在ざい自体が失われたのである。


「細部が……あいまいなままだった」


　魔法使いは訥とつ々とつと喋しやべった。夢ゆめを見ているような口振りは、彼がまだ魔法の影響から抜けきっていない証しよう拠こであろう。


「魔力は十分に働いた。私の技ぎ量りようが至らなかったのだ」


　そう言って、唇くちびるに自じ嘲ちようを浮うかべた。


　彼の自じ己こ評ひよう価かは正しかった。いまこの場所には魔法の力は十分に満ちている。それを御ぎよし得なかった彼の力不足なのである。


　魔法使いは意い識しきを集中して、脳のう裏りに残る魔法の高こう揚ようを追いやった。思考の動きが速まり、普ふ段だん通りの判はん断だんができるまで意識をしっかりと保たもった。


「わたくしの力が強すぎたのでしょうか？」


　切り株に座すわったまま、女王が尋たずねた。


「貴女あなたに問題などありませんよ、陛へい下か。ご期待に添そえず面めん目ぼく在ありません」


　と魔法使いは慇いん懃ぎんに頭を下げた。


　いま魔法使いが行った魔法とは、「創造」に関かかわるものである。それは魔法の根本に位置する術であり、且かつもっとも高度な種類の術であった。そのような術を、さしたる準じゆん備びもなく発動することができたのは、この場所が含がん有ゆうする魔力が豊ほう富ふだったためである。そして、その魔力の源みなもととは、王国の主たる女王その人に他ならない。彼女がここにいなければ、いかな魔法使いといえども、そうそう容易たやすく操あやつれる魔法ではなかった。


　塔に残ると告げて以来、女王は魔法使いの元で生活を共にしていた。


　何をするわけでもなく、ただ彼の側そばに付き従したがっている。底知れぬ思おも惑わくを感じさせるかと思えば、呆あきれるほどに無心であったりもする。


　とはいえ、どのように接するか迷ったのは最初の数日だけで、気が付いたときには、隣に彼女がいることが、ごく自然なこととなっていた。


　そして、女王と二人でいる生活は、思いのほか穏おだやかであった。


　魔法使いは情なさけの深い人物ではない。そんな彼にとって、女王が取る乾いた態たい度どは、好ましいものだったのである。


「いまのは？」


　と女王が問うた。


「何か？」


「いまのは、なんなのですか？」


　問われて魔法使いは返事に詰つまった。


　何もないところに魔法で創る創造物とはいえ、完全な無から何かを創り出すことはできない。いま彼が作った物にも雛ひな形がたが存在し、それは精神の奥おくに沈んでいたものであった。彼は瞑想によって己おのれの心奥深くまで潜もぐり、闇やみよりなお暗い混こん沌とんの中から、偶ぐう然ぜん手に触ふれた心象を引き上げたのである。


　魔法使いはしばし黙もつ考こうした。


　彼の中に在った以上、彼はその雛形を知っているはずだった。しかし、それがなんであるかを思い出すことは大変困こん難なんだった。


　王国には時間の流れが限げん定てい的にしか存在しない。


「過去」は、現在流れる時間を遡さかのぼった先に続いているのではなく、「現在以前」として区切られて存在する。昔とは「昔」という名で区切られた時間のことなのである。「過去」と「未来」という遠い隔たりの間で、「現在」は輪状に回転しているに過すぎないのだ。


　よって、「過去」に起きた出来事と「現在」起こっている事象の間に成立する因いん果が律りつが絶対でない。連続性に乏とぼしい。「かつて存在した」ということと、「だから存在する」ということの間にある関係性が弱いのである。


　これは論ろん理り的には矛む盾じゆんであるが、思念的には成立しうる理であった。そして王国を支し配はいするのは思念であり、魔法なのである。


　王国にあって「思い出す」ということは、「知る」ことと極きわめて近い。過去の知識を知る行こう為いが、すなわち思い出すこととなる。それを、何の手がかりもなく行うことは、極めて難しかった。


　しかし、魔法使いは顔を上げた。


　瞑想の中であの建物の心象に触れたときのように、まったく唐とう突とつに一つの答えが脳のう裏りに浮き上がった。


「あれは──学まなび舎やだ」


　と魔法使いは答えた。


　一瞬、女王の表情が強こわ張ばったように見えた。


「……珍めずらしい形をしているのですね」


「ああ……確たしかに……」


　上の空で答えながら、魔法使いは胸きよう中ちゆうがざわめくのを感じていた。理由はわからなかった。


　何かにせかされるように、もう一度同じ姿し勢せいを取る。女王はその背せ中なかを、さっきとは異ことなる視し線せんで見つめた。


「いまの建物は大き過ぎた……」


　と魔法使いは独どく白はくした。


「創造」の魔法に対象の大小は関係ない。無から有を創つくるためには、その対象を完全に認にん識しきする必要がある。しかし、認識の形は様々であり、対象の細部までくまなく把は握あくする認識力と、全体を総そう合ごう的に知覚する認識力との間に、優ゆう劣れつはないからである。


　だが、対象への認識が完全でない場合、対象が複ふく雑ざつであったり大きいほど、意識は細部に引きずられ、結果として認識が甘あまくなる。


　もっと小さい物を。そう魔法使いは念じた。


　よく知っている物。


　精せい神しんの記き憶おくに頼たよるのではなく、自分という存在が知っている──これはこういうものであると肌はだが反はん応のうするような、実感を持って認識可能な対象。


　さっきよりさらに深く、魔法使いは意識下に潜った。右手が無意識のうちに胸むな元もとに伸のび、十字の首くび飾かざりを握にぎり締しめる。それを見た女王が滅めつ多たにない険けわしい眼まな差ざしをしたが、むろん魔法使いは気付かなかった。


　丘を風が吹ふき抜けて、ふわりとローブを翻ひるがえした。


　心が軽くなり解とき放たれて、風に乗るように表ひよう層そうに浮かび上がった。


　小さな建物。古い、脆もろい、秘ひ密みつの、神しん殿でん──庵いおり──住居すまい──小屋──あばら屋──廃はい屋おく──


　──離はなれ。


　かつてない鮮せん明めいな心象が脳裏に焼き付いた。そうと認識した瞬間、その認識は形けい而じ下かへと存在領りよう域いきを移い動どうする。


　しかし、次の瞬間、魔法使いの身体からだを満たしていた溢あふれんばかりの魔力が消えた。


　真空に放り出された衝しよう撃げきを受け、魔法使いは呆ぼう然ぜんと自失した。何が起きたかわかったのは、思考が回かい復ふくしてからのことである。女王から流れ込んでいた膨ぼう大だいな魔力の流れ。それが絶たたれたのだ。


　魔法使いは振り返って、切り株かぶに座すわる人ひと影かげを凝ぎよう視しした。


　女王はしゃがみ込こんで、水をすくうように両手を地面に下ろしている。その指先で、栗り鼠すがじゃれていた。


「……陛へい下か？」


　呼よばれて女王は顔を上げた。栗鼠を持ち上げ、魔法使いに差し出すようにして、


「栗鼠です」


「見ればわかります」


　魔法使いは苦々しく答えた。


　彼は再ふたたび内観し、さっき雷いかずちのように閃ひらめいた心象の名残なごりを求めた。あれほど鮮あざやかだった像ぞうが、いまはすっかり失われて跡あと形かたもなくなっていた。


　魔法使いはほぞを嚙かんだが、結局はため息をつき、苦く笑しようして脱だつ力りよくした。


「まあいい、もう一度……」


「待ってください」


　仕切り直そうとする魔法使いを、女王が制せい止しした。不ふ審しんな面おも持もちで魔法使いが顔を向けると、彼女は彼がきつく握り締めている首飾りを指差した。


「……これが何か？」


「貴方の力を狭せばめています」


「これが？」


　驚おどろく魔法使いに、女王は厳げん然ぜんと首しゆ肯こうした。


「そのような物に頼たよる余あまり、貴方は意識せず、ご自身の限げん界かいを設もうけているように感じられます」


「的はずれな憶おく測そくだ。これは単なるきっかけに過ぎない」


　魔法使いが反論すると、女王はすぐには言い返さず、少し間をあけてから独特の抑よく揚ようで尋ねた。


「本当に？」


　むっと魔法使いが言葉を詰まらせる。


　魔法使いはしばらく次の反論を考えているようだったが、やがておもむろに首飾りを外した。


　切り株まで歩み寄り、無言のまま外した首飾りを差し出す。女王はそれを受け取って、満足そうに頷うなずいた。魔法使いは面おも白しろくない様子に見えた。


「これは戻もどしておきましょう」


　と女王は言った。


　魔法使いは怪け訝げんな目をした。


「戻す、とは？」


「貴方はまだ色々なものに縛しばられています」


　女王は魔法使いの質しつ問もんに答えず、そう続けた。


「少しずつでいい。その束そく縛ばくを断たち切るのです」


　首飾りを受け取った女王は、そのまま魔法使いの手を両の手のひらで包んだ。彼は憮ぶ然ぜんとしたが、彼女の抱ほう擁ようを慎つつしんで受け入れた。


「──大だい丈じよう夫ぶ」


　そう、女王は魔法使いにささやいた。


「こんな物などなくとも……いまや貴方の側そばには、わたくしがいるのですから」





　　　　◆◆◆◆◆





　ノートパソコンのスクリーンセーバーが、スローテンポで回転しながら午前零れい時じ零分零秒を告げた。


　そのとき水原は、柄がらの悪い客が集まる、柄の悪い店の片かた隅すみで、エンジニアブーツに突つっ込んだ両足をテーブルの上に投げ出していた。薄うす手でのスタジャンにカットソーとアーミーパンツというスタイルだ。ルーズな着こなしを基き調ちようとする彼だが、そのときのファッションは狙ねらったものではなく、単に自じ堕だ落らくな生活が行き着いた帰結に過ぎなかった。その証しよう拠こに髪かみはぼさぼさに荒あれ、目は半ば閉じられたまま無ぶ愛あい想そうに据すえられている。瞳ひとみがアルコールで濁にごり、唇くちびるは冷笑とも苛いら立だちともとれる形で結ばれていた。


「あれー。ユージ君もう飲まないのぉ？」


　舌した足たらずな声で一人の女の子が隣となりに座った。水原より少し年上で、なかなかの美人だ。


　彼女が側に寄ると、酒と汗あせとコンビニ産のフレグランスが混まじり合ったにおいがした。水原は、黙もく然ねんとしていた表ひよう情じようから、するりと軽けい薄はくな愛想笑いを浮かべた。


「も、限げん界かい。ピンチにつき、当分マグロ」


「えーっ。ウッソだー。まだ全然酔よってないじゃん。実はイケる口でしょ～？」


「マジマジ。キミ、超ちようつえーよ、酒」


「ユージ君が弱いんだって。てか、実はノッてない？　つまんない、ここ？」


「まさかでしょ。久ひさしぶりでノリがわかんないだけ。すぐ復ふつ活かつするよ」


　ヒラヒラと手のひらを振ると、女の子は、ふーん、唇を尖とがらせた。


　狭せま苦くるしいバーだった。建物の外観は味も素そっ気けもない雑ざつ居きよビルにしか見えず、コンクリートの壁かべや下ろされたシャッターにはスプレーの落書きが躍おどっている。内ない装そうもあとからバーに改装された雑な造りで、完全に閉へい鎖さされているためカラオケボックスの一室のようだった。


　客層は若わかく、会員の紹しよう介かいなしでは入れない。アルコール、セックス、ドラッグフリーの非ひ合法店である。彼がこの店に足を運んだのは、丸二年ぶりのことだった。


「そのパソコン、ユージ君の？」


「いや、店の。見つけたんで借りてるだけ」


「インターネットとか見えるの、これ？」


「そりゃそうだよ。パソコンだもん」


「何見てるの？」


「んー──」


　水原はソファにうずくまったまま、おっくうそうにディスプレイへ目を向けた。


　スクリーンセイバーに隠かくされた画面の後ろには、五つのブラウザと二つのメールソフトが立ち上がり、味も素っ気もない掲けい示じ板ばんやチャットルームが映うつっているはずだ。いずれも、その手の方面に明るく、且かつ公おおやけにできない戦歴を有するハッカーたちが、開かい設せつし、管理しているサイトだった。アンダーグラウンドにおける、ウェブ上の情じよう報ほう網もう──その入り口である。


　水原の顔に歪ゆがんだ自じ嘲ちようが過よぎった。


　いくら店にパソコンがあったからといって、気晴らしに出た先で、女の子に構かまいもしないままウェブ上の情報検けん索さくなど馬ば鹿かげている。しかも真っ先に繫つなげた先がカプセルユーザーの情報網とは、なんと色気のない話だろう。


　これだけのサイトのアドレスとＩＤとパスワードを、指先は残らず覚えていた。水原はつい理由のない舌打ちをした。


「別に……なんでもねーよ」


　ＯＳを強きよう制せい的に終しゆう了りようさせてノートパソコンを閉とじる。それから、きょとんとする女の子ににやけた顔を見せ、ぽつりぽつりと普ふ段だんどおりの軽いトークを提てい供きようし始めた。


　もうとっくに終わっているが、今日は恒こう例れいの勉強会があった。律りち儀ぎな香苗は、いまでも勉強会の報告をメールで送信してくる。そのメールは送り手に対する批ひ難なんや要求など一言もなく、素そ朴ぼくな親愛と思いやりに満ちていた。まだ中学生の女の子が、自分のようなチンピラに気を使ってくれている。蔑さげすみや嘲あざけりなど屁へとも思わない水原だが、そのメールを読むときばかりは良心が痛んだ。


　自分は拗すねているのだろうか、と水原は考える。


　やさぐれた真ま似ねをしてみても、楽しんでいるわけではない。大人おとな気げないことをしている自覚があるのに、ムキになったように態度を改められないのだ。


　自分は人一倍適てき当とうで、何事も状じよう況きようの変化に追つい従じゆうすることで切り抜ぬけてきた。ベターと思えば意地やプライドに固こ執しゆうすることなく意を翻ひるがえしてきたし、己おのれの非を認みとめるのに抵てい抗こうを感じたこともなかった。それがどうだろう。いま自分は、自分自身より大切かもしれないとさえ思った仲間から離り反はんし、独ひとりでふて腐くされて己を卑いやしめている。


　いつの間に、自分はこれほど著いちじるしくバランス感覚を損そこなってしまっていたのか。これは、千絵の独走による不協和音のせいなのか。なんの期待も展てん望ぼうもない将しよう来らいへの閉へい塞そく感のせいなのか。それともあの夜失われた何かのせいなのか。水原にはわからなかった。


　ちょんちょん、と頰ほおをつつかれ、水原は我われに返った。


　気が付けば黙だまりこんでいたらしい。慌あわてて謝あやまり、頭を下げる水原を、隣に座った女の子は表情の読めない目つきで眺めていた。


「……ユージ君、ホントに疲つかれてる？」


「ごめん、ごめん。ヘーキだよ。全然余よ裕ゆう」


「あのさあ……これ、試ためしてみる？　疲れてるときとか、結構キクよ？」


　そう言って彼女が差し出したのは、二粒つぶの錠じよう剤ざい──カプセルだった。水原は渋じゆう面めんを浮かべた。


「……なに？　やっぱ最近出回ってんの、これ？」


「うん。あ、でもね。前みたくヤバいことないんだよ？　ラリって切れちゃうこともないし」


　彼女が説明すると、水原は相手が女性なのも忘わすれて、フンとぞんざいに鼻を鳴らした。


「いらね」


「そう？　みんなやってるよ」


「そいつら、みんなクソさ」


　水原は嫌けん悪おを込こめて唸うなった。その嫌悪には、多分に自己嫌悪も含まれていた。


　意外なことに、水原の悪口を聞いて、女の子は「フフ」と嬉うれしそうに微び笑しようした。


「やっぱりなー。ユージ君はそういうクソとは違ちがうと思ったんだー」


　と、ささやいて水原に擦すり寄より、彼の困こん惑わくを無む視しして、腕うでを胸むねの中に抱かかえ込んだ。


「ユージ君って紳しん士しよね」


「はあ？」


「ワタシみたいな女の子にも優やさしいし、下心がないじゃん」


「うわ。そんなこと言われたのは初めてだぜ。俺が言うのもなんだけど、それはちょっとオトコってもんに対する認にん識しき足りなさ過ぎだよ」


　水原はふざけたが、彼女は首を横に振ふった。


　絡からみつくような視線を投げて、


「下心がないっていうか──下心があっても、それに振り回されないって感じ。もっと大事な自分の役目みたいなのを、ちゃんと心得てるって感じがするの。ねえ、ユージ君。ユージ君って実は結構有名人だよね？　あの話、ほんと？　『悪あく魔ま狩がりのウィザード』と組んでたっていう──」


　反はん射しや的に身体からだが強こわ張ばったが、水原はすぐに力を抜いた。すでに、かつての正体が広く知られていることは承しよう知ちしている。復ふく讐しゆうは警けい戒かいしているが、必要以上に神しん経けいを尖とがらせることもない。何より、それはもう済すんだ話──過か去この経いき緯さつに過ぎないのだから。


　水原が肩かたをすくめて肯こう定ていすると、彼女は「やっぱりー」と破は顔がんした。


「どーりで。他の連中と雰ふん囲い気き違うと思った。実はさ。ワタシも嫌きらいなんだぁ。カプセルじゃなくて、カプセルやってる連中がさ。あいつら、自分の中に閉じこもってて、他人のことなんか見ないじゃん？　自分は特別って思い込んで、他の人間見下してるんだよね。そのくせ、いざってなると、だらしないの。威い張ばってても虚こ仮け威おどしなんだから」


「あれまあ。またずいぶん嫌ってんだ。なんかあったの？」


「別に、そういう訳じゃないんだけどさー」


　と女の子は顔をしかめた。


「最近、ああいうのばっか顔利きかせてるから、面おも白しろくなくって。……ユージ君、知ってる？　連中が言ってる『王国』って」


「まあ、聞いたことぐらいはね」


　と水原は興きよう味みなさそうに答えた。実じつ際さいはそんなことはないのだが、彼女が自分の正体を口にした時点で、水原の思考は情報屋のそれに切り替かわっている。そう簡かん単たんにボロを出したりはしない。


「前ってさ。カプセルのんだら『悪魔が出てきて願いが叶かなう』って幻げん覚かく観るっていうのが、噂うわさっていうか、定説だったでしょ？　それで、何人かは本当に悪魔を召しよう喚かんして、すごいヤバい喧けん嘩かとかしてたんだよね……」


　ちらりと女の子が意味ありげな視線を送る。水原は平然と素知らぬ顔をした。この程てい度どのポーカーフェイスなら朝飯前だ。彼女は少し不満そうな目をしたが、気にせずに続けた。


「それがね。いまじゃそういう──本物の悪オ魔ー持ナちーなんか、ほとんどいなくってさ。カプセルやったら、その『王国』に行けるって言うのよ。よく意味わかんないんだけど、どうもトリップしてそういう幻覚を見るみたいなの。でね。『王国』っていっても、それがどんなとこなのかは、行く人によって違うんだって。ホントは一つしかないんだけど、行く人にとっては、その人の願望がモロ反はん映えいした楽園になるとかなんとか……意味わかる？」


「なんとなく」


「そう？　なんか頭の悪い宗しゆう教きようみたいじゃない？」


「ああ。それは言えてるね」


「でしょー？　……でねでね。だからその『王国』って人によって印象が違うんだけど、一つだけ共通点があるそうなの。そこには必ず一人の女の人がいるっていうのよ。やたら綺き麗れいだけど冷たい感じの人。でさあ。『王国』行ってる奴やつらは、その女のこと女め神がみみたいに崇あがめてんの。冗じよう談だんじゃなくて、マジに崇すう拝はいしてるのよ？　なんか気味悪くなーい？」


「女……」


　水原はぽつりとつぶやいた。女の子が深く頷うなずく。


「別に、話したり何かしたりするってわけでもないそうだけどね。行った奴が男でも女でも、そこがどんな風に見えてても、必ずいるっていうのよ。遠くに見えたり、見えたと思ったら消えたりするんだって。けど、それって所しよ詮せん幻覚じゃない？　なのに、そのことをマジ顔で超真しん剣けんに話すのよ。聞いてる方、引くでしょ普ふ通つう？　何ソレって感じじゃない？　あ、でも、もう一人、男の子がいるって話も聞いたことあるな。そっちはあんまり有名じゃ──」


　と、そこで彼女は口を閉ざした。突とつ然ぜん水原が彼女の腕をつかんだからだ。


　女の子は目を丸めて水原を見つめた。水原は彼女の反応は無視して、それまでのにやけた態度が噓うそのように鋭するどい視線を投げた。


「その男、どんな奴だって？」


　彼女はすっかり酔よいが覚めた口調で、


「し、知らないよ。そっちの噂はあんまり有名じゃないもん……」


「些さ細さいなことでもいいんだけど？」


「……ゴメン。ホントに知らないの。ワタシも又また聞ぎきだし。知ってる人なんかほとんどいないと思う」


　水原は素早く彼女の表情を探さぐった。噓はついていないと判はん断だんすると、改めて自分の行動に気が付き、慌あわてて手を放す。


「わ、ワリイ……どうかしてんな、俺おれ」


　以前の自分なら、こんな風に取り乱みだすことは──まして女の子相手に──なかった。仲間に対する感情のもつれもそうだが、どうも自分は失調している。それもかなり深しん刻こくに。


「やっぱ、帰るわ。ゴメンな」


　水原は席を立とうとしたが、女の子は腕をつかみ返して止めた。振り返ると、彼女は何な故ぜか機き嫌げん良よく笑っていた。


「もうっ。ユージ君、そんなに気にしないでいーよ」


「いや、でもよ……」


「いーから、いーから。ほらっ、座すわりなよ。ね？」


　強ごう引いんに勧すすめる女の子に押おされて、水原はやむなく腰を戻した。彼女は満足そうに頷き、もう一度腕を絡めてきた。


「ちょっと前までは結構いたのよね。喧嘩ばっかしてて、口くち汚ぎたなくて、目がギラギラしててさ。普段いい加減なのに、子こ供どもっぽいことに本気で身体からだ張はるような『ワル』なオトコのコ。ユージ君、そういうのとは、またちょっと違うタイプっぽいけどね。それでも、どっか似にたにおいがする。誰だれにも注目されない、報むくわれないところで、ちゃんと頑がん張ばってきた感じがするの」


「……照れちゃうね、どうも。でも、そりゃ幻想入ってない？　俺なんかただの──」


「ううん。違うね。ユージ君、口が上う手まいけど、口だけの奴らとは、底が違う。わかるもん。それぐらい」


　女の子の両手が水原の両頰ほおを包んだ。微かすかに濡ぬれた瞳ひとみが、水原の目をのぞき込んでくる。


　唐とう突とつに、彼女が自分より年上だということが意識に登った。彼女は出で任まかせに口く説どき文もん句くをささやいているのではない。水原に対する正直な評ひよう価かを告げているのだ。


「ユージ君、表に出さないタイプでしょ？　だから、端はたからは頑張ってるのがわからないんだよね。頑張ってさ。報われなくてさ。それで、ちょっと疲れたかなーってなってても、それ表に出さないもんだから、どんどん大変になっちゃってさ。それで、こんなに辛つらそうにしてるんでしょ？　違う？」


「…………」


「いいじゃない。たまには休んでもさ。世の中、自分の中だけであくせくして、そのくせ、自分が一番苦労してる、自分は一番エライ、なんて勘かん違ちがいしてる馬鹿ばっかりなんだよ？　そんな奴らがカプセルばらまいてデカい顔してるなんて不公平でしょ？　たまにはユージ君も羽根伸のばしなよ。楽しみましょ？　ね？」


　女の子の顔がゆっくり迫せまる。水原は冗じよう談だんで空気を変えようとした。が、得意の舌した先さきは鉛なまりのような疲ひ労ろうを感じて動こうとしなかった。


　まあいいか。そう思って瞳を半分閉とじる。


　そのとき、だらりとした店の空気を吹ふき飛ばす勢いで、一人の男が駆かけ込んできた。小こ柄がらですばしこいその男は、店員が飛ばした威い嚇かくの視し線せんを無視して店の客を見回し、一番奥おくにいた水原を見つけると一直線に駆け寄った。


「勇ゆう司じっ。ここにいたのかよ」


「ビーグル？」


　水原は思わぬ珍ちん客きやくに顔を上げた。女の子が残念そうに隣となりに腰こしを下ろす。ビーグルは二人の怪あやしい態たい度どを見て取ったようだが、野や暮ぼを気にするつもりはなさそうだった。


「久ひさしぶりじゃん。なんだよ。汗あせかいて」


「ケッ。こんなことする義ぎ理りはねえけど、一いち応おう確たしかめとこうと思ってよ。……お前いま、葛くず根ね東の海うみ野の千ち絵えとは完全に切れてんのか？」


　予期せぬ不ぶ躾しつけな質しつ問もんに、たちまち水原は不機嫌になった。


「テメーにゃ関係ねーだろ」


　ビーグルは片かた目めだけを細めて、悪友の刺とげ々とげしい反応を観察した。彼の発言が本音か否いなかを量はかっているのだ。


　それきり黙だまったビーグルに、水原は苛いら立だちを隠かくせなかった。だが、彼の質問をそのまま黙もく殺さつすることは、もっとできなかった。


「なんだよっ。千絵ちゃんがどうしたっていうんだ？」


「……切れてんなら余計なお節せつ介かいだがな。あの子、独ひとりでファプル組の残ざん党とうんとこに潜せん入にゆうしたぜ。しかも、十中八九、相手に顔が割われてる」


「なっ！」


　あの馬鹿、と水原は顔色を変えて席を立った。取る物も取りあえず、一目散に店を飛び出す。


　ビーグルは、ほら見ろ、という顔で水原の背中を見送った。それから呆ぼう然ぜんと座り込む女の子を一いち瞥べつし、「悪いな」と言い残して彼の後を追った。


　残された女の子は、しばらくの間、二人が消えた店の出口を見つめていた。そして、「なーんだ」と舌足らずだった声を大人びた地声に戻した。


「近ちか頃ごろあーゆーコ、貴き重ちようなのになー。ざーんねん」





　結局、水原とビーグルの二人は、身体中傷きずだらけという有様ながら、無事残党たちの追つい撃げきを振り切った。


　どちらも逃にげ足は実戦で鍛きたえてある。数が揃そろっていたところで、暴ぼう力りよく沙ざ汰たの経けい験けんも少なければ、悪あく魔まを使うわけでもない素人しろうとじみた追っ手だ。彼らを撒まくなど、水原たちにすれば難むずかしいことではなかった。


　慎しん重ちような二人が安全圏けんに入ったと判断したのは、交番からもほど近い、小さな公園に逃げ込んでからだった。二人は荒あら々あらしく息をつきながら、刈かり込まれた芝しば生ふの上に転がった。


「──ハアッ。ああ、くそっ。ツイてねー。無茶して押し入ったら、千絵ちゃん、とっくに逃げた後だし。しかも、こっちがドジ踏ふんで、小突き回されるとは！　マジにどうかしてるぜ、俺。こりゃ本気でお払はらいとかしてもらった方がいいかもしんねえな」


「こっちの台詞せりふだ、ボケっ。見み境さかいなく正面から突っ込みやがって。相手があんな腑ふ抜ぬけどもじゃなきゃ、ファプルの空き地に埋うめられてるぞ。ったく」


　手足を投げ出して夜空を見上げながら、水原とビーグルはグチグチ罵ののしり合った。初冬の夜は肌はだ寒ざむかったが、火ほ照てった身体には悪くない。あちこちにある打ち身の痛いたみも、冷気に溶とけていくようだった。


　ウィザードと甲か斐い氷ひよう太たの参さん謀ぼうとして葛根市アンダーグラウンドで暗あん躍やくし続けた二人は、芝生の上に寝ね転ころんだまま、小学生が聞いても閉へい口こうしそうな罵ば倒とうと嘲ちよう弄ろうを吐はき出し続けた。遠えん慮りよしようとか、気が利きいたことを言おうという気がまるで起こらない相手なだけに、深く考えもしないまま悪あく態たいが口を突いて出るのだ。ただ、口くち汚ぎたなく罵りながらも、二人の顔は活いき活きとしていた。


　空には月が輝かがやいていた。公園の周りは背の低いアパートや民家で囲まれている。この時じ刻こくでは明かりの灯ともる窓まどもなく、月光の下に無機質なモニュメント然と映うつった。民家の上に建けん設せつ中の放送塔とうが突き出し、遠方の安全灯が星のように明めい滅めつしていた。


「それにしても……ちと鈍にぶったな」


「確かに。身体からだもそうだが……勘かんが鈍った」


　ビーグルの苦笑に、水原も同意した。


「お前、もうＤＤ抜けてんの？」


「どのＤＤさ？」


　ビーグルは自じ虐ぎやくたっぷりに聞き返した。


「この春からってものは、ＤＤなんて有名無実。さっきの連中なんか知った顔すらいやしねえ。昔の仲間もバラバラさ。まあ、どいつも筋すじ金がね入りの穀ごく潰つぶしだからな。足洗あらったのは二、三人で、他はいまも街をうろついてるよ。毎晩毎晩不機嫌そうな面つら、ぶら下げてな」


　とビーグルは気の抜けた声で言った。


「かくいう俺だって、最近気が短くなった。ちょっとしたことで頭に来ちまってよ。甲斐氷太の暴虐に耐え続けた、この俺がだぜ？　人間、歳喰くやマシになるなんて噓うそだよな。実じつ際さい」


　盛せい大だいにため息をつく。水原はそんなビーグルを横目に見やり、


「……で？　ちったあスカッとした？」


「……ま、な」


　どちらともなく忍しのび笑いがもれる。会話しながらも二人は顔を合わせようとはしなかった。仰あお向むけになって星のない夜空を見上げたままだ。水原はここ数か月なかった、伸びやかな気分を味わっていた。


「……前はよ」


　とビーグルは神しん妙みような口振りで話を続けた。


「前は、今日みてえな無茶ばっかやってたんだ。ネットとの衝しよう突とつなんざ日課だったし、警けい察さつとのいざこざも珍めずらしくなかった。何しろ、あのころのＤＤときたら、馬鹿の見本市かってぐらい、向こう見ずなのが雁がん首くび揃えてたからな。トラブルの種は尽つきなかったし、気苦労だって嫌になるほどあって、いつも眉み間けんにしわ寄せてた。けど……なんつーの？　充じゆう実じつしてたの、張はりがあったのって言い方は、噓くさいからやなんだが……少なくとも、いま俺が感じてるような苛いらつく気分はまるでなかった」


「……世間様にすりゃ、万ばん々ばん歳ざいじゃんか」


「フン。違ちがいねえな。が、あいにくこちとら野の良ら犬いぬでね。世間様ってのは小便引っかけるだけの対象なのさ」


　ビーグルが毒づく。その台詞には真剣な思いが込められていた。他人の──しかも男の愚ぐ痴ちなど聞いているだけで気分の悪くなる水原だったが、そのときだけは耳を背そむけることができなかった。


「なあ？」


「なんだよ？」


「それってさ。ＤＤが変わっちまったのって、やっぱ、甲斐氷太が消えてから？」


「……まあな」


　ビーグルは認みとめた。彼は茜あかねと同じで、あの晩ばんより早い段だん階かいから、甲斐に対する思い出をなくしている。つまり、以前も似に通かよった立場にいた水原とビーグルは、いまもまた似通った立場にいるのだ。異ことなるのは、水原が本来あるべき立場を千絵から聞かされているのに対し、ビーグルはバールらによって改かい竄ざんされた現げん在ざいに疑ぎ問もんを持っていない──持つことができない点だった。


　どちらがマシかは、あえて考えなかった。


「お前、甲斐氷太とは長かったよな」


「中学からだ。ちょうどカプセルが蔓まん延えんして悪オ魔ー持ナいーが暴あばれ出したころだな。どこにでもいる恐こわいもの知らずのガキが、よくあるパターンでアングラにデビューして、ありきたりなきっかけでカプセルに手を出して、なし崩くずし的にユーザーのグループに入った。ところが、そのグループが、結成早々叩たたき潰つぶされた。他じゃちょっとお目にかかれない、キョーレツな暴れ者にな。そんときが、俺があの馬ば鹿か鮫ざめを目撃した最初だ。こんな奴とは金こん輪りん際ざい関かかわるまいと固く誓ちかったもんだが、その翌よく週しゆうには野郎と連つるんでたっけ。あとはもう、ジェットコースター・ライフっつーか、デイリー・スカイダイブ、パラシュート抜きっつーか……」


　ビーグルは淡たん々たんと語った。ところが、彼は話しながら戸と惑まどっているようだった。


「……妙だな」


　と、つぶやき、


「どうってことねえ昔話なんだが……くそっ。なんだってんだ」


　こみ上げる感情に翻ほん弄ろうされるように、ビーグルは奥おく歯ばを嚙かんだ。正体不明の巨きよ大だいな焦しよう燥そうが、思考はおろか、五感さえ侵しん食しよくしているのだ。他ひ人と事ごとではない。同じような体験を、水原は連日経けい験けんしていた。


　ぼんやりと季節の推すい移いを眺ながめているときや、新たにアンダーグラウンドに参入する新入りの話を耳にしているとき。どこから来るとも知れない苛立ちと、恐怖に近い焦あせりが前まえ触ぶれなく出現するのである。感情の怪かい物ぶつは、水原をいま立っている場所から追い立てようとした。どこか、こことは違う場所に。


　火花のようなイメージが連れん鎖さした。


　最初に会ったのは中学のとき。印象は最悪で、幾いく度ども他の相あい棒ぼうを捜さがした。


　失敗を繰り返し、汗を流して逃げ回り、方針の違いで衝突した。


　負けたくない一心で技ぎ量りようを磨みがき、後れを取りたくない意地だけで恐怖をねじ伏ふせた。


　唾つばを飛ばしていがみ合い、妥だ協きようし、また罵り合い、時には殴なぐり合い、


　死に物狂ぐるいで敵てきと戦った。


　たまに、笑い合った。


　突然胸を突き上げてきた熱い固まりに耐たえきれず、水原は身体からだを起こして大地に顔を埋うずめた。金切り声の絶ぜつ叫きようを上げ、拳こぶしを地面に叩き付けたいという衝動が、じっと耐える心身を隅すみ々ずみに渡わたって蹂じゆう躙りんした。


　あれほど気にくわなかった陰いん気きな面が思い出せない。色白のガキみたいな顔や、真っ赤になって自分のミスを否定していた声や、どこにこれほどのと驚きよう嘆たんするほどの度胸や、なぜそれほどにと言葉をなくした鋼はがねの意い志しが、何一つ実感を持って回想できなかった。それらはすべて色いろ褪あせた写真のように、ぼやけ、霞かすんで、記き憶おくの瞳に暗い影かげとしか映らなかった。


「……お、おい？　水原？」


「……なんでもない」


　なんでもない訳がない。


　だが、いまの水原には、なんでもないとしか答えようがなかった。


「……ビーグルよ」


「な、なんだ？」


「バールの野や郎ろうは、いま、どこにいる？」


　その質しつ問もんには殺意すら込められていた。ビーグルは硬かたい表情で首を振った。


「わからん。俺も気になって捜さがしちゃいるが……所しよ詮せん一人じゃな。そうでなくとも用心深い男だ。俺は一時期、奴と同じ陣じん営えいにいたからよくわかる。得体の知れない野郎だよ。俺がＤＤ抜けるころには、表向き組そ織しきの舵かじを取ってたのは坂田だけになってた」


「…………」


　水原は黙だまり込こんだ。怒いかりと悔くやしさが身を焼くようだ。なぜなのかはわからない。だから余よ計けいにやり切れない。


　あの夜が明けたとき、千絵の説得に応おうじた水原は、失われた相棒を取り戻もどす誓ちかいを立てた。しかし、その誓いは時と共に風化し、今こん日にちに至いたる。いま自分を苛さいなむ激げき情じようは、誓いを破やぶったことに対する報むくいなのだろうか。それとも一いつ過か性せいのもので、立てた誓いと同じように、やがて風化し、気にならなくなるのだろうか。自分はどちらを望んでいるのだろうか。


「そういやお前、前から執行細胞フアースト・セルに妙みようなこだわり持ってたよな？　なんか訳わけありなのか？」


「……バールってのは、もう一人の執行細胞フアースト・セル──ベルゼブブのダチでな。よく家にも遊びに来てた。ベルゼブブが家にダチ連れてくるなんて初めてで──いっぱしに不良気取ってるマセガキに絡まれても、嫌いやがらずによく相手してたもんさ」


「お、おいおい。なんの話だよ。いったい？」


「バールの本名は四しの宮みや庸よう一いち。ベルゼブブの本名は水原信司。自殺した、俺の兄あに貴きだ」


　ビーグルは大きく息を呑のんだ。


「……噓うそだろ？」


「かもな。何せ、俺も耄もう碌ろくしたもんで、自分の記憶が信じられねえんだから」


　水原は嗤わらった。何もかも狂くるっている。どこかが決定的に間違っている。もし誰だれか頭のいい奴がいて、何がどんな風に間違っているのか教えてくれるなら、水原は喜んでそいつに以後の人生を捧ささげただろう。


　しかし、世界は矛む盾じゆんに満ちているとしても、その矛盾を解とく方ほう程てい式しきは存そん在ざいしない。その方程式が存在するのは、ごく限かぎられた──限げん定ていされた世界の中だけなのだ。


　ビーグルは長い間呆ぼう然ぜんとしていた。水原は諦あきらめたように首を振った。立ち上がり、時間を確かく認にんする。夜明けまで、ざっと二時間。いい加か減げん、切り上げ時だ。


「まあいいさ。なんてことはねえ。……今日の件けんは悪かったな、ビーグル。この借りは、いずれ──」


「なんでだ？」


　ぼそりとビーグルは尋たずねた。「あん？」と水原は問い返した。


「お前の兄貴……ベルゼブブっていえば『指し導どう者しや』だぜ？　ネットを作った張ちよう本ほん人にんじゃん？」


「ああそうだ。全く、始末に負えない変人の──」


「なんで、自殺なんかした？」


　何を馬鹿なことを、と言いたげな顔で、水原は顔をしかめた。


　だが、ビーグルが聞いた質問の意味を理り解かいするにつれ、次し第だいに、その表情は青ざめ始めた。


　水原の兄、信司は、セルネットを立ち上げることで葛根市アンダーグラウンドの混こん乱らんを平定しようと目もく論ろんだ。そして、それにほぼ成功した。女王と呼よばれる悪あく魔まの力を利用し、カプセルを召しよう喚かんしてばらまき、悪オ魔ー持ナちーたちの暴走をコントロールするという大仕事をやってのけた。


　彼が自室で拳けん銃じゆうの引き金を引いたのは、彼の目的が一段だん落らくし、いよいよ次の段階へと進み始めたときだ。彼は当時の記録を残し、その一部はウェブ上に隠かくされたまま残っている。





　これから命を絶たつ。これで彼女が消しよう滅めつする確信はないがやってみる。それともこの決けつ断だんこそ、最後の一歩なのだろうか？


　正直に告白する。後者を望んでいる。僕ぼくはあの王国に行きたい。





　勘かん弁べんしてくれ、と水原は悲鳴を上げて泣きそうになった。


　いったい世の中は、どこまで狂くるっているのだ。





　　　　３





　夜風に凍こごえる寒さが混まじり始めていた。


　塔とうから少し離はなれた場所だが、樹じゆ海かいのただ中に湖が一つある。美しい景観を誇ほこる湖で、透とう明めい度どの高い水を湛たたえている。湖に至いたる道は樹海に塞ふさがれて失われていた。水みず際ぎわにまで草木が茂しげっているため、その湖は深緑のビロードに包まれた銀鏡のように見える。


　透すき通った穏おだやかな銀鏡は、いまは夜空を映うつし艶つややかに広がっている。ちりばめられた星々の輝かがやきが、ダイヤモンドを浮うかべたように美しく瞬またたいていた。


　深夜、魔法使いは独ひとりでその湖の畔ほとりを散さん策さくしていた。


　湖の側には、遥はるか昔に打ち捨すてられた城しろ跡あとがある。


　城と言っても離り宮きゆうに近い小こ振ぶりな建物である。元は純じゆん白ぱくだったであろう大理石で組まれた壁かべを持ち、随ずい所しよに象ぞう嵌がんの装そう飾しよくが施ほどこされた尖せん塔とうがいくつも立っていた。アーチ型の出で窓まどといい、回かい廊ろうやテラスといい、繊せん細さいで瀟しよう洒しやな造つくりである。


　いまは廃はい墟きよと化している。


　壁へき面めんは蔦つたに覆おおわれ、中庭からも樹木が外壁より高く枝えだを伸のばしていた。おそらく、放ほう棄きされたのは百年以上「前」だろう。あるいは何百年も昔なのかもしれない。樹海に半ば呑のみ込まれ、古代の遺い跡せき然としていた。


　魔ま法ほう使つかいは、これまでに何度もこの古こ城じようを訪おとずれている。城内の造つくりもこぢんまりとしている、過すごしやすそうな城である。ただ、どれほど調べてみても、以前この城に住んでいた者たちの手がかりは得られなかった。


　この城に限かぎった話ではない。広大な樹海の中には、このように過去に放棄された建造物がいくつもある。様式は様々で砦とりでもあれば神しん殿でんもあるが、かつてそこに住んでいた者の形跡がないという点は、どの建物にも共通していた。


　おそらく、と魔法使いは推すい測そくする。


　これらの建物も、誰かが心の中より魔法で引き上げた物なのであろう。そしてその誰かとは、ひょっとすると王国の人間ではないのかもしれない。


　魔法使いは湖の畔ほとりで足を止め、静かに息を吸すい込こんだ。


　今日もまた、境きよう界かいを踏ふみ越こえた異い邦ほう人じんを、元いた世界へと追いやった。いまはその帰りである。


　彼らと接せつする機会が増ふえるたびに、魔法使いは彼らの有り様に奇き妙みような感覚を覚えるようになった。既き視し感。あるいは、馴な染じみ、とでもいうような感覚である。その感覚は、魔法使いの胸中を乱した。


　彼ら異邦人は、全員が錯さく乱らんしていた。中には陶とう酔すいしたような表ひよう情じようの者も存そん在ざいした。ごく稀まれに正気を保たもっている者が現あらわれることもあるが、言葉を交かわすゆとりはなく、わずかに口にした台詞せりふを聞き取るのがやっとだった。


　それでもわかったことがある。


　彼らのうち、いつかの男のように魔法使いを特定個人と認にん識しきした者たちは、口を揃そろえて彼をこう呼んだ。


　ウィザード。


　不思議な響ひびきの言葉だが、それが「魔法使い」を意味する言葉なのだと、漠ばく然ぜんと理り解かいできた。つまり彼らは別に魔法使いの名前を呼んでいたわけではないのだ。


　しかし一方で、彼らがその言葉を口にするとき、その声には特別な響きがあるように思えた。他の誰でもなく、魔法使いただ一人を指さし示しめしているように思えてならなかった。


　名前とは魔法の神しん髄ずいである。


　王国の人間は名前を持たない。魔法使いは魔法使いであり、女王は女王である。また、男は男であり、女は女、老人は老人である。美しい者は美しく、強い者は強く、異邦人は異ことなっているのだ。そうした複ふく数すうの呼び名が集まって、初めてその人物の「名」となる。つまり人物を構こう成せいする要素を一つ一つ集め、当てはめていった結果、その者の「名」ができあがる。


　適てき当とうな名を一方的に名付けるだけでも、名前は、それを名付けられた者に対して必ずなんらかの力を発はつ揮きする。しかし、真に力を及およぼさせるためには、名付ける名前に意味を持たせねばならない。この意味づけが「物もの語がたる」ということだった。


「名付ける」ことは、その人物を「物語る」ことである。そしてその行こう為いは、その者のすべてを「創造」することと同意であった。名付けることとは、魔法の究きゆう極きよくに他ならない。


　魔法使いはそのことを誰よりもよくわきまえていた。異邦人たちが彼を「ウィザード」と名付けたところで、常じよう人じんがその名に縛しばられるほどに、影えい響きようされることはない。


　しかし、なぜか魔法使いは、その名に強く意識を引かれていた。


　魔法の作法を知らない者が、ただ漠然と呼ぶだけの名に、ひどく心を乱された。


　なぜか、と魔法使いは考える。


　結けつ論ろんは一つ。あの名は、異邦人たちが接せつ触しよくの際さいにでたらめに付けた呼び名ではなく、いつかどこかでしっかりと彼のために「物語られた」名前なのである。


　しかし、そんなことはあり得ない。


　魔法使いは湖に向かって息をついた。


　湖面は波一つなく静まっていた。魔法使いはしばらく湖の景観を眺ながめたあと、再ふたたび古城に向かって歩き始めた。


　魔法使いが気にかけることは他にもあった。それは、彼を見み張はる視線である。


　いつの頃ころからか、魔法使いは自分が誰かに見られているような感覚を覚えていた。何度となく視線を感じて背はい後ごを振り返ったが、そこには誰もいなかった。むろん錯さつ覚かくであろう。しかし、その錯覚はやむことがなく、彼にまとわりついていた。


　特に視線を感じるのは、魔法使いが異界の越境者と対たい峙じしているときだった。彼らの前に立ち塞ふさがり、その行く手を阻はばむ様子や、彼らの言葉に触ふれ、内心の動どう揺ようを静しずめる様子を、つぶさに観察しているのである。


　初めは、そんなはずはないと承しよう知ちしながら、女王だろうかと訝いぶかった。だが違う。その視線が女王の視線でないことは、彼女と生活を続けるいまでは、はっきりと確信できるようになった。しかし一方では、女王でないにせよ、全く知らぬ何者かでもないと強く感じていた。


　知らぬはずなのに覚えがある。どこかでよく馴染んでいた気がする。それは、魔法使いが異邦人たちに対して抱いだく矛む盾じゆんした感覚と同じものであった。


　いまはその視線が消えていた。魔法使いは久ひさしぶりに落ち着いた気分でいた。


　城に入る。


　古城の中は外から眺めるより荒あれ果てた感がある。中には山やま猫ねこやイタチ、狒ひ狒ひの類たぐいまでが住み着いている。魔法使いが現れると、それらの小さな住人たちが素す早ばやく陰かげに隠かくれる気配がした。


　魔法使いは彼らを刺し激げきしないよう注意しながら中庭に進んだ。


　かつての庭園はとうに野生化している。庭園だけでなく、屋内まで草木が侵しん食しよくしている。あと百年も経たったころには、城は完全に樹海に埋うまり、探さがし出すことさえ困こん難なんになっているであろう。


　魔法使いはこの場所を好んでいた。


　打ち捨てられた場所や、忘わすれられた場所には、彼を安あん穏のんとさせる雰ふん囲い気きがあったからである。彼はふとしたとき、この場所を訪れていた。


　ところがその夜、魔法使いは聞き慣なれない物音を耳にした。


　獰どう猛もうな唸うなり声である。


　唸り声は城の中から聞こえた。不ふ審しんに思った魔法使いは、その声のする部屋を探した。


　それは城の裏うら手てにある、穀こく物もつ庫こから聞こえていた。


　魔法使いは朽くちた木の扉とびらを潜くぐって闇やみの中に足を入れた。奥おくに進もうとして足を止めた。


　闇の中に鋭するどく輝かがやく、一いつ対ついの目があったのである。


　魔法使いは呪じゆ文もんを唱えて、杖つえの先に燐りん光こうを灯ともした。


　淡あわい光に照らし出されたのは、壁に鎖くさりで繫つながれた、一頭の黒い犬だった。


　大きさは子牛ほどもあり、瘦やせているが精せい悍かんである。白い牙きばの隙すき間まからもれる唸り声は力強く、目は獰猛な中にも知ち性せいを感じさせる輝きを放っていた。


　このような黒犬は見たことがない。誰かがこの城に繫いでいったのであろうか。そうだとしても不思議な話である。


　黒犬は、疑ぎ問もんを浮うかべる魔法使いを値ね踏ぶみするような目付でにらんだ。それから、首に巻まかれた鎖をくわえ、力強いあごで乱らん暴ぼうに引っ張って見せた。


「……解とけ、と言っているのか？」


　と魔法使いは尋たずねた。




[image: ]


　黒犬は、そんなこともわからないのか、と言いたげな視線を投げ、一声吠ほえたのち、唸るのを止めた。


　促うながしているつもりなのか、太い尾おがぞんざいに振られた。


　魔法使いは黒犬の態度に釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、その望みに応こたえてやった。目を薄うすく閉とじて意い識しきを集中し、口の中で呪文を唱えながら内なる魔力を世界に投げかける。


　カツカツと雹ひようの降ふるような音がした。目を開けると鎖の輪わが一つ一つ外れて石いし畳だたみの上に落ちている。


　黒犬は大たい儀ぎそうに体を持ち上げると、一度ぐうっと伸びをした。


　やはり相当に大きな犬である。引き締しまった四し肢しからは柔じゆう軟なんさと力強さの均きん衡こうが見て取れた。


　野に住む獣けもの特有の、優ゆう美びだが危き険けんな動作を見て、魔ま法ほう使つかいは己おのれのうかつさに呆あきれてしまった。この距きよ離りでは、彼がどのような魔法を操あやつる時間もない。もし黒犬が腹はらを空すかせていれば、その牙と爪つめによって引き裂さかれてしまうことであろう。


　幸い、黒犬に暴あばれだす様子はなかった。恩おんに感じた態度など微み塵じんも見せず、魔法使いの脇わきを抜ぬけて悠ゆう々ゆうと穀物庫を出た。


「妙みような犬だ」


　魔法使いはつぶやいて、自らも中庭に戻った。


　黒犬は宵よい闇やみの中に溶とけ込んでいた。


　大地に腰こしをおろし、身体からだを伸のばして真まっ直すぐに空を見上げている。遠吠えでもあげる気かと魔法使いは考えたが、どうやらそうでもないらしい。むしろ、大声で吼ほえたい欲求を、ぎりぎりと嚙かみ殺すかのようである。


　つられて空を見上げた。


　頭上に広がるのは、荘そう厳ごんな星空だった。あまりに確たしかな輝きのため、手を伸ばせばつかめそうだ。


　黒犬が立ち上がった。闇の中に光る目が、地上の星のように見える。


「お前、どこから来た？」


　と魔法使いは尋ねた。


　すると、黒犬は音を立てずに歩き始めた。寝ね床どこを探さがすのかと思えば、しばらく進んで足を止める。そして振り返ると、妙みように苛いら々いらしている風な低い唸り声を出した。


　黒犬が言わんとすることは明確だった。


「ついてこい、ということか」


　魔法使いは確認した。黒犬はわざわざ肯こう定ていする素そ振ぶりは見せず、勝手に歩き出した。魔法使いは少し躊躇ためらったが、結局深く考えずあとに続いた。


　黒犬は二階の物見台に至いたる階かい段だんに近ちか寄よると、その下に隠かくされたように空いた穴あなに入った。近づいてみると、地下へ降おりる階段である。以前散さん策さくしたとき、このような抜け穴じみた階段があっただろうか。魔法使いは不審を抱きつつ、湧わき上がる好奇心に従したがって闇に足を踏み入れた。


　杖先に魔法の燐光を灯す。その燐光を松たい明まつ代わりにして、魔法使いは地下に潜もぐった。


　階段は土にまみれ、組まれた石材の隙すき間まから雑草が生えている。壁がわずかに歪ゆがんでおり、天てん井じようも低かった。まるで隧すい道どうである。一歩ずつ慎しん重ちように地面を踏まねば、転てん倒とうした拍ひよう子しに底まで転げ落ちそうであった。


　階段を下りきったところには、もう少し広い造りの通路が待っていた。


　石いし壁かべに囲まれた、四角い通路であった。余分な装そう飾しよくはなく、快かい適てきとも到底言い難がたい。


　ただ、予期せぬものもあった。


　灯あかりである。


「これは……」


　通路の奥。曲がり角の向こうから炎ほのおの灯りがもれていた。壁に映うつる橙だいだい色いろの光が、ゆらゆらと揺ゆれ動いている。


　黒犬は灯りに向かって歩き、曲がり角の向こうに消えた。魔法使いは警けい戒かいしつつ、ゆっくりと足を進めた。


　地下に堆たい積せきしていた空気は、黴かびと埃ほこりを多量に含ふくんでいた。恐おそろしく古いにおいがする。こんなところにも生の営いとなみはあると見え、蜘く蛛もの巣が張り巡めぐらされていた。魔法使いはその中を突っ切り、曲がり角に到達した。


　通路を曲がった先は、また下に降りる階段になっていた。ただし次の階段はわずか五段と短い。黒犬はその短い階段を下りたところに、腰を下ろしていた。


　短い階段の先は行き止まりになっていた。


《ドア》は、その壁にあった。


　魔法使いは蜘蛛の巣にまみれた不快感も忘わすれ、食い入るように《ドア》を見た。


　灯りは、両側の壁に据すえ付けられた松明の炎によるものだった。誰だれがその火を点つけたのかは、想そう像ぞうもできない。炎に挟はさまれた《ドア》は、表面に複雑な光と影かげの文様を映していた。幾いく重えにも鎖くさりが渡わたされ、厳げん重じゆうな封ふう印いんがなされている。


「これは……なんだ？」


　魔法使いは思わずつぶやいた。


　寝そべった黒犬に向かって、


「お前は、この向こうから来たのか？」


　黒犬はなんの返事もしなかった。


　魔法使いは魅み入いられたように《ドア》を見つめた。不思議なほどに心がかき立てられた。


「これは……どこに通じているのだ？」


　結局、魔法使いは黒犬の傍かたわらの階段に腰を下ろし、夜明けまでその《ドア》を眺ながめ続けた。





　その次の晩ばんも。そのまた次の晩も。


　魔法使いはこっそり塔とうを抜け出すと、女王にも告げぬまま古こ城じようを訪おとずれ、黒犬と一いつ緒しよにその《ドア》を眺めるようになった。


　幾度か《ドア》を開けようと試みたが、いかなる秘ひ術じゆつを用いてみても、その《ドア》はびくともしなかった。どうやらこの《ドア》は、施ほどこされた封印によってこちら側からは開けられなくなっているらしい。とすると、「かつて」この《ドア》は、向こう側から王国へ入る入り口だったことになる。その推すい測そくは、自分でも驚おどろくほど魔法使いを動どう揺ようさせていた。


　魔法使いは《ドア》の存そん在ざいを女王に話さなかった。


　秘ひ密みつにした理由は、自分でもわからない。彼女は王国の主である。彼女なら《ドア》を開けられるかもしれないと思いながらも、切り出すことができなかった。


　度たび重なる失敗の末、魔法使いは《ドア》を開けることを諦あきらめた。


　それでも、古城を訪れ、黒犬の傍らに腰を下ろして《ドア》を眺めることは止めなかった。


　星降る夜や嵐あらしの晩。また、湖が濃のう霧むに閉とざされた闇やみの中で。


　魔法使いと一匹ぴきの黒犬は、打ち捨すてられた城の地下に赴おもむき、何も喋しやべらないまま腰を並ならべて、幾晩もの夜を過ごした。





　自分が何かを待っている、ということに、魔法使いは気付いていなかった。





　　　　◆◆◆◆◆





　夜道を独ひとり歩いていた。


　ここしばらく寝ていないためか、頭の奥がはれぼったい。身体からだの芯しんに嫌いやな熱があり、足を動かすたびに、凝こりのように意い識しきされてならなかった。


　それでも、黙もく々もくと歩いた。


　興こう奮ふんが引いたためだろうか。殴なぐられたこめかみの辺りがズキズキうずき始めた。そっと触ふれてみると、すぐわかるほど腫はれ上がっていた。おそらく肌はだは紫むらさき色いろに変色していることだろう。口の内側にも裂れつ傷しようがあった。舌した先さきで舐なめてみると、ピリリと染しみる。思わず顔をしかめた。


　それでも、そんな傷きずなど気にしなかった。


　こんなことは初めてではない。眠ねむらない夜も、澱おりのような疲ひ労ろうも、度重なる緊きん張ちようも、そして生傷も。


　これまでに幾度となく味わい、じっと我が慢まんしてきたことだった。


　しかし……


　足が止まった。やるせない思いが両りよう肩かたにのしかかった。


　独り、というのは。


　それは、久ひさしぶりだった。


　初めてではない。それどころか、独りでいた時間の方が、そうでない時間よりずっと長いのだ。なのに、自分が独りだ、という思いは、寝不足や疲労や緊張や痛いたみのどれよりも──そのすべてを合わせたよりもっと。


　重たくて、辛つらかった。


「……いけない」


　足を止めてはいけない。足を止めてしまえば、それだけで身体から力が抜ぬけ落ちていく。足を止めてしまえば、やがてはもう二度と動き出すことができなくなる。


　そう自分自身を叱しつ咤たして、再ふたたび、黙もく々もくと歩き出す。


　頑がん張ばれ。頑張れ。負けては駄だ目めだ。そう、心の中でなんども唱えた。そうとも。ついに手がかりをつかんだのだ。やられっぱなしなどでいるものか。諦めたりするものか。


　固く握にぎりしめた右手。その手の中にある冷たい感かん触しよく。これこそ、彼女が探さがし求めていた物、突破口だった。わずかな噂うわさ話を頼たよりにジャンキーたちの溜たまり場をいくつも嗅かぎ周り、危き険けんを冒おかし、怪け我がを負わされて、ようやく奴やつらからかすめ取ってきた物だ。


　彼女にも見覚えのあるそれは、彼女に新たな活力と希望と意地とを与あたえてくれていた。そして戦うための手段を。


　挫くじけないこと。


　それが、海野千絵の最大の武ぶ器きなのである。
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「ぐわー。わかんねー」


　久美子は盛せい大だいなシャウトを上げてコタツの横に仰あお向むけに倒たおれた。


「わかんねー、わけわかんねー、わかんねーとこがわかんねー、わかんねーわけがわかんねー、わけわからんからわからんわけねー、わからんわけがわけわかんねー」


「あら、新曲ね。ラップ？」


「オウ、チェケラッ。ディシーズ・マイ・ソウル！　ヒア、ヒアッ！　エブリバディ・ヒア！」


　梓が参考書に向かったまま尋たずねると、久美子は怪あやしげな英語──というより呪じゆ文もんで答えた。本日三回目のライブなので、同席する香か苗なえも由ゆ紀きも、もう問題集から顔を上げたりはしなかった。


　久美子はそのままうつぶせになり、伸のばした両りよう腕うでとコタツに突っ込んだ両足とを、金かな槌づちのクロールみたいにばたつかせた。


　似え非せラッパーのアカペラは、調子外れなメロディーとでたらめな英えい訳やくのまま三分二十秒に及およんだ。最後の方は日本語混まじりで、もはや単なる不平と化している。が、歌か詞しの表現は落第点としても、歌に込こめられた日本の現代教育に対する瞋しん恚いは、間ま違ちがいなく本物だった。不毛、という点では大した違いはなかったが。


「リフジンだよ！」


　最終的に、久美子は大いに憤ふん慨がいして、そうぶーたれた。


「華はなの乙おと女め、十四歳と十か月ともあろうものが、なんだってコタツで背中丸めたまま人間味の欠片かけらもない文字や記号の羅ら列れつと向き合わなきゃならないわけっ？　いったい誰が悪いのよっ？　文部省はニッポンの学力低下を真しん剣けんに考えてんのっ？　こんな悲ひ惨さんな辛しん労ろうが未発達な少女の精せい神しんにどんな悪影えい響きようを及ぼすかわかんないのっ？　くそおっ、ショーフクできねー」


「もうっ。いい加か減げんにしなさいよ、クミちゃん」


　梓は些いささかげんなりした面おも持もちで、ようやく久美子に顔を向けた。


「カナちゃんやユキちゃんに迷めい惑わくでしょ？　ほんとに我が慢まんが足りないわね。みんなちゃんとしてるんだから、文もん句くなんか言わないの」


「だぁあってぇえー」


「まったく。わたしも勉強は昔から好きじゃなかったけど、それでもクミちゃんみたいな、わがままは言わなかったわよ。真ま面じ目めに勉強したんだから」


　梓はぴしゃりと言った。もちろん、ジョークではなく本心からの発言である。


　それでも久美子は、へそを曲げて寝ね転ころんだままだった。こめかみを押おさえる梓に、苦く笑しようを押し隠かくした香苗が、問題集を閉とじて声をかける。


「梓さん。私、お茶入れてきますから。ちょっと休きゆう憩けいしませんか？」


　もし久美子に猫ねこのような耳があれば、ピンと耳先を立てていただろう。梓は仕方なく、「そうね、お願い」と言って、香苗を送り出した。今日集まっているのは彼女の家なのだ。


　アップルティーとシュークリームが人数分用意されると、現金な久美子は満面に幸せな笑えみを浮うかべてコタツに座すわり直した。そんな顔を見せられては、梓には怒おこることもできない。複ふく雑ざつな表情の梓を見て、向かい側に座る由紀は、いまにも吹ふき出しそうになった。


「梓さん。ちょっと部屋の空気も入れ換かえましょ」


「ああ、そうしよっか」


　梓が頷うなずくと、由紀は立ち上がって後ろにある窓まどを開けた。途と端たんに冷たい空気が流れ込み、少女たちは、おおー、と口を揃そろえた。


「さっむーい。やっぱ、閉しめます？」


「いいわよ、ユキちゃん。紅こう茶ちや飲んだら、気にならなくなるから」


「梓さん、お砂さ糖とうは？」


「あ、わたし要いらない。ミルクだけ入れて」


「あたし、アリアリ～」


「えっと……ごめんなさい、クミちゃん。アリアリって何？」


「砂糖とミルク両方入れてってこと」


「クミ～。あんた気付いてないの～？　空手教室も休み中なのに、甘あまい物ばっか食べてるから。最近あんた、ほっぺの辺りが～」


「ああっ。ひど！　気にしてるのにっ。実はちょっぴり気にしてるのにっ！　聞いた、カナ？　ユキがいじめる！」


「私も砂糖はやめとこうっと──」


「ガーン！　カナまで！」


　にぎやかな中学生三人の会話を聞きながら、梓はゆっくりと伸びをした。窓から入る十二月の冷気が、暖だん房ぼうでぼんやりしていた意い識しきをしゃんとさせてくれる。


　外は曇くもっていたが明るかった。日曜の午後に相応ふさわしい、穏おだやかな冬の日だ。隣りん家かの屋根には昨晩降ふった雪が残っており、一度溶とけて固まった表面が、きらきらと細かく輝かがやいている。雲のフィルターを通って降りてくる日差しは、柔やわらかで瞳ひとみに優やさしかった。


　梓は視線を室内に戻した。久美子と香苗と由紀は、ようやく電でん源げんを入れてもらったテレビのように楽しげなお喋しやべりを続けている。これが彼女たちにとって自然な状じよう態たいだというのなら、黙だまって勉強に打ち込む時間は、さぞストレスを蓄ちく積せきさせることだろう。簡かん単たんな息抜きのつもりだったが、二人がシュークリームを食べ終わり、一人が二個目に手を伸ばしたとき、梓はもう少しだけ休憩を延えん長ちようしてあげることに決めた。


　お腹なかが膨ふくらみ、気が紛まぎれ、挫くじけそうだった心に活力が注がれたのだろう。しばらくすると久美子は、「そうそう」と顔を輝かせながら切りだした。


「梓ちん、この前の約束、大だい丈じよう夫ぶだよねっ？　今年のクリスマスは、みんなで一いつ緒しよに騒さわごうって話っ」


　不意を突つかれたため、梓はすぐに適てき当とうな返事を返せなかった。「ああ、あれ……」と口を濁にごしながら、なんと言うべきか考える。


「……大丈夫。ちゃんと覚えてるよ」


「じゃ、オッケーなんだね!?」


「う、うん。まあ一日ぐらいならね。せっかくの……クリスマスなんだし」


　頷く梓に、久美子は「やったー」と歓かん声せいを上げた。


　それに対し、早苗と由紀の二人は、気がかりそうな視線で梓に問いかけた。梓は素す早ばやく二人に目配せをした。


　心得て頷いた二人は、


「よーし。クミ、期待してなさいよ。今年は私、クリスマス・プレゼント張り込んだからね。あんた泣くよ。保ほ証しようする」


「へーぇ？　どうかなー。あたしってばプレゼントには超ちよううるさいんだぞぉ」


「私はケーキを焼くわ。すごく大きいやつ。クミちゃん、クリームとチョコレート、どっちがいい」


「白い方！」


「じゃあ、クリームね」


「わたしはどっちかっていうとチョコレートがいいなあ。ビター味」


「コラ！　年長者の梓ちんが、何を大人気なく口を出してんのさ。意い地じ汚きたないなあ」


「い、意地汚いってっ。クミちゃんにだけは言われたくないわ！」


　思わず言い返す梓に、久美子は悪戯いたずらな笑顔で答えた。その様子を見て、梓は内心、ほっと息をついた。


　悪い話ではない。実じつ際さい息抜きは必要だろうし、受験勉強に明け暮くれるだけの冬休みなど、久美子たちにとってもプラスになるとは思えない。クリスマス・パーティーをしたいという久美子の願いは、梓にとっても賛さん成せいできることだった。


　ただ……


「──梓ちん」


「え、なに？」


　ふっと目を合わせると、久美子はいつになく真しん剣けんな眼まな差ざしで梓を正面から見み据すえていた。


　しまった、と思った。


「今度こそもう絶ぜつ対たい、千ち絵えスケの馬ば鹿かちんと、ユージの阿あ呆ほも連れてきて。お願い」


　梓は言葉を詰つまらせた。「あ、その」と唇くちびるを動かすものの、久美子の真まっ直すぐな視し線せんは下手な言い逃のがれを許ゆるさない。


「……駄だ目めなの？　どうして？」


「だ、駄目ってわけじゃないわ。ただ、その……」


「だったら、連れてきて。忙いそがしいとかぬかすようなら、構かまうことない。無む理り矢や理り拉ら致ちっちゃえばいいんだっ。あたしが許ゆるす。なんなら手伝う。だから──！」


　久美子は腰を浮うかせて言い募つのった。彼女らしからぬ思い詰めた口振りだった。


　梓は苦いものを呑のみ込むように、


「……伝えるよ」


　とだけ約束した。


　久美子はじっと梓を見つめた。微かすかに唇を震ふるわせながら、「うん」と頷く。それから、気を取り直したような明るい声で、


「冬休みに入ったらさ。みんなで勉強しようよ。千絵スケやユージだって、受験生なんだもん。あいつらだけ楽させるなんて納なつ得とくいかないもんね。ねえ？」


　そう、梓に同意を求めた。


　梓は、久美子が向ける子犬のような視線に少しだけ怯ひるんだ。思わず目を逸そらし、しかしすぐに、それではいけないと感じて、彼女の視線をきちんと受け止めた。


「そうだね。あの二人だって、もう逃げ回ってる場合じゃないんだから。きっちり我が慢まんにつき合わせましょうか」


　そう言って力強く笑うと、久美子もにっこりと笑顔を返した。ただ、その笑顔は、周囲の人間まで元気を分けてくれるような、彼女ならではの百パーセントの笑みとはいかなかった。


　香苗と由紀は視線を落として暗い表情を見せている。


　二人には少しだけ話してある。最近では千絵は学校でも人と話さず、梓ともろくに会話がないこと。それどころか、ここ数日は登校すらしていないということを。また、ビーグルの招まねきに応おうじた水原が、元ＤＤメンバーを数名集めてチームを作ったこと。そのチームが連日騒ぎを起こし、警けい察さつからマークされているということを。


　冬休みに入れば、これらの状じよう況きようは一いつ層そう悪化する可か能のう性せいが高い。そして、今日は十二月の二十一日。終業式は三日後である。


　梓は奥おく歯ばを嚙かんで、嫌いやな予よ測そくを脳のう裏りから追い払はらった。自分が不安がってどうするのだ。この子たちのためにも不安など消し飛ばして、みんなをまとめて行かなくては。


「さあ。そろそろ勉強を再さい開かいするわよ。心残りなく遊ぶためにも、それまではしっかり勉強しないとね」


「あたし、勉強しなくても心残りなく遊べると思うな。自信ある」


「減へらず口を叩たたかないのっ。ほら。片かた付づけて片付けて」


　梓が音おん頭どを取ると、香苗と由紀は安心したように食器を片付け始めた。


　ふと香苗が顔を上げ、


「梓さん、パーティーの場所はどうします？　うちでやるなら準じゆん備びしますけど」


「あ、その点は心配無用だよ」


　と、梓が答えるより先に久美子が言った。


「去年と同じカラオケボックス。実はもう、イブの晩ばん予約しちゃった～。朝まで」


「え、あそこで？」


　得意そうな久美子に、梓は意外な顔をした。


「そうだよっ。あたしたちが初めて会った思い出の場所なんだもん。グッド・アイデアでしょー？」


「あ、あれ。そうだったっけ？」


「あーっ。なによ梓ちん、ボケボケー！　風か邪ぜ引いてヒンシの状態だった可哀かわい想そうな梓ちんを、あたしが拾ってあげたんでしょー。忘わすれちゃったのぉ？」


「思い出した。風邪引いて瀕ひん死しの状態だった可哀想なわたしのことを、誰かさんがカモと思って、強ごう盗とうしようとしたんだったわ」


「って、そんなことは思い出さなくていいからさー……」


　慌あわてて視線を泳がせる。梓はそんな久美子を見て、意地の悪い笑みを浮かべた。


「あのときは参ったな～。クミちゃん、ほんとに盗ぬすんで、しかも逃げちゃうんだもん～」


「ゴ、ゴメンってば。それに、すぐ返したでしょ、あのペンダント」


「そりゃそうだけど、あのときはショック大きかったわよ？　なんたって、あれは大事な──」


　と、そこで梓は言葉を切り、


「……え？　ペンダント──だった？」


「そうだよっ。十じゆう字じ架かのついたやつ」


「…………」


　梓は眉まゆ根ねを寄せた。


　確たしかに、初対面のとき、梓は久美子から持ち物を盗まれそうになった。何かとても大切な物だったと、それは覚えている。


　しかし、ペンダントだっただろうか？　十字架のついたペンダント。そんな物を自分は持っていただろうか？


　──……違う。


　自分の物じゃない。


「……そうだ。あれ、わたしのじゃなくて──」


　ハッと胸むねを突かれる。梓は突とつ然ぜん、そのことを思い出──





　帰き宅たくし、服を着き替がえたときだった。梓はポケットの中から出てきたペンダントを見て、ようやくそれを返しそびれたことに気が付いた。まあ無理もないだろう。何しろ、の家に出かけて食事を作り、さっきまで一緒に食べていたのだから。緊きん張ちようしたり浮かれたりで、頭に血が上っていた自覚がある。


　シチューの出来は悪くなかった。買い物帰りに発ほつ作さで倒たおれているのを見かけたときは、どうなることかと思ったが……まったく、思いも寄らない一日になってしまった。あんな風にと二人で食事するなんて、小さいとき以来だ。ほとんど会話らしい会話もなかったというのに、梓は胸がいっぱいになっていた。


　もうすぐクリスマス。クリスマスもあんな風ならいい。心からそう思う。ううん。思っているだけじゃいけない。そうなるよう、努力しなければ。カプセルのことや、悪あく魔まのこと。密みつ売ばい組そ織しきとの抗こう争そうのこと。課題は山積みで、ちょっと怯ひるみそうだが、今日のような夜をまた一緒に過すごせるなら、頑がん張ばる甲か斐いがあるというものだ。


　次の食事のときまで、このペンダントは自分が持っていよう。梓はそう思い、はにかみながらポケットに戻もどし──





　──思い出せなかった。記き憶おくは鮮せん明めいに甦よみがえったと思った瞬間、指の間をすり抜けていった。


　頭が痛いたい。


　梓は急に吐はき気を覚え、口を押さえた。久美子や香苗、由紀たちが、驚おどろいて寄ってくる。梓は青い顔のまま、「なんでもない」と手を振った。


　実際、どうということはなかった。ここしばらくこの発作は遠のいていた。だから慌てただけだ。


　発作の影えい響きようは徐じよ々じよに弱まっているのである。


　どんなことであっても、人はいずれ慣なれるのだ。


「梓さん。本当に大丈夫なんですか？」


「……うん。平気。ごめんね。驚かせちゃって」


「梓ちん……まさかそれって、つ」


「つわりじゃありません！　もうっ。クミちゃんはなんでそういうことばっか、頭の回転が速いかなあ」


　梓が酸すっぱい顔をしたので、それまで心配そうだった由紀が吹ふき出した。つられて香苗も相好を崩くずす。久美子は舌したを出しておどけて見せた。


「ほらっ。脱だつ線せん終しゆう了りよう！　勉強開始！」


　手を叩たたいて促うながすと、さすがの久美子も渋しぶ々しぶ問題集をコタツに広げた。


　再び部屋が静かさを取り戻す。シャープペンシルの芯しんが紙をこする音だけが、風に揺ゆれる梢こずえのように耳をくすぐった。


　三人が集中しだしたのを見み届とどけて、梓はさっき喚かん起きされた記憶を、もう一度再さい現げんしようとした。しかし、これまでと同じく、去ってしまった記憶は、ほんの些さ細さいなことさえ思い出せなかった。


　まあいい、と梓は気を改める。


　考えることはいくらでもある。忘れてしまった思い出などに気を回している暇ひまはない。何しろ──そう、課題はちょっと怯ひるみそうなほど山積みなのだから。


　思えば、去年のこの時期も、梓は様々な悩なやみとトラブルを抱かかえていた。だが、悩み、苦しむ自分の側には千絵と水原がいて、自分を陰かげながら支ささえてくれていた。


　いまや梓はたった一人で、抱える問題はかつての仲間たちそのものだった。それでも──いや、だからこそ、今度は自分が二人の力にならねばならない。


　梓と三人は無言のまま勉強を続けた。この先はきっと、いいことが待っている。そう信じて祈いのるように。





　十二月二十四日、クリスマス・イブ。


　海野千絵と水原勇司は、二学期終業式に姿すがたを見せなかった。





　　　　２





「やあ。みんな、久しぶりね」


「茜さん！」


　カラオケルームに入ってきた茜を見て、香苗と由紀は顔を輝かがやかせた。


　一方、茜は目を丸くして、これでもかとばかりに飾かざり付けられた室内を見回した。


　天てん井じようから壁かべにかけて赤と緑のカーテンが渡わたされ、雑ざつ貨か店てんで売っている安あん価かなリボンやモールから、手作りらしき色紙の帯までが、こってりと取り巻まいている。出入り口のドアには、柊ひいらぎの葉と松ぼっくり、それにアルミ製せいのベルとボールがくっついたクリスマス・リースが飾られてた。テーブルの上には、小振りながら白い綿をふんだんに盛もりつけたツリーも置いてあった。


「こりゃまた……張り切ったわねえ……」


　外では雨が降ふっている。茜が室内の暖だん房ぼうにほっと息をついてレインコートを脱ぬぐと、香苗が受け取り、ハンガーに吊つるして壁に引っかけた。まだ誰だれも歌っていないが、部屋に流れるＢＧＭは当然のようにクリスマス・ソングだ。


「見事なまでにクリスマスしてるじゃないの。あら、いいにおい」


「クッキーを焼いてきたんです。ケーキもありますよ。ジャンボサイズです」


　香苗が恥はずかしそうにカウンターを指差した。そちらには大皿に載った素そ朴ぼくな色合いの焼き菓が子しと、一ひと抱かかえもありそうな白い箱が載せられている。他にも、各種ペットボトルやシャンパンの瓶びんが並ならび、プラスチックのコップやフォークが整然と配置されていた。茜は感心半分苦笑半分といった様子で首を振った。


「ご立りつ派ぱ。これは甘あまく見てたわね。私の差し入れが霞かすんじゃうわ」


　そう言いながら差し出したのは、こちらも負けず劣おとらず食しよく欲よくをそそるにおいのフライドチキンだった。香苗は礼を言って受け取った。


「茜！　良く来てくれたわ」


「ああ、梓さん。本日はお招まねき頂いただいてどーも。梓さんからメールがなかったら、今日がクリスマス・イブだってこと気付かないままだったわ」


「またまた。街もテレビも、クリスマスムード一色じゃない」


「あら？　私たちは『受験生』よ？　受験生カレンダーに、そんなイベントが書いてあると思う？　あるとすれば、それは来年一月のセンター試験当日だけね」


　茜は血も涙なみだもないことを言って、梓たちの口をへの字に曲げさせた。


「……容よう赦しやなしね、茜」


「フフ。そんな覚かく悟ごの中、あえて遊ぶから面おも白しろいんじゃない。馬ば鹿かは自覚してやらないと意味がないわよ。飲酒や喫きつ煙えんと同じね」


　いかにもな問題発言のあと、茜は室内の人間を順番に眺ながめた。


　片方の眉まゆを軽く上げ、


「……さて、一番自覚の必要があるお嬢じようさんの姿が見えないようだけど」


　梓と香苗と由紀の三人は、一様に肩かたを落とした。


　梓が代表して、カウンターの奥を指差す。すると、まるでそれが見えていたようなタイミングで、唸うなり声とも呻うめき声ともとれない声が聞こえた。茜はつい梓と顔を見合わせた。


「どうしたの？　まるで壊こわれた洗せん濯たく機きみたい」


「くだ巻いてへばってる。あの子、ジンを一気飲みしたの。慌あわてて吐はかせたけど」


「なるほど。ということは、あの二人はやっぱり……」


　梓は暗い表情で何も言わず首しゆ肯こうした。


　結局、終業式をすっぽかした千絵と水原には、連れん絡らくすら付かなかった。携けい帯たいは常つねに留る守す電でんのままか、あるいは百回コールしてもでない。メールも何通送ったかわからないが、返信は一通も戻ってこなかった。


「実は私もちょっと当たってはみたの」


　と茜は梓たちを座るよう促しながら言った。腰を下ろした三人は一いち抹まつの期待を浮かべて続きを待ったが、茜はため息をついて肩を竦すくめた。


「どこも空振り。千絵さんが単たん独どくでカプセルユーザーに接せつ触しよくしてる話や、水原君がビーグルとつるんで乱らん行ぎよう遊ばしてる噂うわさは耳に挟はさんだわ。けど、いまどこにいて何してるかは、わからずじまい。ごめんなさいね。力になれなくて」


「ううん。勉強が忙いそがしいのに、感謝するわ」


　梓は茜を労ねぎらったが、失望は隠かくせなかった。やり切れないといった口調で、


「この飾り付けね。ほとんど全部クミちゃんがやったの」


「え、これ全部？」


「そう。店に無理言って、朝からずっと……昨日の晩なんか、準備で寝ねてないそうよ」


　そう言って、部屋の飾りを一つずつ目で追っていく。


　はっきりいえば、あまりセンスのあるデコレーションではない。全体的にごちゃごちゃしていて、落ち着かない雰ふん囲い気きである。ただ、そこに込められた熱意だけは、はっきりしていた。コーディネートのテクニックや、使った飾りの値ね段だん。そんなものでは表現できない何かが、理り屈くつでなく、パーティーの参加者に伝わってきた。だからこそ、参加する者の心が盛り上がり、与あたえられたものに応えようとする気になるのである。


　そのように、与え、返されて育はぐくまれるもの。それこそが、「想おもい」なのだ。


　そして、本来の千絵や水原なら、そんなことは誰よりもよく知っていただろう。頭ではなく、肌はだで理り解かいしていたはずだ。


　なのに、二人は久美子や香苗や由紀、そして梓や茜たちの「想い」を裏うら切ぎった。たとえどんな理由があるにせよ、梓にはそのことが信じられないのである。


　ひょっとして、と、つい思ってしまう。


　ひょっとして、もう会うことはないのだろうか。こんな風にして、想いと想いの行き違いが重なり、ついにはそんな交流がなくなってしまうのだろうか。知らず知らず顔を見なくなり、いつしかいないことが当然のようになってしまうのだろうか。


　そんなことはない。考え過ぎだ。そう、嫌いやな予感を否ひ定ていする梓だったが、本当はわかっていた。それは絶ぜつ対たいにあり得ない話ではない。それどころか、思い返してみれば、これまでの短い人生でも、すでに似にたような別れはいくつもあった。


　子こ供どものとき遊んだ近所の子供。遠い親しん戚せきに当たる年上の少女。アメリカで一いつ緒しよに学校に通った中国人の生徒。いずれの場合もそうだ。一緒にいるときは想そう像ぞうもしなかった。いずれ会わなくなり、名前すら思い出せなくなるなどと。


　梓にはわからなかった。人と人との出会いと別れ。それを、なんとなくでも理解するには、彼女はまだ、あまりに経けい験けんが不足している。その答えはすべて、過去ではなく未来にあるのだ。


「……始めよっか？」


　梓が言った。三人はしめやかに同意した。


　それからの数時間は、おかしな数時間になった。


　梓も、茜も、香苗も、由紀も。


　全員笑え顔がおを浮うかべ、手て拍びよう子しを打って歌を歌った。


　クリスマス・ソングから始まって、流は行やりのポップス。ロングラン映えい画がの主題歌。定番の名曲。またクリスマス・ソング。


　由紀は人気歌手の新曲をセミプロ並なみの歌か唱しよう力で歌い上げ、香苗は六十年代のヒット曲を懐なつかしく聴きかせた。梓はアメリカで覚えた洋楽を披ひ露ろうしたし、茜は隠かくしていた音おん痴ちぶりで皆みんなを仰ぎよう天てんさせ、次いで大笑いさせた。香苗の焼いたクッキーとペットボトル入りのジュース。あと、少しばかりのビールやカクテルは、快かい調ちように数を減へらしていった。


　途と中ちゆうでケーキを切った。


　梓は、疲つかれて眠ねむってしまっていた久美子を起こし、みんなと一緒にソファに座らせた。


　白い箱から出てきたのは、久美子が注文したとおりの、真っ白なクリームケーキだった。中央にサンタクロースの人形が置いてあり、それを囲むように風船のような形をした砂さ糖とう菓が子しが並ならんでいた。


「これ、なに？」


　と尋ねる梓に、久美子は照れくさそうに、プレゼントを入れるサンタの袋ふくろだ、と答えた。袋の数は全部で七つあった。みんなそのことに気付いていたが、指し摘てきする者はいなかった。


　香苗がナイフでケーキを切り分け、茜と由紀がコーヒーをカップに注いだ。梓は久美子の隣となりに座り、まだ顔色の悪い彼女にあれこれと話しかけた。


　ケーキのボリュームは見た目以上で、全部食べきることはとてもできなかった。梓たちはフォークを置いて談だん笑しようし、それからまた順番に歌を歌った。店から借りたタンバリンやマラカスが、にぎやかな音を立てた。


　梓が歌っている間、香苗と由紀は久美子の両隣に座って楽器をかき鳴らした。


　いつしか久美子も手拍子に参加していた。いつもの彼女とはかけ離はなれた元気のなさだったが、梓と目が合うと、彼女は弱々しくもしっかり笑い返した。


　誰もが誰もに気を使っていた。


　その場にいた人間みんなが、優やさしさと思いやりに満ちていた。


　だからこそ余よ計けいに、悲しくておかしいパーティーだった。


　梓は雑ざつ念ねんを振ふり払はらって歌った。大きな声で。朗ろう々ろうと。ごちゃごちゃしたまま途方もなく膨ふくらんでいく思いの丈たけを残らず込めて。


　梓は歌を歌った。


　イブの夜。雪の中で来ないとわかっている恋こい人びとをそれでも待ち続ける。そんな歌か詞しの歌だった。


　歌い終わったあと、部屋は拍手に包まれた。


　次は誰？　そう言いかけた梓は、口を開けたまま動きを止めた。


　バックに流れていた伴ばん奏そうが終わって、静かなＢＧＭへと音が引いていく。


「……千絵？」


　部屋中の人間が振り返った。


　ドアのすぐ脇わきに、部屋に入ってきた千絵が立っていた。彼女は決まりの悪い微び笑しようを浮かべて、みんなに手を振った。


「久ひさしぶりね、みんな。それと……ごめんなさい。色々」


　誰もすぐに返事を返せない。千絵を見た茜や久美子たちは、喜びを通り越した驚おどろきで言葉をなくしていた。全員が、思いも寄らぬ彼女の姿に絶ぜつ句くしたままだった。


「千絵……髪かみ、切ったんだ？」


「ええ」


　そう言って、千絵はばっさりと切り落とした黒くろ髪かみを、照れくさそうに撫なでた。





　　　　◆◆◆◆◆





「調べものするのに邪じや魔まだったから。ほら。私はカプセルユーザーに顔が知られてるじゃない。変へん装そうも下手だし。せめてもの目め眩くらましね」


　千絵は軽い調子で説明した。


　千絵の変へん貌ぼうは髪型だけではなかった。顔は頰ほおが瘦こけ、肌はだが荒あれ、目の下に痣あざのような隈くまが染しみついている。立っているだけなのに疲つかれ果てて見え、回かい復ふくすることのない疲ひ労ろうを両肩に背せ負おっているようだった。


　服ふく装そうもひどい。着ているコートは安っぽい男物で、雨に濡ぬれた上、あちこちに泥どろの跳はね返りが付いていた。デニムシャツは汗あせを吸すい、ジーンズも薄うす汚よごれたままだ。もとは白かっただろうレザースニーカーも、何年もかけて履はき潰つぶしたように表面が変色している。


　顔色といい、格かつ好こうといい、とても十代の女子高生には見えなかった。


　だが、部屋に詰める梓たちを見つめる双そう眸ぼうは、美しいきらめきを見せている。萎しなびた外観の内側で、彼女の根こん幹かんを成す不ふ屈くつの魂たましいが、いまなお燃もえ盛さかっていることを示しめしていた。


　千絵は苦く笑しようして、


「そんなに見つめないで。自分がどんな格好かはわかってる。これでも少しは気にしてるのよ。恥はずかしいじゃない」


　その声を聞いた瞬しゆん間かん、梓の身体からだから強こわ張ばりが消え、代わって涙なみだが出そうなほど懐なつかしい気持ちが沸わき返った。


　彼女の声は全く変わっていなかった。知的で、茶目っ気があり、何より梓を無心に親しむ響ひびきがある。


「……うん。千絵」


　梓は微かすかに震ふるえる声で返事をした。


　千絵が部屋の中に進む。ソファに座る全員に声をかけ、途と中ちゆうでテーブルに置かれたケーキの残りを見て、「あら、美お味いしそう」と微笑ほほえんだ。


「これ、香苗さんが作ったの？」


「え──ええ、はいっ。そうですっ」


「上手ねえ。私、料理は作るけど、お菓か子しって作ったことがないのよ。今度作り方教えてね」


「はい……はい、もちろん！」


「由紀ちゃん、まだお皿に残ってるじゃない。食べないの？」


「アハ、アハハ……わ、私いま、ダイエット中だから」


「あら。もったいないわね。私なんか、ここんとこ、ろくな物も食べられなかったのに」


　千絵がとぼけた素そ振ぶりで口をすぼめる。香苗も、由紀も、目を潤うるませたまま必死に笑顔を作ろうとしていた。


「千絵さん……」


「茜さん。あなたとも、ほんと、久しぶりね。……まだちゃんと残してる？」


「え？」


「携けい帯たいのメール」


　にこやかな中に鋭するどさの混まじる視線が飛んだ。茜はぎくりとした。ぎくしゃくしながら「ええ……」と首しゆ肯こうすると、


「そう。よかった」


　と千絵は満足そうに頷うなずいた。


「で、このケーキ。お味の方はどうだったの？　クミちゃん──っと。もうっ。どうしたのよ、クミちゃん？」


　話しかけた千絵が苦笑する。久美子は顔を真っ赤にして「うーっ」と唸うなっていた。


「会うの、夏以来だっけ？　ごめんね。勉強教えてあげられなくて」


「……うーっ！」


「ハハ。そんなににらまないで。悪かったと思ってる。謝あやまるわ。クミちゃんったら、私に会えなくて、そんなに寂さびしかった？」


「…………カ」


「ん、なに？」


「……千絵スケの、バカ！」


　叫さけんだ途と端たん、久美子の両目から涙がボロボロこぼれた。それでも嗚お咽えつの気配は見せず、千絵の目をにらみつけていた。


　千絵が手を伸のばして頭を撫なでる。久美子は、こぼれる涙をそのままに、ぬぐおうともしなかった。


「私があなたのこと、どうでもよくなったと思った？」


　腰こしを屈かがめた千絵がのぞき込こみながら尋たずねると、久美子は、必死ににらみつけたまま、少しだけコクリと頷いた。


「いまもまだ、そう思ってるでしょ？　違ちがう？」


「…………」


「だったら何か、私に言いたいことがあるんじゃない？　どうして黙だまってるの？」


「……うー！」


　再ふたたび久美子が唸り声を出す。千絵は目を細めて、久美子の手を握にぎり締しめた。


「クミちゃん……カナちゃんも、ユキちゃんも。よく聞きなさい。ほったらかしにしたのは、私が悪かった。約束破やぶったのも私が悪い。みんなに電話一つ、メール一通出さなかったのも、梓さんに伝言を言付けさえしなかったのも、行方ゆくえ眩くらまして心配かけたのも、全部、私のせい。私が一方的に悪いの。あなたたちは全然悪くない。あなたたちが面めん倒どうをかけてるとか、私の足を引っ張って邪じや魔ましてるとか、そんなこと全くないわ。だから、あなたたちみんな、いますぐ私の顔引っぱたいて、さんざん説教していいからね。あなたたちには、そうするだけの理由があるんだから。あなたたちもっと──怒おこっていいんだから」


　千絵の台詞せりふを聞いた三人は、堪たまらずに顔をぐしゃぐしゃに歪ゆがめた。


　そんな三人を見て、ああ、そうか、と梓はいまさらながら気が付いた。


　千絵や水原が勉強会を蔑ないがしろにし出したとき、久美子はぶうぶう文もん句くを言い、由紀や香苗ですら不本意そうな態たい度どを取っていた。それが、二人と会わない時間が増ふえ、連れん絡らくすら寄よ越こさなくなるころには、非ひ難なんめいたことを口にしなくなっていた。むしろ、梓を気き遣づかうようになり、勉強会も自分たちだけで自主的に行うようになった。


　去年の冬から春にかけて、梓と千絵、水原と茜の四人の関係は、極きわめて順調に行っていた。その関係が不自然に狂くるい始めたのは、あの夜──事じ件けんのあった日のあとからだ。だが、それは同時に、久美子たちの勉強会が始まった時期でもある。彼女たちは、梓や千絵の仲が悪くなった原げん因いんが自分たちにあるのかもしれないと、そう思っていたのだ。あれほど優やさしく、真まっ直すぐに生きていた千絵が、急に自分たちの相手をしなくなった。なら、その原因は千絵ではなく、自分たちにあるのではないか。自分たちがいけないから、愛あい想そを尽つかされたのではないか。そう不安を持っていたのだ。


　久美子たちは以前カプセルに手を出していた。家を飛び出して学校にも行かず、盗ぬすみを働いて暮くらしていた時期があった。そんな彼女たちだから、千絵の態度が冷たくなったとき、その理由を彼女ではなく自分たちの側に求めてしまったのだろう。どうでもよくなって見放されてしまった。そんな風に感じても、千絵を責せめるどころか、己おのれに非ひがあることを想そう像ぞうして竦すくみ上がっていたのだ。


　この半年というもの、梓は自分自身の未み熟じゆくさに嫌いやになる思いを嚙かみしめ続けた。三人が勉強会を投げ出さずに継けい続ぞくする姿すがたを見て、ただほっとするだけだった。


　しっかりものの香苗と、落ち着いた由紀。それに元気な久美子。しかし、当たり前のことだが、彼女たちは梓より年下で、梓よりももっと未熟だ。自らに自信が持てず、必死に頑がん張ばる裏うらで、不安を抱かかえていたのだ。


　千絵にはそれがわかったのだろう。


　洟はなをぐずぐずいわせながら、久美子が千絵に向かって怒ど鳴なる。


「……勉強会！」


　千絵は優しく頷き、


「ええ。一緒に参加するわ」


「お花見！」


「ハハ。気が早いわね。でも約束する。春になったらきっと行きましょう」


「旅行！」


「──うん」


「温泉！」


「──うん。行きましょ。みんなで、ね。きっと──きっと楽しいわ」


　久美子が立て続けに申し立てた要求を、千絵は無む条じよう件けんに承しよう諾だくした。言げん質ちを取った久美子は、ようやくにらみつけていた視し線せんを和やわらげた。


「ほんとだよ。絶ぜつ対たいだよ。約束だよ」


「──うん」


「噓うそ付ついたら──」


「のむ。千本でも、二千本でも、クミちゃんがいいって言うまで」


　久美子は満面の──見ている者にまで力を分けてくれるような、晴れやかな泣き笑いを見せた。


「じゃあ……じゃあ、今回に限かぎり特別に許ゆるしてあげるっ。ほんとはまだ怒ってるんだけど、でも、許してあげる。千絵スケは、あたしの……ダチだからね！」


「……ありがと」


　千絵はつぶやいて、久美子のおでこを指先でつついた。久美子は嬉うれしそうに嫌がって見せた。


　──敵かなわないな。


　梓は素す直なおにそう思った。そう思えることが誇ほこらしかった。千絵や久美子、この場にいる全員と友人で居いられる自分が自じ慢まんに思えてならなかった。


　千絵が屈めていた腰を上げ、すっくと立ち上がる。


　そして、梓に顔を向けた。


「千絵……」


　梓が、自分から近づこうとした。


　が、その足が止まった。千絵の様子が変わっていたのだ。


　千絵は本気の面おも持もちをしていた。


　まなじりを決し、唇くちびるを真横に結び、ぐっとあごを引いて、まるで真しん剣けん勝負を申し込むかのようだった。


　そして、自分に発はつ破ぱをかけるように、スッ──と息を吸すい込み、言った。


「──聞いて、梓さん。とうとう連中のシッポをつかんだの」


　千絵が口火を切った瞬しゆん間かん、部屋の空気が音を立てて固化した。


「……ちょっと」


　と梓は青ざめた。


「止してよ、千絵。またそんな話……」


　仲間の感かん情じように亀き裂れつが生じた原因は、久美子たちが勘かん違ちがいしていたような理由ではない。千絵の行き過すぎた捜そう査さ活動が原因だ。彼女はたったいま自分の口から、そう認みとめた。


　──なのに。


　どうして千絵は、みんなの気持ちを台無しにしてまで、そんな話を蒸むし返すのか？　いったいなぜ？


　千絵は、震ふるえる梓を無視して先を続けた。


「ほんと言うと、バールの潜せん伏ぷく場所は十月ごろには当たりが付いてたの。でも、彼を取り戻もどす算さん段だんがどうしてもつかなかった。『王国』の正体がネックでね。これはもう、完全にオカルトの領りよう域いきだし、私はカプセルをのんでないから手も足も出なくて。実を言うとかなり悩なやんだの。私もカプセルをのんでみるべきじゃないのか。そこまで踏ふみ込まないと、結局何もできないんじゃないかって」


　千絵は淡たん々たんと言い、コートのポケットから小さなビニール袋ぶくろを取り出した。中には数粒つぶの錠じよう剤ざいが見える。カプセルだ。


　梓はマジマジと相手を凝ぎよう視しした。千絵は苦笑して肩を竦すくめた。苦笑はしたが、瞳ひとみは真剣なままだ。


「でも、やっぱりできなかったわ。というより、するべきじゃないと思った。連中と同じフィールドに立って戦う危き険けん性せい──相手の分野に取り込まれてしまいそうな気がして。何しろ強きよう敵てきですからね。自分の足場を固めた状じよう態たいでないと、まともには戦えない。第一、相手の懐ふところに飛び込む戦法は、私じゃなくて梓さんの専せん売ばい特とつ許きよだから」


「待って、千絵。あなた、いい加か減げんに……」


「とにかく、そんな訳わけで頭ず脳のう労働担たん当とうの私としては、真っ暗な部屋の中をぐるぐる回ってるような気持ちのまま、益やく体たいもないことをああでもない、こうでもないって考えてたの。それで、結局は基き本ほんに返ることにしたのよ。捜査活動の基本にね」


　わななく梓と対照的に、千絵は飄ひよう々ひようとしていた。だが、両者の間には張はり詰つめた緊きん張ちよう感かんがある。久美子たち三人と茜は、息を呑のんで二人のやり取りを見守った。


「捜査の基本──つまり、足で稼かせいだわけ。葛根市中のジャンキーに接せつ触しよくして、片かたっ端ぱしから聞き込みして歩いたの。いやもう、大変だったわ。とにかく、どこにいるかわからないし、そのくせ嫌ってほどうじゃうじゃいるし、かと思えばまともに話の通じる人間はその中のほんの数パーセントだし。長くなるとは思ってたけど、こんな長期捜査になるとは思ってなかったわ。苦行よ。本当に。プロの探たん偵ていより働いたんじゃないかしら。でもおかげで──」


「千絵っ、止めて！」


　悲鳴のように叫さけんだ。聞いていた者たちは、思わず首を竦すくめた。


　千絵は言葉を切った。だが、すぐに、


「おかげで収しゆう穫かくはあった。ずいぶんとね」


　と続けた。


　梓は我が慢まんならなかった。


「千絵っ。あなた……あなた何考えてるのよ!?　冗じよう談だんのつもり？　だとしたら最悪のジョークだわ。あなた、何もわかってないじゃない。あなたがそんな風に周りの気持ちを無む視ししたから、水原くんが腹はらを立てたんでしょ？　自分勝手な正せい義ぎ感を振ふり回すから、みんなあなたから離はなれていったんじゃないっ。それを……それを何？　自分が悪かったんじゃないのっ？　これからは約束守るって、そう言ったばかりじゃないっ！」


　のどを焼くように、梓は叫んだ。


　千絵が何を考えているのかわからなかった。ずっと信じてきた──弱くて悩んでばかりの自分より遥はるかに信しん頼らいに値あたいすると信じ続けてきた相あい棒ぼうのことを、いまは信じることができなかった。


　梓は怒いかりより悔くやしさに耐たえられないまま、火のような視線を千絵に叩たたき付けた。


　千絵はそんな梓の視線を、一歩も退ひかず受け止めていた。


「さっき言った約束は守る。誓ちかうわ」


「だったら──！」


「私の言った約束、ちゃんと聞いてた、梓さん？　私は、約束を果たすためにも、諦あきらめるわけにはいかないの」


　千絵は決然と言い放った。冷静さを保たもとうとし、それに失敗した。


「私は──私たちはねっ。私たちは、勉強会して、お花見して、旅行に行って、温おん泉せんに入るの。みんなでそうするのっ。去年のいまごろ、この場所に集つどって、支ささえ合って、一いつ緒しよに戦った仲間全員でそうするのっ。そして、去年と同じように、一人残らず大笑いしながら新しい年を迎むかえるのよっ。誰がなんと言おうと、どんな邪じや魔まをされようと、絶対にそうするの！」


　話しながら震えだした声は、最後には梓と同じような大声になっていた。両目をギラギラ輝かせ、自分と均きん衡こうする激はげしさを漲みなぎらせている、もう一対の瞳に挑いどみかった。


　それは、姫木梓と海野千絵が、出会ってから初めて、互たがいの感情をむき出しにして向かい合った瞬しゆん間かんだった。


　梓の中に疑ぎ問もんの芽が生じた。


　いま目の前で怒っているのは、紛まぎれもなく千絵だった。梓の知る海野千絵その人だった。人一倍よく笑い、感動し、怒っていた彼女だ。


　彼女の怒りはいまも正直で、自らに恥はじるところがない。そして、深い思いやりに支ささえられている。


　──だったら……なんで!?


　梓は戸と惑まどった。怒りの火を消さないよう自分に言い聞かせながら、迷まよいを捨すてられなかった。


　自分は、いま目の前で怒りを露あらわにする少女をどうすればいいのか。自分は彼女を信用していいのか。本当に信じて──





　あそこよ、と千絵がクラブを指差した。あそこにドラッグの売人──カプセルというドラッグの密みつ売ばいを行っている人間がいるのだ。説明はされていても、実じつ際さい目にすると緊張もひとしおだった。


　危険は承しよう知ちしている。だが、が麻薬と関わりを持っていると知ったからには、とても放っておくことはできない。彼が冷たい態たい度どを取るのは辛つらいが、それでも大切な幼おさななじみだ。


　それよりも、と梓は隣となりで小鼻を膨ふくらましている少女を見つめた。


　不安なのはこちらの方だろう。学校に出回る噂うわさを教えてくれたことや、祐ゆう子こたちの思おも惑わくを解とき明かしてくれたことには感かん謝しやしている。しかし、手を携たずさえて危険に飛び込む相あい棒ぼうとして、彼女は本当に信用できるのだろうか？　そもそもこの話を持ってきたのは彼女の方だ。彼女にとって得することなど、何一つないにもかかわらず。


　さあ。いくわよ、姫ひめ木きさん。


　明らかに張はり切った様子で、千絵は梓を促うながした。梓は思わず苦く笑しようして、自分の中の迷いを断たち切った。


　さっき喫きつ茶さ店てんで彼女の話を信じたのは、これといった理由があってのことではない。彼女の話は筋すじが通って納なつ得とくがいったが、彼女という人物を信用したのは、単たん純じゆんに「この子なら信しん頼らいできる」と感じたからだった。


　誰かを信じるということは、結局そんなちょっとした──しかし、決して軽けい微びではない判断でしか決められないことなのだろう。梓は千絵に頷うなずき、自らに活かつを入れて店に向かっ──





　──信じている。そうだ、ずっと信じてきた。これからだって、自分は彼女を信じられる。


「あ、梓ちん？」


　梓が我われに返ったとき、彼女の腕うでは不安そうな顔の久美子に握にぎり締しめられていた。


　見当識の混こん乱らんが、ゆっくりと収おさまっていく。梓は頭ず痛つうの残る頭を振って、周りを確かく認にんした。久美子だけでなく、香苗も由紀も茜も、驚おどろきの混まじった目で梓の様子をうかがっていた。


　そして千絵は、声もかけられないほど厳きびしい表ひよう情じようで、食い入るように梓の反はん応のうを注視していた。


「梓さん……」


「な、何よ？」


「彼の名前、言える？」


「か、彼って？」


「私が言う『彼』が誰のことか──そんなこともわからない？」


　挑ちよう発はつ的な言い草に、梓は再ふたたびむっとして千絵をにらんだ。


　千絵がこだわる『彼』。それは一人しかいない。


「わ、わたしの幼なじみのことでしょ。いなくなった」


「名前は？」


「名前は──」


　答えようとしたが、すぐには名前が出てこなかった。あまりに親しくしていて、かえって、ど忘わすれしたときのようだ。


　梓は顔をしかめた。こんなことで千絵にリードされたくない。あいつの名前は──


「……景。景よ。物部景。それが何？」


「どんな子だった？　思い出せる？」


「それは、だから……無口で、その……」


「顔は？　声は？　何が好きで、どんなことを願ってた？　誰のことを、どれくらい大切にしてた？」


「わ、わたしと親しかったんでしょ。そんなことはさんざん聞かされたわよ。あの録音だって何度も……」


「それを思い出せる？」


　困こん惑わくしながら梓は考えた。


　物部景。幼なじみ。自分の……ひょっとすると恋こい人びとだった人。そして、バールたちの計けい略りやくのせいで、みんなの中から消された人。


　梓は考えた。しかし、思い出せなかった。


　どんな経けい歴れきで、どういう立場にいた人物か。それは、時間をかけて記き憶おくを辿たどれば、色々と思い出すことができた。だが、肝かん心じんの人物像ぞうは駄だ目めだ。頭の中の「物部景」という場所に、人型の空くう洞どうがぽっかりと空いている。そして、その空洞から流れ出る闇やみが、彼にまつわる様々な記憶にまで、広範はん囲いに陰かげを落としていた。


　梓はやや愕がく然ぜんとした。


　いつの間に、これほど闇が広がっていたのだろう。記憶と思い出に空いた穴あな。その穴の存在にすら気付かないほど、闇は至いたる所に侵しん食しよくしていた。


　そんな梓の様子を、千絵は余あますところなく見て取った。


　そして、


「……梓さん。ちょっと私につき合ってちょうだい」


「いまから？　どこへ？」


「いいからついてきて。お願い……」


　梓は躊ちゆう躇ちよした。ここで千絵に従したがうことは、彼女の言い分を認みとめることになりはしないか。そう考えて意固地になったのだ。


　しかし、そんな梓を、久美子が促うながした。


「行って、梓ちん」


「ク、クミちゃん。駄目よ。パーティーは朝までするんでしょ？」


「うん。だから、待ってるから」


　久美子だけでなく、香苗と由紀も彼女に同意した。


　茜も真剣な態度で頷き、


「この子たちのことは任まかせてちょうだい。大だい丈じよう夫ぶよ。こっちはこっちでやってるから、心配しないで」


「茜……」


　結局、梓は不ふ承しよう不ぶ承しよう千絵の誘さそいに応おうじることにした。


「じゃあ、ちょっと出てくる。すぐに戻もどるから」


　そう言い残して、梓は千絵と目を合わせないまま先にドアを開けて部屋を出た。


　千絵が表情を殺したままあとに続く。


　そして部屋を出る間ま際ぎわ、茜の方に振り返った。


「茜さん。あなたも準じゆん備びしておいてね」


「え？」


「まだ一人だけだけど、ちゃんと見つけたの。黒い犬を見た、って証しよう言げん者しや」


「黒い……犬？」


　わけがわからずに怪け訝げんに眉まゆをひそめる。そんな茜に不思議な微び笑しようを残し、千絵は梓のあとを追った。


　残された者たちは様々な思いを胸むねに抱いたまま、二人の消えたドアを長い間眺ながめていた。





　　　　３





　外は、氷を溶とかしたような冷たく重たい雨が降ふっていた。


　梓と千絵は傘かさを差し、寒さに身を縮ちぢめながら濡ぬれた路面を歩いていた。


　道すがら千絵は、梓に話した。


　カプセルユーザーたちが訪おとずれる王国。


　そこにいるという無む慈じ悲ひな女め神がみ。


　そして、王国を守しゆ護ごし、異い邦ほう人じんの侵入を阻はばむ、孤こ高こうの魔ま法ほう使つかい。


　それは、ここ数か月の間、彼女が単たん独どくでアンダーグラウンドに潜せん伏ぷくし、地道に調べ上げた調ちよう査さ結果だった。


　冬になってから完全にその手の情じよう報ほうから離れていた梓は、どこか遠い国の話を聞かされる気分だった。ブラウン管の向こう側の出来事。自分の生活とはかけ離れた事情にしか聞こえなかった。


「冷静に考えると荒こう唐とう無む稽けいな話よね」


　と千絵は言った。さっきまでの感情の高ぶりが消えた、世間話でもするような調子だった。


「この町の中毒患かん者じやが集しゆう団だんでトリップして、似に通かよった幻げん覚かくを見て──その幻覚の中に私たちの仲間が取り込まれて、私たちの中から彼の思い出が消えていく──なんてさ。あまりにも空想的で、現実からかけ離れてると思わない？」


　千絵は前を見て歩きながら話していた。行き先はまだ告げられていない。梓は彼女の後ろに続き、彼女の背中を見ながら、黙だまって話を聞いていた。


　風はないが、空気は冷たい。


　梓は傘を持つ手に息を吐はきかけた。指先が少しかじかんでいた。


「でもね。あいつらと一いつ緒しよにいると、現げん実じつ感ってやつが、どんどん薄うすれていくの。学校だとか、社会だとか、お金だとか、快かい楽らくだとか。色んな価か値ち観かんが入り乱みだれてて、結局は刹せつ那な的で享きよう楽らく的な方向に傾かたむいてっちゃうの。でも、そうなる理由も少しはわかるわ。何もカプセルユーザーに限かぎらない。いまの世の中ってなんでもあるでしょ？　どんな考え方だって、基き本ほん的にアリなのよね。それが間ま違ちがってるかどうかとか、正しいか正しくないかは、関かかわる個人個人でそれぞれ違ってくるのよ。あらゆることがそうなの」


　ほう、と千絵がため息を吐つく。白い息が口元でたなびき、夜気に溶とけた。


　白いうなじが寒々しい。そんなコートでは寒かろうに。梓はそう心配し、慌あわてて首を振った。


　相あい棒ぼうの声に耳を傾かたむける梓と、三歩ほど前を歩く千絵。梓が密ひそかに憧あこがれていた艶つややかな黒くろ髪かみは、もう記憶の中にしか残っていない。


「……情報は腐くさるほどあって、快楽を得る手しゆ段だんもうんざりするほど用意されてる。いまじゃ小学生だってインターネットでアクセスできますからね。──それでね？　そんな中に、あ、これはすごい、って思えるものや、これはとても大切なことだ、って信じられることが見つかったとしても、そんなささやかな感動はすぐになくなってしまうの。だって、ちょっと冷静になって周りを見回してみれば、その正反対の場所に同じだけの質量を持った価値観が存そん在ざいしているんだもの。そして、自分が見つけ出した輝きは、綺き麗れいさっぱり打ち消されてしまうんだもの。さっきまで眩まぶしく思ってた宝ほう石せきが、急にありきたりな、大した値ね打うちのないガラス玉みたいに感じられてしまうの」


　と、そこで千絵は肩かたを竦すくめた。


　千絵は、別に梓に向かって語りかけているようではなかった。梓は特に相づちを打つでもなく、なんとなしに聞いていた。


　思えば、千絵がこんな風に自分の考えを滔とう々とうと述のべるのは久ひさしぶりだった。押おしつけがましいところがまるでない話し方が、妙みように懐なつかしい。


「たとえば、何かを誰だれかが褒ほめてるときには、別の場所じゃ倍の人間にけなされてるものだし、誰かが何かを熱心に奨すすめる理由は、ただ見返りを期待してるからだったりする。何にでも裏の事情ってやつが付ふ随ずいしてて、それで釣つり合いが取れているという考え方。冷めた考え方だけど、一面の真理ではあるんでしょうね。あらゆる物事を相対化して見るの。……そう、この『相対化』ってやつが曲者なんだわ。これってね。一見、それらしく見えるのよ。善ぜん悪あくの二元論なんて子こ供ども向けの考え方だっていうのが、世の中の風ふう潮ちようですからね。どんな主義主張や価値観も、主観の立場次第で意味が変わる相対的なものに過すぎない。そう考えた方が、なんだかより現げん実じつ的で、大人っぽくて、クールな感じがするじゃない？　でもね。この考え方の根本って、いったいどういうことだと思う？」


「…………」


　突とつ然ぜんの質しつ問もんに、梓は答えない。もとより千絵の会話につき合うつもりはなかったのだが、いざ答えようとしても返答に困こまっただろう。


　千絵は梓の沈ちん黙もくを気にした風でもなく、自らその答えを口にした。


「それはね。『予よ防ぼう』なのよ。誰かや何か──自分以外の他者から『痛いたい目に遭あわされない』ための、ものの見方なの。まあ、そう言い切っちゃうと強ごう引いんかもしれないけど、間違いじゃない。そう思わない？　物事を相対的に見るということは、なるべく多くの正確な情報を集め、それを比ひ較かく検けん討とうして冷静な選せん択たくをするということよ。これは、ちょっと聞いただけなら誰もが賛さん同どうする理知的な思考法みたいに思えるでしょう。でも、違うのよ。日常生活で起きた実際的問題の解かい決けつ法としてならともかく、もっと大局的な、例えば自分の生き方を定めるような大きな判はん断だんを下すときには、あまり役に立たないの。だって、本当に正しく物事を相対的に見ようとしたら、自分自身を突き放して客観視する視点が必要でしょ？　これって逆ぎやくに、きちんとした『自分』てものを持ってないとできないことよ」


「…………」


「私たちには自分で思想や価値観を選ぶ選せん択たく権けんが与あたえられてる。けど、そのための指し針しんって誰も教えてくれないわ。教えてくれる人がいるとしても、その人が信しん頼らいできるとは限らない。教きよう師しはもちろん、親も、友達も、結局は他人じゃない？　だから、最終的には何を選ぶかは『自分』ってものに寄りかかってくるの。ところが、この『自分』って奴やつをわかってる人間はほとんどいない。それどころか、『自分』なんてものがきちんと存そん在ざいしているのかすらわからない。『自分』が本当は何が好きで、何を大事に思い、どうなりたいと思っているか。それがわからない。なぜなら、私たちにはガラス玉しかないから。大切だと思うものを見つけた途と端たん、それが実は薄うす汚ぎたないものの裏うら返がえしでしかないってことを、さんざん見せられてきたから。──学校に行けと言われるのは、将しよう来らい仕事をして社会を運うん営えいさせるため。成せい績せきが良くて褒ほめられるのは、学校全体の学力や評ひよう価かが上がるから。友達がいつも一緒なのは、仲間外れになるのが恐こわいせい。恋こい人びとが大事にしてくれるのは、自分がもっと大事にされたいから。それが世の中の仕組み。ただそれだけのことだ、ってね。……本来、与え、与えられるっていうのは、とても素す晴ばらしいことなの。でも、それはものの見方一つで単なる『取り引き』になってしまう。そのやり取りに含ふくまれる『想おもい』を信じられない限り、ただの『ビジネス』になってしまうのよ。そして、『ビジネス』で他の何を置いても優ゆう先せんされるのは、『利り益えきを上げる』ということ。『自分』にとって、もっとも大きな『利益』をね」


　千絵の語り口調は淡たん々たんとしていた。内ない容ようは殺さつ伐ばつとしているのに、喋しやべり方のせいか不ふ快かい感を呼よばない。経けい験けんし、議ぎ論ろんし、検討を重ねた末に身に付いた世の中の摂せつ理り。それを気の向くままに披ひ露ろうしている隠いん者じやのようだ。


　──自分にとっての、利益……


　その言葉は、なぜか梓の胸むねをざわつかせた。


　純じゆん粋すいなように見える行こう為いの裏に、利り己こ的な打算がある。表面上好ましい交流が、実は歪いびつでどろどろしている。そんな取り留とめもないイメージが、梓の胸中をちくちくと刺さした。


　そうだ。自分は長い間気付かなかった。過か去こを美化し、綺き麗れい事ごとにして、自分を誤ご魔ま化かして──





　図書室から教室への道のりが遠い。足が重かった。


　再さい会かいしたときからわかっていたはずなのだ。昔の関係は、とっくに終わってしまったのだと。それなのにあんな風に書庫まで押おし掛かけて詰きつ問もんしたのは、まだ自分の中に甘あまい考えがあったからだ。こちらから飛び込んでいけば、ちゃんだって違ちがう顔を見せてくれるかもしれない。昔、二人の間だけにあった、あの懐かしい表情を見せてくれるかもしれない。そう、心のどこかで期待していたからなのだ。


　だが、その期待はあっさり潰ついえた。あんなにきっぱりと拒きよ絶ぜつされてしまうとは思ってもみなかった。


　これからどうしよう。梓は暗く沈しずんだまま考えた。この件けんはこれでお終しまいにして、綺麗さっぱり忘れてしまう。それがたぶん正解だろう。しかし、できそうもない。まだ自分はのことを引きずっている。


　だって悲しいではないか。このまま疎そ遠えんになるなんて。このまま忘れてしまうなんて。


　もう少しだけ頑がん張ばってみよう。梓は落ち込む自分を、そう慰なぐさめ──





　──誤魔化して、それから……ああ、くそ。まただ。


　梓は目ま蓋ぶたをきつく閉とじた。胸むねの空くう洞どうから、何かがこぼれ落ちていく感覚。ひどく落ち着かない。


　気が付くと足が止まっていた。千絵は気付いていない。いや、それにしては距きよ離りが空いていない。気付いていて、知らない振ふりをしているのだろうか。梓は少し足早になって彼女のあとを追った。


　そして、いまさらながら千絵が目指す目的地に気が付いた。


「……私たちは思想や倫りん理りのボーダーラインを飛び越こえて、無数の価か値ち観の中に生きている。精せい一いつ杯ぱいの『予よ防ぼう線せん』を張はって、損そん害がいを出さないよう、少しでも得をするよう、いつも目を光らせてる。しかも『自分』という土台がないもんだから、広大な虚きよ無むの中にぷかぷか浮かびながら。……もしかするとね、梓さん。もしかすると、それこそが私たちが生きる未来の世界かもしれないわ。あらゆる情報が事前に与えられて、世の中の大おお雑ざつ把ぱな見取り図が渡わたされて、多た彩さいな魅み力りよくと多様な選せん択たく肢しを突つきつけられたまま、自分の生き方を選ぶよう迫せまられる。そんな世界。私たちは、その新しい環かん境きように適てき応おうできる者と、できないまま途と方ほうに暮くれる者とに、二分されつつあるのかもしれない。ここしばらく私がいたのは、後者の人間の吹ふき溜だまりだったわ。あの人たちは、空っぽな自分を満たすすべを見つけられず、結局目先の快楽に逃にげたの。……なんて、我われながら大おお仰ぎようなこと言ってるわね。ふふ。何か月もジャンキーの話ばかり聞いてたから、いい加か減げん、頭も崩壊クラツシユしちゃったのかもしれないわ」


　と、おどけて肩を竦すくめる。笑い声を返せたらどれほど楽だろうと、梓は思わずにいられなかった。


「でもね、梓さん。私さ。そんな暗くてうんざりするようなことを鬱うつ々うつと考えながら、こうも考えてたの。もし、虚無の中で傷きずつくことを恐おそれながら浮ふ遊ゆうし続けることが私たちの前に用意された新しい世界だとしたら、その新しい世界で生きていくために必要なものってなんだろう──って。例えば、新しい価値観を作ること。自分一人じゃ難むずかしいから、何人かで集まって、その集しゆう団だんの中でだけ通用する独どく自じの価値観を創そう造ぞうするの。手軽なところではいつも一緒にいるグループを作ったり、もうちょっと方向性を明めい確かくにするならサークルやバンドを組んだりね。でも、個人個人の思おも惑わくが同一方向を向いているうちはいいけど、単なる仲良しグループじゃ、結けつ構こう簡かん単たんに価値観の崩ほう壊かいは起こってしまう。そうさせないためには、互たがいに対する一定の強きよう制せい力が必要なの。仲間内のルール──単なる約束事じゃなくて、絶対に破やぶらない掟おきてとかね。ただ、それが行き過すぎると、今度はカルト集団の様相を呈ていしてくる。カルト集団というのも、価値観が喪そう失しつした世界で生き抜くための方法論としては効こう果か的なのよ。私は否ひ定ていするけどね。他には、世せ俗ぞくを離はなれるって方法も考えた。出家と言っちゃっていいかな。『価値』という概がい念ねんそのものを否定するの。世は無む常じようって具合に。これは昔からあった一つの選択肢だと思う。ただまあ、いまの私たちが宗しゆう教きようで救われるかというと、これも疑ぎ問もんだわ。宗教に人生を捧ささげて本心から満足できる人って、案外少数よ。良くも悪くも私たちは俗世に根付いてるもの。まあ、他にも色々と考えたけど、結局アプローチの方向性としては、大きく二つに分けられる。つまり、どうにかして現げん実じつとつき合う方法と、可か能のうな限かぎり現実に背せを向けて生きていく方法。でね……」


　と、千絵は声の口調を変えた。


　台詞せりふが真しん剣けんみを帯びる。


「バールたちが用意した『王国』というのは、後者の理想──完成型っていえると思う。虚うつろな世界の中に生きる人が、自分の手で自分のための世界を作る。現実っていうのは、つまるところ他者よ。だから、他者との接せつ触しよくを断たつか、そこまでいかなくても特定の人だけに限かぎってしまう。自分が生きていくのに必要な分だけ、世界を区切るの。世界を自分で限定するの。そして、その外のことは考えないのよ。そういう生きかたを選んだ人にとっては、たとえば閉とじ籠こもった自室の中だけが世界のすべてかもしれないし、家族や好きな人との交流だけがそうなるのかもしれない。探さがそうと思えば、そんな近きん視し眼がん的な世界で生きる人っていっぱいいるわ。かくいう私だって、そこまで極きよく端たんじゃないけど、無む意い識しきにも見ないでいることがいっぱいあるもの。──というより、世界のすべてを把は握あくすることが不可能な以上、現実に生きる人間は、誰しも必ず世界を限定して生きてるはずなの。そして、それを徹てつ底てい的に追つい求きゆうした究きゆう極きよくの形が、バールが提てい供きようする『王国』なんじゃないかしら。だからこそ、あれほど大おお勢ぜいのユーザーに受け入れられ、求められてるんだわ。きっと」


　そこで千絵は足を止め、初めて梓を振り返った。


「でも、私は違ちがう」


　そう、力強く断言した。


「そして梓さん。あなたも私と同じであってほしいって、心から思ってる」


「……千絵……」


　それ以い降こう、二人は口を開けることなく、黙もく々もくと夜道を歩いた。


　そして二人はマンションの前に着いた。


　梓のよく知っているマンションだった。そのマンションの脇わきには裏うらへと抜ぬける通路があり、夜中に訪おとずれた訪ほう問もん者しやを誘いざなうように口を開けている。


　二人は通路に入った。


　高い壁かべが両側を塞ふさぐ通路だ。光が差さず、足あし下もとも定かでない。狭せまいため湿しつ気けがあり、淀よどんだ空気が冷たく肌はだに染しみた。


　二人は通路を進んだ。どちらも一言も喋しやべらなかった。


　通路を抜けたとき──


　梓は一いつ瞬しゆん足を止め、軽く目を見開いた。


　何か見えた気がしたのだ。異ことなる空気のにおいが、一瞬だけ鼻先をそよいだ気がした。


　緑？


「……梓さん？」


　千絵が声をかける。梓は慌あわてて一瞬の幻まぼろしを追いやった。


　通路を抜けた先は、マンションの裏庭になっていた。裏庭といっても、観賞用の木々が植えられているわけではない。周囲が開発される中、そこだけ忘わすれられた場所が、古い時間の向こうに取り残されているのだ。


　そこには廃はい屋おくのような小さな小屋があった。それが、昔あった古い家の離はなれだということを、梓は知っていた。


　二人は立ち止まり、冷たいに雨に濡ぬれる離れを無言のまま見つめていた。雨がアスファルトを叩たたく音だけが耳に入ってきた。


「……さあ、人生哲てつ学がくの話はもういいわね。ここからはもっと具体的な話をしましょう」


　千絵はそう言って、離れに近づいた。梓は水たまりを踏ふみながら、千絵のあとに続いた。


「カプセルユーザーがトリップ中に見る『王国』には決まった形がないの。見る者の願望が反はん映えいされた世界になるからね。でも、どうやら話を聞いてると、各々が勝手に見る世界の、核かくとなる世界が存そん在ざいしているみたいなの。たぶんそれが、物部くんが創つくり、バールが召しよう喚かんした『王国』だわ。梓さん、あなたはもう覚えてないけど、あの夜、ファプルの屋上からあなたが見たって葛根市全体の景色。どんな風だったか、私が説明したよね？」


「景色──樹じゆ海かいのこと？」


　あの夜何があったかは、千絵の口から事細かに聞かされている。その中に、ファプル屋上へと追い詰められた梓が、カプセルをのみ、市の全景を眺ながめたという話もあった。


　そのとき梓は、街が森林に──樹海に呑のみ込まれた姿すがたを見たらしい。


　梓の返答に、千絵は頷うなずいた。


「あれが本物の『王国』よ。ユーザーが見る幻げん覚かくは、あれに自身の願望を投とう影えいしてるだけなの。『王国』は悪あく魔まの一種。そして、クミちゃんがベルゼブブから聞いた説明に拠れば、悪魔とは現実と認にん識しきの狭はざ間まに存在する。つまり、悪オ魔ー持ナちーが操あやつる悪魔と同じように、『王国』もまた、半分は現実世界の側にある。この──」


　と千絵は傘かさを差すのも忘れて腕うでを大きく振り回し、


「この現実世界のすぐ側に、『王国』は召喚されてるはずなの。重なっているのよ。だから、カプセルをのんだ者は、誰もが『王国』の姿を見ることができるの。そして、『王国』を訪れた者は、みんな、ある『女じよ性せい』の姿も目もく撃げきしている。その側にいる『魔法使い』の姿も。──いい、梓さん。彼はどこか訳わけのわからない場所に消え去ったわけじゃない。目に見えないだけで、本当はすぐ側にいるの。いるはずなのよ」


　やや興こう奮ふんしながら千絵は説明した。ポケットに手を入れ、「見て」と取り出した物を梓に突き出す。


　梓が手を出すと、千絵は取り出した物を彼女の手のひらに乗せた。梓の全身に電流が流れるようなショックが走った。


　それは、雨に濡れ、泥どろのこびり付いたペンダントだった。


　クロスのペンダントだ。


　──これ！


　見覚えは……ない。ないがしかし、何かを感じた。自分の中の何かが、必死になって梓を揺さぶっている。


「前にファプルで騒さわいでた連中の一人が持っていたの。トリップから覚めたあと、手に持っていたそうよ。向こうで拾った、って言ってたわ」


　千絵は口早に説明し、かと思うと「ああもうっ」と苛いら立だたしそうに髪かみをかき回した。
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「わかってる。冷静に考えれば、それが、彼が『王国』にいる証しよう拠こだなんて断だん言げんはできないわ。単に彼が落とした物が、巡めぐり巡ってそのユーザーの手に渡ったのかもしれない。というより、現実的に考えれば、当然そういうことになるでしょうよ。仮か定ていに仮定を重ねてるのは自分でもわかってるつもり。正直言って、物理的に肉体がどうなってるとか、現実と認識の狭間ってなんだとか、全然わからないの。悔くやしいけどお手上げよ。完全に私の理り解かいを超こえてるわ。でも仕方がない。さっき言った世の中の構図と同じ。わからなくても前に進むしかない」


「……でも、千絵」


　と初めて梓は千絵に話しかけた。


「前に進むって、いったいどうする気なの？　『王国』にその、景ちゃんがいるとして、彼を連れ戻もどす方法があるの？　そもそも、探さがす当てだってないのに……目に見えないんだから」


　梓の質しつ問もんに、千絵はぐっと唇くちびるを嚙かんだ。


　そして、


「……カプセルをのめば、『王国』は見えるわ」


「ちょ、ちょっと千絵、本気なの？　あなたカラオケボックスじゃ、自分はカプセルをのむべきじゃないって言ってたじゃない。これまでだってのんでなかったんでしょ？」


「でも他に方法はない。物部くんが『王国』にいる以上、彼を捜さがすにはこっちが『王国』に入るしかないわ」


「…………」


　梓は啞あ然ぜんと千絵を見返した。千絵は固い面おも持もちのまま真しん剣けんな目を向けている。本気なのだ。


　梓は唾つばを飲んだ。


「……いいわ。だったら、わたしもつき合う。わたしも一いつ緒しよに『王国』に入って──」


「いいえ」


　千絵は梓の台詞せりふを遮さえぎって首を振ふった。そして一いつ層そう表情を強こわ張ばらせながら、


「私は入らない。梓さん。あなただけに入ってもらうわ……」


　今度こそ、梓は絶ぜつ句くして千絵を凝ぎよう視しした。


「じ、自分はカプセルをのまないで、わたしにだけのめって言うの？」


「……ええ。そうよ。それがベストの選せん択たく」


　きっぱりと答えた。


　梓は呆あきれた。しかし呆れるのとは別に、千絵の固い表ひよう情じようの奥おくに、強い苦く渋じゆうがあることも見て取った。


　自分だけ安全なまま梓に危き険けんを冒おかさせるなど、千絵の方ほう針しんではあり得ないことだ。そのことを誰よりも辛つらく思っているのは、他ならぬ彼女自身だろう。


　ただ、それだけではなかった。


　千絵の眼まな差ざしには、自分の行こう為いを卑ひ怯きようと思う一方、それを要求して何が悪いという、意地に似にた感情も感じられた。開き直りとはまた違ちがう。梓に対して協力を求める権けん利りが、自分にはある。そう信じているような態たい度どだった。


　それは、千絵がカラオケボックスで久美子たちに対して言った言葉と通じる感情なのだろう。千絵は久美子たちに、あなたたちはもっと怒おこっていい、と言った。三人には、怒るだけの権利があるのだと。


　考えてみれば、他人が何をしようとその人間の勝手だ、という理り屈くつだってある。千絵は久美子の保ほ護ご者しやではない。法的にも社会的にも、なんの責せき任にんを負う立場でもないのだ。


　それでも千絵は、久美子たちに怒っていいと言った。


　その理由も、梓にはわかる。


　──わたしたちが、仲間だから……


　仲間なのに無視をした。ほったらかしにした。だから、久美子たちは千絵を怒っていいのだ。


　そして、千絵はいま、こう思っているに違いない。


　梓は、自分の相あい棒ぼうだ。


　だから、遠えん慮りよなどしない、と。


　他の誰だれにも頼たのめないようなことでも、梓には頼んでいい。自分にはその資し格かくがある、と。


　梓は、カラオケボックスをあとにしてから初めて、ニヤリと不ふ敵てきに笑った。


　千絵の意見。まったく同感だった。


「ＯＫ、千絵。任まかせてちょうだい」


　と、梓はペンダントを握にぎり締しめた。


「フォワードはわたしのポジションだもんね。しっかりバックアップしてもらうわよ」


「梓さん──」


　千絵の顔に紛まぎれもない安あん堵どと喜びが浮うかぶ。梓はそれを、我わがことのように嬉うれしく感じた。


「でも千絵。一つだけ約束して。これで駄だ目めだったら、クミちゃんたちのところに戻るって」


　再ふたたび千絵が固い表情になる。だが彼女は、承しよう諾だくして頷うなずいた。


「離これこは物部くんが王国に入った場所よ。まずは彼を捜し出して接せつ触しよくする。それから次の段だん階かいに進みましょう」


「次の段階？」


「まあ、それはあとでいいわ。さあ、梓さん。さっそく始めましょう。──それと、中に私からクリスマス・プレゼントを用意して置いたから」


「中って……この中に？」


　離れを指差して尋たずねる。千絵は笑って、


「実は、カラオケボックスに行く前に、あなたのご実家にお邪じや魔まして、あなたの部屋から取ってきてもらったの。あった方が心強いと思って」


　意味ありげな言い方に、梓は内心首を捻ひねった。まあ、なんであれ中に入ればわかることだ。梓は傘かさを千絵に渡わたし、離れの前に立った。


　──この離れは……


　この離れは自分にとって特別な場所だった。日本を離れる前、梓はここでずっと景と遊んでいたのだ。二人は他に友達もおらず、いつも二人だけで遊んでいた。それだけではない。ここはただの遊び場ではなく──


　──……駄目だ。


　思い出せない。一つ一つ記き憶おくを確かく認にんしていけば思い出せるに違いないが、それは過か去こにあった出来事としてしか脳のう裏りに浮かばないだろう。それが悲しいとか悔くやしいとか、そういう気持ちすら、もう感じることがない。


　そもそも物部景とは、自分にとってそれほど大切な人間だったのだろうか？


　幼おさななじみといっても、それは昔のことだ。子こ供どものころ遊んだ人間と、高校になってもずっと一緒にいるなど、むしろ少数ではないか？　千絵はこだわるが、彼女だって自分と景との関係を詳くわしく知っているはずはない。ひょっとすると周りから見る分には仲が良かったのかもしれないが、それはいまの梓が、千絵や茜、久美子たち三人に対して抱いだいている大切な想おもいに匹ひつ敵てきするほどのものなのだろうか？


　梓は迷まよいながら離れの扉とびらに手をかけた。


　その瞬しゆん間かん、ふと思い出す。そう言えば帰国して最初に彼と再さい会かいしたのも、ちょうどこの──





　引き戸を開けようとした瞬間、引き戸の方が先に開いた。中から出てきたのは、あまりに懐なつかしい顔だ。


　少女のように整った顔。愁うれいを帯びた瞳ひとみ。きめ細かい髪かみ。どこか幼さの残る目鼻立ち。


　梓は心しん臓ぞうの止まる思いで、その──





　──この場所で……ああ。まただっ。


　梓が顔を歪ゆがめる。ぐらりとふらつき、慌あわてて千絵が横から支ささえた。


　心配する千絵に、「ごめん。ちょっと目眩めまいがした」と言い訳わけをする。


「梓さん……記憶が甦よみがえってるのね？」


　千絵はすでに察していたらしい。梓は渋しぶ々しぶ認みとめた。


「思い出っていうか記憶っていうか──一瞬だけ昔のイメージがパッと目の前に広がって消えるの。フラッシュバックみたいなのよ。すごく鮮せん烈れつに思い出した気がするんだけど、次の瞬間には完全に忘わすれてるの」


「……いつから？」


「だいぶ前からよ。覚えてるのは夏ぐらいからかな」


　梓は心配させまいと平気な顔をした。だがそれは逆ぎやく効こう果かだったらしく、千絵は痛いたましそうに梓の手を握り締めた。


「梓さん。さっき私、言ったよね。これから先の、空恐おそろしい世界を生きていくために考えたこと」


「え、ええ」


「あのね、梓さん。現げん実じつに背せを向けるんじゃなく、どうにかして現実とつき合う方法はね。やっぱり自分で自分の価か値ちを築きずくしかないと思うの。大切なものを見つけるしかないと思うのよ」


　千絵はぐっと手に力を込こめた。彼女の熱が、十二月の寒雨に濡ぬれる梓を、熾おき火びのように暖あたためた。


　そして千絵は、のちに梓が人生の指し針しんとする言葉を、彼女に贈おくった。


「いい、梓さん。私は思うの。世界で一番大切なものや、絶ぜつ対たいに譲ゆずれない大事なこと。それはね。ある日突とつ然ぜん、誰かから与あたえられたりしないの。どこかからやって来たりしないの。それは、自分で決めなきゃならないの。自分でこれが大切って選ばないとできないの。あなたはそれを選んだわ。なのに、取り上げられた。そんな無法、私は許ゆるせない。この、海野千絵は、絶対見み過すごせない」


「千絵……」


　戸と惑まどう梓に、千絵はカプセルを取り出して握らせた。


　かつてカプセルは、のめば願いが叶かなうと噂うわさされていた。いま二人は、そのカプセルに望みを託たくしている。


「あなたが見せてくれたメモ。いまも私、よく覚えてるわ。『負けるな。未来のわたし』ってね。大だい丈じよう夫ぶ。あなたは強い人だもの」


「……うん」


　まるで託たく宣せんを授さずけられているようだった。梓は千絵の思いの真しん摯しさと力強さを感じながら、ひとり離れの中に入った。





　　　　◆◆◆◆◆





　離れの中は外より寒いほどだった。


　真っ暗だ。引き戸を閉しめた瞬間、世界から隔かく絶ぜつされたようにシンと静まりかえった。空気が時間ごと凍こおり付いているかのようだった。


　もちろんそれは錯さつ覚かくで、しばらくすると闇にも目が慣なれ、室内が見渡せるようになった。薄うすい壁かべ越ごしに雨音も聞こえてくる。梓は足あし下もとに気を付けながら部屋の中央に進んだ。


　妙みように懐なつかしい思いと、まるで見知らぬ感覚が混こん沌とんと溶とけ合っていた。中なか程ほどまで進んだとき、向かい側の壁に何かがかけられていることに気付いた。


　青いウィンドブレーカー。


「これ……」


　ペンダントを見たとき以上の衝しよう撃げきが襲おそってきた。


　こんどの衝撃は、単なる驚おどろきに留とどまらず、悲しみと愛いとおしさ、その他様々な感情が濃のう密みつに込められていた。その激はげしいうねりは、訪おとずれると同時に梓のすべてを包み込んだ。


　その感情は梓にとって、何より優ゆう先せんされる感情だった。


　そのとき梓は、これまでの長い空白が一瞬で埋うまるのを感じた。あの少年の顔や声、仕草、眼まな差ざし、意い志し、そして魂たましいが、鮮明な形と手て応ごたえを持って、自分の中に戻ってきたのを感じ取った。


　彼が自分にくれたもの。


　それを聞いただけで秘めた感情が読みとれる「梓ちゃん」という呼びかけ。


　危き険けんを前にしたとき何も言わずに盾たてとなって前に立ってくれる勇気。


　たわいない短い会話がダイヤモンドのように輝かがやいて見えた時間。


　上げていけば切りがない、あまりにたくさんの大事な思い出。梓は信じられないほどの歓かん喜きと共に、それら失われていた想いのすべてを──











　──すべてが、すり抜けていった。


「あっ」


　思わず悲ひ嘆たんがもれる。


　行ってしまった。はっきりとそう感じた。


　痛つう恨こんの確かく信しんが梓を打ちよう擲ちやくした。遅おそかった。まさにいま、残っていた最後の何かが自分の中から失われた。根こん拠きよは何もないが、梓はそう感じた。そうと知った。


　自然と涙なみだがこぼれてきた。


　空っぽになった気持ちの中で、自分の中の誰かが、梓のために泣いている。梓は不意に、あの夜の翌よく朝あさ、自分が目覚めたときのことを思い出していた。あのときと同じように、理由のない悲しみが胸むねを満たし、あふれ出ている。


「そんな……」


　何がなくなったかは、もうわからない。だが、それがどれほど重要なものだったかは、残された悲しみの総そう量りようから容よう易いに推おし量はかることができた。


　残された悲しみの巨きよ大だいさは、絶望と呼んで然しかるべきものだった。


「──ちゃん」


　口が誰かの名前を呼ぼうと動く。


　だが、その誰かの名前は、どこか遠くに去っていた。


　思いつき、梓は慌あわててカプセルを探さぐった。口に放り込み、もどかしく嚙かみ砕くだいて嚥えん下かした。


　爆ばく音おんが聞こえそうな勢いきおいで、カプセルの持つ魔ま力りよくが全身に染しみ渡った。その衝撃で、精せい神しんが肉体からはじき出されるかと思うほどだった。


　魔力は脳のうを侵食し、心の荒こう野やを駆かけ抜ぬけていく。自然の物でない快かい感かんが、おぞましい力で梓を蹂じゆう躙りんする。


　しかし梓は、その感覚を積極的に受け入れた。目を閉じ、身体からだ中に力を込めながら、カプセルの持つ負の力──神秘に属ぞくする魔力を心の底から求めた。


　手が勝手に、壁にかけられたウィンドブレーカーに伸のびた。ハンガーから引き剝はがし、胸の中にかき抱いだいていた。


　古びた布ぬの地じを力一いつ杯ぱい抱きしめる。失われた想いを込め、忘れてしまった誰かを想って、精一杯に抱きしめる。


　──神様！


　梓は目を開けた。


　部屋は、何一つ変わっていなかった。


「くっ」


　急いで──見たものを否ひ定ていするように、もう一度目を閉じる。何に対してかわからないまま、ただがむしゃらに念じる。祈いのりながら目を開ける。


　それでも、部屋は何一つ変わっていなかった。


　そこはただの廃はい屋おくだった。


「ああ」


　と梓は息をついた。


　そして、変化は容よう赦しやなくやってきた。


　急速に、悲しい、という感情が薄れ始めた。自分のしていることが、いかにも大げさに思えるようになり、こんな場所で汚よごれた古着を抱きしめている自分に違い和わ感を感じ出す。泣いている自分を不思議に思い、必死な自分に疑ぎ問もんを持つ。


　熱が、冷めていく。


　気が付くと、梓は白けた顔で小屋の中に立っていた。


「……何やってんだろ、わたし」


　ぼそっとつぶやいた。


　もちろん自分は千絵につき合っているのだ。失しつ踪そうした幼おさななじみのために、千絵が考えついた方法を実じつ践せんしているのである。


　梓は苦く笑しようした。


　千絵にも困こまったものだ。けど、彼女は大事な親友である。この程てい度どの奇き行こう、つき合うのは苦ではない。むしろ、こういう変わったところが、梓は気に入っているのだから。


　──けどまあ、今回は大空から振ぶりね。ま、しょうがない。千絵だっていつも絶好調とはいかないわ。


　涙をぬぐう。こんなに涙もろい自分が格かつ好こう悪わるかった。


　急に寒さが身にしみて、梓はぶるると身体を震ふるわせた。ふと手の中のウィンドブレーカーを見る。両手を伸のばして広げてみる。


　これは梓の幼なじみが愛用していたウィンドブレーカーである。あちこちに解ほつれがあり、愛用していたわりには大事に着ていなかったことがわかる。


　梓はパンパンとウィンドブレーカーを手で払はらった。古いがそんなには汚れていない。取りあえず肩かたから羽は織おってみる。ちょっと大きいが、少し寒さが緩かん和わされた。


「さて」


　──わたしはいつまでこの中にいなきゃいけないのかな？


　千絵につき合うのは嫌いやではないが、今日はせっかくのクリスマス・イブだ。女ばかりというのが、ちと寂さびしいが、カラオケボックスでは茜や久美子たちが待っている。なるべく早く帰って、彼女たちも安心させてあげたい。第一、こんな寒空の下、外より寒い廃屋にいたのでは、さすがの梓も気が滅め入いるというものだ。


「昔はここで遊んでたんだよね。おままごととかしてたんだっけ？　こんなとこがお気に入りだったなんて、昔のわたしって慎つつましかったのね」


　梓はなんとなく鼻歌などを歌いながら、時間を潰つぶした。そして、そろそろいいかな、と思えるまで待って出入り口に向かった。


　扉に手をかけたところで、ふと顔を曇くもらせる。


　──千絵は悲しむんだろうな。


　なんとなく申し訳わけない気持ちになった。あんなに必死に──方法はどうあれ、自分のために必死になってくれているのに。なんと言って慰なぐさめればいいのだろうか。


　でもまあ仕方ない。


　これが、現実なのだ。


　梓はため息をつき、


　扉とびらを開けた。





　　　　４





　魔ま法ほう使つかいが階かい段だんから地下通路に下りたとき、すでに黒犬はいつもの場所に陣じん取どっていた。


　魔法使いはいささか呆あきれた。


「またか。何が楽しくて、こんなところに居い座すわっているのだ？」


　口に出してから苦笑する。人のことは言えない。このところ彼は、毎まい晩ばん塔とうを抜け出して、この場所を訪おとずれているのである。


「お互たがい物好きだな」


　と言って、魔法使いは黒犬の隣となりに腰こしを下ろした。


　黒犬は相変わらず無ぶ愛あい想そうで、一向に愛あい嬌きようを振りまく気配を見せない。今日もあごを前足に乗せた格好で、だらしなく寝ねそべっていた。ときおり獅し子しや狼おおかみをも退しりぞかせるほどの威い風ふうを見せるくせに、見ている方が顔を覆おおいたくなるほど、締まりがなく、野放図な姿すがたを晒さらしたりするのである。この場所に固こ執しゆうする訳わけも、鎖くさりに繫つながれていた理由も謎なぞのままだ。なんともつかみ所のない犬であった。


　だが魔法使いは気にしなかった。互いに気を回す仲より、その方がずっと楽だった。


　黒犬に倣ならうように、魔法使いも足を投げ出して、外では見せない気の抜けた姿し勢せいになった。何の思おも惑わくもないぼんやりとした視し線せんを、すっかり見み慣なれた《ドア》へと向けた。


　ここに来ると、いつも彼は《ドア》の向こう側に思いを馳はせる。ここにいるときだけは、ただ純じゆん粋すいな興きよう味みと探たん求きゆう心しんで「外」の世界に思いを巡めぐらせることができたのである。


　創そう造ぞうの力と好奇の心とは、鶏にわとりと卵たまごのような関係にある。創造する者は対象への好奇心を持つものであり、好奇心を持つものは、そこから様々な方向へと創造の翼つばさを働かせるものなのである。


　だから、たとえその《ドア》が封ふう印いんされ、「外」に出る通路として機き能のうしなくとも構かまわなかった。ここにいることは魔法使いにとって心の躍おどることであった。黒犬がいかにも退たい屈くつを滲にじませているのに対し、魔法使いはこの場所に退屈を感じることがなかった。


「お前、そんなに退屈なら、森を走り回ればよいだろうに。樹じゆ海かいにはお前の腹はらを満たしてくれる獲え物ものがたくさんいるのだぞ？」


　魔法使いは何度も説いたが、当然ながら黒犬は返事をせず、また、地下から出て狩かりをする様子も見せなかった。しかも、彼が森の魅み力りよくを語るたびに、煩わずらわしそうな忌いま々いましそうな態たい度どで尾おを振るのである。自分は不ふ承しよう不ぶ承しようここにいるのだ、と主しゆ張ちようしているらしい。つくづく不思議な犬であった。


「まあいい。余よ計けいな詮せん索さくは無ぶ粋すいだな。お前は私の思し索さくを邪じや魔まするわけではない。文もん句くを言う筋すじ合あいはなかろうし。好きにすればよいのだ」


　そして黒犬は、魔法使いに言われるまでもなく好きにしていた。今夜もまた同じ場所にだらしなく寝そべって、欠伸あくびを嚙かみ殺している。


　魔法使いはその傍かたわらで、静かに物思いに耽ふけっていた。


　が、ふと隣に向かって、


「お前はひょっとして、この《ドア》が開くと思っているのか？」


　と尋たずねた。


　もはや黒犬はぴくりとも相手をしなかった。


「それなら諦あきらめよ。この《ドア》は『昔』のものだ。『いま』は開くまい。決してな」


　魔法使いの台詞せりふは、黒犬にというより自分に向けられたものであった。


　この王国で、「過去」とは「失われたもの」である。それはもう、はっきりと隔たったことなのだ。


「王国は守られている」


　と魔法使いはつぶやいた。


「王国の摂せつ理りを曲げられる者など存そん在ざいしない」


　しかしそう口にしてから、「……いや」と魔法使いは訂てい正せいした。


「そうだな。女王は例外だ。あの方は特別だから、あるいは……」


　黒犬は興きよう味みのない様子で完全に黙もく殺さつした。さすがに魔法使いも気を悪くして、小さく鼻を鳴らす。


　ガシャリ、と音がしたのは、そのときだった。


　魔ま法ほう使つかいは飛び上がって驚おどろいた。黒犬も瞬しゆん時じに反はん応のうして立ち上がった。両耳をぴんと立て、両目に野生の眼がん光こうを宿らせた。


　魔法使いは音の源みなもとを探して啞あ然ぜんとした。


　鎖くさりが床ゆかに落ちている。


《ドア》を取り巻まいていた鎖が、風化したようにボロボロに崩くずれて床に落ちていたのである。


「馬ば鹿かな！」


　いかなる魔法を用いても、干かん渉しようできなかった鎖なのだ。しかも、ついさっきまでは、松たい明まつの明かりを受けて鈍にぶく光を反はん射しやしていた。それが一瞬で風化するなど……





《ドア》が開いた。





　魔法使いはぽかんと口を開けた。《ドア》を開けて、彼と同じような表ひよう情じようを浮かべた女じよ性せい──少女が立っていた。


「……陛へい下か？」


　そうでないことには、すぐに気が付いた。よく見れば印象がまるで異ことなる。女王と同じ年とし頃ごろの少女だが、目の前の少女には彼女のような超ちよう越えつした雰ふん囲い気きがなかった。


　女王に似にた栗くり色いろの髪かみを、後ろで一ひと房ふさに束ねている。顔立ちも酷こく似じしているが、彼女の顔には、陽性の英気があった。瞳ひとみの色は黄金ではなく、すべてを見通すような冷れい徹てつさもない。素そ朴ぼくで素す直なおな、真まっ直すぐな目をしていた。


　炎ほのおの輝かがやきを受ける外衣は、鮮せん烈れつなブルー。


　少女はそれをマントのようにまとっている。躍やく動どう感のある立ち姿は、どこかの国の若わかい剣けん士しに見えた。


　少女は魔法使いに負けず劣おとらず驚いている様子だった。あまり感情を隠かくすことをしない性格なのだろう。目をまん丸にし、口を開け、心の底からびっくりしている。


「……アナタ……ダレ？」


　少女が口を利きいた。その声は石弓から放たれた矢のように、魔法使いを貫つらぬいた。比ひ喩ゆでなく、全身に震ふるえが走った。


「お、お主こそ、何者だ!?」


　魔法使いは声を裏うら返がえして聞き返した。


　そして、おかしなことに、質しつ問もんした瞬間、その答えを知っているような気になった。


　自分はこの少女を知っているのではないか。


　何の前まえ触ぶれもなく──というより、その確かく信しんは気付いたときには、すでに魔法使いの中にあった。さらに不思議なことに、少女も彼と同じようだった。


「ワタシ……アナタノコト、シッテル……」


　少女が口にする言葉は、樹海より忍しのび来る異い邦ほう人じんと同じ言葉だった。


「お主、異い界かいの者か？」


　と魔法使いは誰すい何かした。


　少女はよく理り解かいできない様子のまま、「イカイ？　チガウワ」と首を横に振った。


「アナタ、ダレナノ？」


「……お主こそ……誰だれだ？」


　二人は同じ質問を繰くり返した。互たがいの顔を穴あなが開きそうなほど見つめ合った。


　その声。その目。その顔。その姿。なぜだかとても懐なつかしい。そして、懐かしいというだけでは収おさまりきらない様々な感情がこみ上げてきた。親しさ。喜び。切なさ。愛いとおしさ。そのどれもが狂くるおしいほど強きよう烈れつで、魔法使いは目眩めまいを覚えた。


　少女が一歩前に進む。


　魔法使いも足を進め、彼女に近づく。二人は磁じ石しやくが引き合うように、自然と距きよ離りを詰つめ合った。


　少女の口は、小さくぱくぱくと動いていた。唇くちびるまで出かかっている言葉を、必死に思い出そうとしているような動きだ。魔法使いは気付かなかったが、彼の口もまた、同じ動きを見せていた。


　いまにも口を突ついてこぼれそうな言葉。


　それがわからないもどかしさに、感情の高ぶりが一いつ層そう激はげしくなる。


　すっ、と少女が腕を伸ばした。魔法使いの手も、彼女に触ふれようと知らず知らず前に伸びる。


　が、


　少女の腕は、魔法使いの手をあっさりと通り越こして顔にまで伸びた。


　頰に伸び、ほっぺをつねった。


「……え？」


　魔法使いが絶ぜつ句くする。少女は構わずにほっぺをつねった。片かた手てでは飽あきたらず、両手を伸ばして両頰をつねった。それも手て加か減げんなしに。


「は、はひをふふ！」


　仰ぎよう天てんの余あまり怒おこることも忘わすれて、魔法使いが声を上げた。あまりに情なさけない声だったが、彼は取り繕つくろう素振りすら見せなかった。それどころではなかったのだ。


　少女も冗じよう談だんのつもりではないようだ。何かを確かく認にんするような、切実な顔つきをしている。


「いたひ……ひゃ、ひゃめないかっ」


　振り解ほどけないわけはないのに、魔法使いはなぜか抵てい抗こうしなかった。少女は彼の抗こう議ぎなど耳に入った様子もなく、思い出せそうなのに思い出せないもどかしさを満面に滲にじませて頰をつねり続けた。


　そして、始めたときと同様に、急に指を放した。魔法使いは涙なみだの浮かんだ目で、わけのわからないまま少女を見つめた。


　すると──


　次に少女は、つねっていた魔ま法ほう使つかいの頰を手のひらでなでた。そのまま、鼻をつまんだり、頰を指で押したりした。やりたい放題だ。


　少女の謎の行動は続く。


　指先が目め尻じりの涙をすくい、それを唇に塗ぬった。


　口の中に指を入れ、舌した先さきに触ふれた。


　魔法使いはされるがままになっていた。頭の芯しんが痺しびれるような、甘あまい感覚がする。その感覚が、彼を呆ぼう然ぜんとさせ、同時に陶とう然ぜんとさせて思考を妨さまたげていた。


　それは、幼い子供のころしか味わうことのない感覚だった。


　あけすけで無む警けい戒かいなまま、好ましい相手とじゃれ合う感覚。


　もはや彼は、王国に冠かんたる魔法の名手には見えなかった。少女の指に困こん惑わくするしかない、ただの気の優やさしい少年だった。


　魔法使いは戸惑った視し線せんで、無言のまま少女に問いかけた。少女は視線に気付くと、ぱっと手を放した。


　そして、あ、と口を開けた。


「ケイチャン」


　そのささやきこそ魔法であった。


　魔法使いは瞬時に理解した。それが、己おのれの名だ。


　そして、少女の名は……


「梓、ちゃん」





　　　　◆◆◆◆◆





　女王は悲ひ痛つうな吐と息いきをもらして寝しん台だいから身を起こした。


　わなわなと震える両手を見つめ、


「いけません！」


　と叫さけんだ。


　彼女の勅ちよく命めいは、ただちにその命を受ける者どもの許もとへ届とどけられた。





　　　　◆◆◆◆◆





　そう。自分の名前はケイ……景だ。


　私──僕は、景と呼ばれていた。どこで？　王国の「外」でだ。異い邦ほう人じんたちが住む世界。そして、この少女がいる世界で。


　景という名の魔法使いは、梓という名の少女の両手に触れた。柔やわらかく、暖あたたかい。なぜか顔が熱くなった。見れば、梓の頰も赤らんでいる。二人は両手を軽く触れ合ったまま、互たがいの瞳ひとみをのぞき込こんだ。


　覚えている。


　記き憶おくはあやふやでも、心のもっと根深いところが、この少女を覚えている。


　心しん臓ぞうが高らかに歌を歌い始めた。


　鼓こ動どうが早まって頭に血が上る。ただ相手がそこにいると思うだけで、胸むねに熱い感情が満ちる。


　目の前の少女しか視界に入らない。目の前の少女が自分を見つめている。そのことだけが脳のう裏りに結けつ晶しよう化かし、太陽のように燦さん然ぜんと輝かがやいていた。静かで平静で淡たん々たんとした王国では感じることのない、身体からだが勝手に踊おどり出すような不思議な昂こう揚よう感を感じた。


　この子だ。


　まるで、いま初めて世界が色しき彩さいを帯びたような驚きだった。


　僕はこの子を、知っている。


　身体中の細さい胞ぼうが、大声でそう叫んでいた。


　と、急に手のひらの感かん触しよくが消え、魔法使いの手が少女の手をすり抜けた。二人は慌あわてて、たたらを踏ふんだ。


　少女の身体が透すけ始めていた。蜃しん気き楼ろうのように姿が透とう明めいになり、薄うすらいでいく。


　同時にゾッとする軋きしみを響ひびかせて、周囲の壁かべに亀き裂れつが走った。亀裂は連れん鎖さし、地下通路全体が崩くずれ始めた。


「くそっ。通路が！」


《ドア》が開いたせいか？　このままではここは地面に埋うまる。


「──！　──っ！」


　梓が何か叫んだ。だが、その声はもう聞こえない。異邦者を追い返すときと同じだ。彼女は彼女の世界へと戻もどりつつある。


「おのれっ」


　反はん射しや的に手を差し伸べる。梓もこちらに手を伸ばす。


　その間を、鋭するどく横切るものがあった。


　黒い影かげとしか見えない何かが三つ。


　梓は反射的に腕を引き、《ドア》の向こうに退しりぞいた。そして《ドア》を潜くぐった瞬しゆん間かん、彼女の姿は虚こ空くうに呑のみ込まれた。


　魔法使いは舌した打うちして開け放たれたままの《ドア》を見つめた。そこは、周りと同じ石壁になっていた。


　だが、


「──！」


　床ゆかに何かが落ちていた。それを見て魔法使いは硬こう直ちよくした。


　首くび飾かざりだ。


　あのとき女王に渡わたしたままの、十字の首飾り。それがなぜここに。


　魔法使いは首飾りを拾い上げた。その首飾りは、まだ微かすかに温かかった。あの少女の手のひらの温ぬくもりだ。


　通路が本ほん格かく的に崩ほう壊かいしだした。これ以上は危き険けんである。魔法使いは去りがたい思いをねじ伏ふせて、階かい段だんに向かった。


　しかし、角を曲がる寸すん前ぜんで、あることに気が付いた。黒犬がいない。


　すでに天てん井じようも崩れだしていた。魔法使いは辺りを見回したが、犬の姿はどこにもなかった。


　先に逃げたのか。それとも……


　魔法使いは頭かぶりを振ふり、詮せん索さくは後回しにした。階段へ歩を進める。すでに冷静さを取り戻した足取りは、急いではいたが浮き足だってはいない。


　最後に一度だけ振り向いたとき、通路の奥おくは粉ふん塵じんに覆おおわれて何も見えなかった。





　　　　５





「梓さんっ？　梓さんっ！　しっかりしてっ」


　あっ、と思ったとき、梓は離はなれの引き戸を開けたところで地面に倒たおれ、千絵の腕に抱だかれていた。


　一瞬、再ふたたび絶ぜつ望ぼうに襲おそわれたが、その絶望はすぐに吹ふき飛んだ。


　覚えている。


　自分はいまさっき見たことを、はっきりと思い出せる。彼の驚おどろいた表ひよう情じようも、戸と惑まどい、困こまった顔も、指先に残る感触までが、間ま違ちがいなく梓の中に残っていた。


　梓は千絵が痛いたみに顔をしかめるのも構かまわず、彼女の腕にしがみついた。


「千絵っ。いた！　わたし見つけた！」


　それはほとんど歓かん声せいに近かった。千絵は小鼻を膨ふくらませ、顔中を真っ赤に染そめた。


「会えたの？」


「うん、会ったっ。わたし、景ちゃんに会った！」


　梓は千絵にしがみついたまま、震える両足で立ち上がった。


　まだ身体に興こう奮ふんが残っている。身体の奥が熱い。ひとりでに笑みがこぼれだし、躍おどり上がりたい衝しよう動どうが、次から次へと突き上げてくる。


　しかし顔を上げたとき、梓は笑みではなく、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべた。


　そこには、雨に濡ぬれるマンションの裏うら庭にわはなかった。いや、裏庭はあったが、さっきまでとは様相が異ことなっていた。


　濃のう密みつな緑の木々が、アスファルトとコンクリートに重なりながら豊ゆたかな枝えだ葉はを広げていたのだ。猫ねこの額ひたいほどのスペースに、大振りな樹木が幾いく本ほんもねじ曲がりながら空に伸びている。


　そこは森の中だった。


　樹海の中だ。


「ここが……『王国』？」


　幻げん覚かくではない、本物のリアルさがあった。


「見えるの？」と確かく認にんする千絵に、梓は呆然としたまま首しゆ肯こうした。


「周り中、森に囲まれてる。湿しつ気けがあって、植物のにおいがするわ。本当に森の中にいるみたい。信じられない……」


「そうよ、梓さん。あなたはいま、ある意味で本物の森の中にいるの。あいつらが得意な認にん識しき操そう作さっていうのは、本物に対するのとまったく同じ反はん応のうを対象に与あたえるわけだからね」


　梓は後ろを振り返った。


　そこには離はなれが、相変わらずの古色蒼そう然ぜんとした外観で立っていた。さっき見た地下通路を連想させる物はどこにもない。


　梓は急いでさっき見たことを千絵に話した。千絵はこれ以上ないほど真しん剣けんに話を聞いた。両腕を抱きしめるように組み、右手の人差し指を唇くちびるに当てながら。


　すべて聞き終えてから、眉み間けんに皺しわを寄よせて千絵は口を開ける。


「……なるほどね。現実世界と重なってるとはいえ、単たん純じゆんじゃないってことか。でも、あなたが一発で物ものの部べくんの前に現あらわれたことから考えても、その単純じゃなさ、っていうのは、必ずしも私たちに不利に働くとは限かぎらないわ。悪魔は人の魂たましいと密みつ接せつに関係している。思考や感情でいくらでも流動するものなんでしょう。精せい神しん力の優ゆう劣れつが反はん映えいするのかも……感情の激しさとか、それとも信念の強さ？　ああ、フツーの事じ件けんが恋こいしいっ」


「し、しっかりしてよ、千絵！　あなただけが頼たよりなんだから！」


　すると千絵は、実に愉ゆ快かいそうな目つきをして、すがる相あい棒ぼうをニヤニヤ見つめた。


「あら。でもいいの？　ケーキまだ余あまってるんでしょ？　私なんか、まだ一曲も歌ってないし」


「ち、千絵！　気持ちはわかるけど、お願いだから、この期ごに及およんで意地悪しないで！」


　梓は涙なみだまで浮うかべていたが、千絵はそれでも意地の悪い笑みを引っ込めなかった。


　ただ、不意に、


「そうだ。肝かん心じんなことを聞いてなかったわ。梓さん、あなた記き憶おく──というか、メンタルな思い出は戻ったの？」


　問われて初めて梓はそのことに思い至いたった。口を閉ざし、視し線せんを虚うつろにして自分自身に問いかける。


「──ううん」


　と梓は否ひ定ていした。


「戻ってない。景ちゃんとのこと、ほとんど忘れたまま。でも──」


　千絵を見つめ、梓はきっぱりと告げた。


「そんなの関係ない。わたし、景ちゃんに会いたい。どうしても会いたい。ううん。絶対に会う。──だからお願い。千絵。あなたの力を貸かして。わたしを手伝って。わたしだけじゃどうしようもない。頭の中が滅め茶ちや苦茶で、どうすればいいのかわからない。さっき邪じや険けんにしたの、謝あやまる。あとでなんでも言うこと聞く。だから、お願い。千絵。わたしを助けて」


　それは、しなやかでいて芯しんのある声だった。梓は千絵の腕をつかんで立て続けに言った。一言一言が紛まぎれもない本心から放たれた言葉だった。


　千絵は愉ゆ悦えつとも呼べそうな表情を浮かべて相そう好ごうを崩くずした。久美子も顔負けの、嬉うれしくて嬉しくて堪たまらない表情だ。


「知ってた、梓さん？　あなたに頼られるのって、とっても快感」


　弾はずむように言った。そして、不ふ敵てきな眼がん光こうを閃ひらめかせ、真まっ直すぐに腕を伸ばして、マンションとマンションの狭はざ間ま──雨雲に覆おおわれた空の一点を指差した。


「梓さん。あそこに何が見える？」


　梓は言われるままに視線を向けた。


　マンションにはびっしりと蔦つたが巻まき付き、濃こい緑色の葉が開いていた。壁かべをすり抜けて大樹が枝を伸ばし、夜空の半分を覆っていた。


　その向こう側。


　黒々とした雨雲の層そうと、静かに降り注ぐ雨あま粒つぶを背景に、高くそびえる建けん造ぞう物ぶつの姿すがたがあった。


　塔だ。


　かつて景と遊んだ物語。その中に登場する外観そのままの──あれは、魔ま法ほうの塔とうだ。


「塔がある！　あれって……」


　目を剝むく梓に、千絵は「やっぱりね」と太ふて々ぶてしく頷うなずいた。


「この春から──あの夜の直後から建設が開始されたテレビ局の放送塔。予想はしてたけど、案の定ね」


「あそこに景ちゃんがいるの？」


「断だん言げんはできないわ。でも、もっとも可か能のう性せいが高いのはあそこでしょう。おそらく、あいつらが潜せん伏ぷくしてるのも、ね」


　梓は雨に濡ぬれるのも気にせず、樹海の中にそびえ立つ塔を見上げた。濡れた髪が額に張り付き、水すい滴てきが首くび筋すじを伝っていく。皮ひ膚ふは凍こごえるように冷たいのに、そのすぐ下は熱と力に満ちていた。


「あそこに行けば……景ちゃんに、会える……」


「会うだけじゃ駄だ目めよ」


　千絵が傘かさをかかげて雨を遮さえぎる。梓は千絵を振り返った。


「会うだけじゃ意味がない。彼を連れ戻さないと。そのウィンドブレーカー。今度はあなたが、物部くんに届とどけなさい。クリスマス・プレゼントにね」


　梓は頷き、ずっと抱いていたブルーの外衣を、もう一度強く抱きしめた。


「でも、どうやって？」


「方法は一つ」


　と千絵は傘を持っていない方の腕を上げた。指先にカプセルを持っていた。


「『物部景』を召喚するの。梓さん。あなたがね」





　　　　◆◆◆◆◆





　そこは何もない世界だった。


　大地──それとも床──は、材質がわからないダークブラウンの平面で、それがどのような起き伏ふくもないまま地平の彼方かなたへと消えている。空はわずかに灰はい色いろを帯びたオフホワイトで、完全に均きん一いつな色合いをしていた。雲もなければ星も見えない。どこかで天てん井じようになっているのか、どこまでも広がっているのかさえ、判断がつかなかった。


　そんな世界のある地点に、実に似つかわしくない物が置かれていた。


　長方形をしたスチール製せいのデスクだ。


　企き業ぎようでミーティングなどに使用された備び品ひんが、払はらい下げられたような中古品である。それが三つ、三角形を描えがいて置かれている。


　デスクには、同じぐらい古びた折り畳たたみ式パイプ椅い子すが添そえられていて──


　そこに、三匹びきの悪魔が腰こしを下ろしていた。


「いや恐おそれ入ったね」


　と悪魔の一匹は嬉しそうに言った。


「まさか自力であそこまでの理り論ろんを組み立てるとは！　価か値ち観に対する視点も鋭するどい。相対化に関する考察も見事なものだ。『王国』のくだりなんか、聞いててゾクゾクしたよ。欲よくを言えばあともう少し認にん識しきというものにも踏ふみ込こんでもらいたかったかな。彼女が人間の認識力というものを──その力が持つ社会や時代性への影えい響きようというものをどういう切り口で捉とらえているか、とても興きよう味みがあったのに。まあでも及きゆう第だい点てんには十分だ。何しろ、あれでまだ高校生だよ？　十八なんだ。ああ、あの子がもう十年──いや、五年でも早く生まれてりゃなあ。葛根市を巡めぐる争いも、もっと刺し激げきに満ちたものになったのに。告白するけど、当時から痛つう切せつに思ってたんだ。ほら。ホームズにはモリアーティ。明あけ智ち小五郎には二十面相がいるように、魅み力りよく的な探たん偵ていには魅力的な悪あく党とうがつき物じゃないか？　逆ぎやくもまた然しかりでね。好こう敵てき手しゆがいればこそ、悪党の技ぎ量りようも映はえるってものだ」


　と、実に熱心な口調である。


　その悪魔は中ちゆう途と半はん端ぱに黒くろ髪かみを伸ばし、半月型の眼鏡めがねをかけていた。ひょろりとした、いかにも無害そうな青年の皮を被かぶっているが、もちろん中身は人間ではない。


「ルパンは？」


　と、もう一匹の悪魔が椅子をぎしぎし揺らしながら尋たずねた。手には缶かんビールを持っている。


　こちらも人間の皮を被っているが、被っている皮は最初の一匹よりずいぶんと派は手でだ。豪ごう奢しやな銀ぎん髪ぱつに灰はい色いろの瞳ひとみを持つ、彫ほりの深い怜れい悧りな顔をしていた。長身で、肢し体たいも均きん整せいが取れている。最初の一匹が東洋人なのに対し、こちらは北ほく欧おう系けいの青年を装よそおっていた。


「アルセーヌ・ルパンかい？　ガニマール警けい部ぶがいるじゃないか。ベシュー──はちょっと違うけど、シャーロック・ホームズや明智小五郎とだってやりあってる。三世の方なら言わずとしれた銭ぜに形がた警部がいる」


「最初の二人は、知らんなあ」


「やれやれ。ほんとにものを知らん男だな。少しは本を読みなさい。本を」


「えー。読書ってめんどーやん？」


「なっ、なんてこと言うんだ！　そんな安直に投げ出すから、どんどん本を読む人間が減ってるんじゃないか。嘆なげかわしい。いいか蛇へび、そもそも書を読むということはだな……」


　と長い長い説教が始まる。


　銀髪の悪魔は、しまった、という顔をしたが、もはや逃のがれる術すべはなかった。脂あぶら汗あせを垂たらしたまま延えん々えん説教聞かされた末に、「すんませんでした。俺おれが間ま違ちがってました」と平へい伏ふくしてようやく解かい放ほうされた。


　眼鏡の悪魔はまだ言い足りないように鼻息を荒あらくしたが、
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「まあいい。いまは優ゆう先せん度どの高い案あん件けんから取りかかるとしよう。とはいえ、どうしたもんかな。興味深いイレギュラーだが、早いとこ修しゆう正せいしないと、我われらがクイーンがジェラシーのあまり暴ぼう走そうしてしまいかねない」


「だーいぶ、お冠かんむりみたいやしなあ」


「まさか一発でチャンネルを合わせるとはね。さすが雛ひな形がたというか……やっぱり、あの子も『女王』には違いないんだ。ふふ。いじらしいじゃないか。幼おさななじみのため、我が身も省みずにさ」


「褒ほめとる場合か」


「褒めるのは僕ぼくの勝手だろ。個人的には応おう援えんしたっていいんだ」


　と、うそぶきつつ、


「もっとも、だから手心を加える──なんてのは、僕はともかく、こっちのミスター・ハードボイルドが許ゆるさないんだろうけどね」


　そう言って、残る一匹の悪魔に視し線せんを向けた。


　最後の悪魔は腕組みをして椅子に座ったまま、じっと下界に意識を飛ばしていた。


　整った顔立ちだが、なぜか印象の薄うすい、目立たない容よう貌ぼうの青年だ。落ち着いた風格がある一方で、何に対しても興味がない無関心さも連想させる。


「どうする？」


　と、眼鏡の悪魔は尋ねた。答えをわかっていながら、あえて確かく認にんする口調だ。


　両目を半眼にしていた悪魔は、ゆっくりと目ま蓋ぶたを持ち上げて答える。


「是ぜ非ひもない」


　同時に、世界が、パッと入れ替かわった。


　そのときには三匹の悪魔は、いかにも人間らしい姿のまま、建築中の建物の中にいた。デスクや椅子はそのままだ。


　そこは放送塔の最上階だった。屋根はあるが、まだ壁が塞ふさがっていない。床ゆかもコンクリートの打ち放しで、剝むき出しの鉄てつ骨こつが天井を支ささえていた。あちこちにシートを被せられた資し材ざいが積まれており、作業用の梯はし子ごや足場も設せつ置ちされていた。いまは吹きさらしのまま、雨に打たれている。


　壁がないため、見晴らしだけは抜ばつ群ぐんだった。眼下に、夜の葛根市の全景が見える。そして彼らの人ならぬ目には、人工の家々を呑のみ込む緑の樹じゆ海かいの姿も映っていた。


「チャンネルを解放する。全国民オーナーを徴ちよう兵へいしろ。迎むかえ撃うつぞ」


　バールが静かに宣せん告こくする。ベルゼブブとベリアルは、好戦的な微び笑しようを浮うかべ、おどけた敬けい礼れいを返した。
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　古こ城じようは跡あと形かたもなく灰かい燼じんに帰した。まるで神々の逆げき鱗りんに触ふれたかのようだ。


　魔ま法ほう使つかいは険けわしい面おも持もちで城の跡地をにらんでいた。


　どのような魔法が働けば、かくも迅じん速そくな滅ほろびを実じつ現げんできるのか、魔法使いには見当もつかなかった。しかし、いま彼の脳のう裏りを占めているのは、滅びの魔法への驚きよう嘆たんでも、失われた古城への哀あい惜せきでもなかった。


　地下で出会った──再さい会かいした少女。彼女のことだけが、魔法使いのあらゆる思考を支し配はいしていた。


　彼女に会わなければならない。もう一度。なんとしても。


　だが、魔法使いが有する資し質しつの中で、もっとも冷静な部分は、ただ浮かれてはいなかった。彼をして無敗の戦士たらしめている資質は、彼女に危き険けんが迫せまっていることを的てき確かくに見み抜ぬき、警けい告こくしていた。


　あのとき過よぎった三つの影かげ。


　あれは人ではなかった。魔に属ぞくする何かだ。奴やつらが彼女を狙ねらっている。その予感があった。


　魔法使いにとって予感や予よ兆ちようは極きわめて重要な意味を持つ。看かん過かすることはできなかった。だがどうやって彼女に会えばいいのか。自分にできることが、何かあるだろうか。


　何もない。


　魔法使いはさっき拾った首くび飾かざりを握にぎりしめた。己おのれの無力が恨うらめしい。彼女を護まもると誓ちかいながら、肝かん心じんなとき、自分には打つべき手しゆ段だんが──


「──護る？」


　なんのことだ、と魔法使いは自問した。自分はいつ、そんな誓いを──





　いつの間に眠ねむってしまったのか、気が付くと離はなれには朝日が差し込んでいた。


　景けいは床ゆかから身体からだを持ち上げた。いよいよ、今日、決着がつく。すでに罠わなは張はった。あとは終業式の会場で、誘さそい出されたセルネットの刺し客かくを迎え撃つだけだ。いや、それだけではない。そのあとは、あの甲か斐い氷ひよう太たとも雌し雄ゆうを決せねばならない。自分が明日の朝日を拝おがめるかどうか、景には自信がなかった。


　それでも、そんなことは構かまいやしなかった。たとえどんな結果に転んでも、彼女に敵てきの手が伸のびる心配はなくなるのだから。


　景は寂さびしく笑って、傍かたわらの床を見た。そこには、一冊さつの古い絵本が置かれている。昨日はこの本を胸むねに抱いたまま眠ってしまった。自分の中に、まだそんな感かん傷しよう的てきな部分があるとは驚おどろきだった。


　感傷ついでに、景は絵本を手に取り、頁ページを捲めくった。そして中にある一枚まいのカードを取り出した。


　カードには見覚えのある筆ひつ跡せきで一言だけメッセージが書かれている。「苦しゅうない」。景は微び苦く笑しようを浮かべた。瞳ひとみが優やさしく細められた。


　ふと思いついて、景は文机に向かった。カードを裏うら返がえして置き、ペンのキャップを取る。遺ゆい言ごんでも書き残す心しん境きようで、決して届くことのないメッセージをそこに綴つづった。


　あなたを護らせてください。


　彼女と繰くり返したゴッコ遊び。これまで魔法使いの願いは、ことごとく拒きよ否ひされてきたが──どうかこの最後の願いだけは、受け入れて欲ほしかった。それが景の、最後に残った──





　──誓いを立てた。そう、確かに自分は、護ると誓った。


　魔法使いは立ち尽つくした。


　いま浮かんだイメージはなんだ。これまで魔法を行使するたびに呼び起こしてきた様々な心象。その中の最高の心象も比くらべ物にならない、鮮せん烈れつなリアリティがあった。


「……やはり、このままにしてはおけぬ……」


　だが、どうすれば？　魔法使いは歯は嚙がみした。焦しよう心しんのあまりおかしくなりそうだった。


　異い界かいに赴おもむくことはできない。それは自分の能のう力りよくを超こえていた。せめて彼女の元に警告を送ることができないだろうか。


　魔法使いは瞳を閉とざし、精せい神しんを研とぎ澄すませた。


　しかしできなかった。あの三匹の魔物だ。奴らが彼女との間に結ばれた魔法の繫つながりを、完全に断たち切ってしまった。


　改めて考えれば、あの魔の気配には覚えがある。魔法使いをずっと見張っていた視し線せん。あの視線と同じ気配だ。不審に感じながらも具体的な対たい応おうを怠おこたったつけが、こんなところで返って来ようとは。


「くそっ」


　魔法使いは口くち汚ぎたなく罵ののしったあげく、無力感に押おし潰つぶされた。


　自分の技量には自信があった。それがこの様だ。今回だけではない。いつも自分は、己の分を越えることばかりしてきた。ずっと無茶ばかり繰り返し、独ひとりで夜の戦場を彷徨さまよい続けた。


「……いや」


　魔法使いは顔を上げた。


　インスピレーション。


　あいまいでいて確かなひっかかりとなる、わずかな記憶が心の中に閃ひらめいた。


　自分はずっと戦ってきた。王国で異い邦ほう人じんを相手にするより、もっと「前」から戦いを続けていた。


　だが、独りではなかった。


　彼には、常つねに裏から彼を支ささえ、彼を鼓こ舞ぶし、共に戦う友がいた。


　いまもまだ、彼女の側に。


　そう思い至いたったときには、すでに魔法使いは二度目の精神集中に没ぼつ頭とうしていた。自分でも俄にわかに信じがたいほどの魔力が、裡うちから裡から吹ふき出してくる。気が付けば右手が、さっき拾った首飾りを、血の滲にじむほど握り締めていた。


　脳裏にうっすらと、現あらわれては消え、また現れる一人の少年。


　ずぼらで軟なん派ぱで脳のう天てん気きを装よそおいながら、真しん摯しで義ぎ理り堅がたく他人思いの面を持つ少年。


　冷静なようでいて情じように厚あつく、真っ先に危き険けんから逃にげるかと思えば、仲間の窮きゆう地ちにあっては絶ぜつ対たいに信しん頼らいを裏切らない少年。


　魔法使いの口が、呪じゆ文もんを唱え、世界の壁かべを乗り越えて、彼方かなたへと魔法を飛ばす。


　魔法──すなわち名前。


　かの少年の名は……





　　　　◆◆◆◆◆





　誰だれかに呼よばれた気がして、水原は目を覚ました。


　部屋は暗く、静かだった。自宅の自室。両親はクリスマスを祝う旅行に出かけ、家には彼しか残されていない。聞こえてくるのは微かすかな雨音だけで、人の気配は感じない。むろん、彼に呼びかける者など、どこにも存そん在ざいしていない。


　──夢ゆめでも見たか……


　思い出せない。まあ、いいさ、と水原は唇くちびるを歪めた。どうせ、ろくでもない悪あく夢むに決まっているのだ。


　水原の部屋は荒あれていた。明かりはついていないが、その荒れ具合ははっきりわかる。住人の内面が、そのまま表されているように、様々な物がばらまかれ、すべてが適てき当とうに放り出したまま放置されていた。きれい好きを自じ認にんする彼にとって、そんな自分の部屋を見るのは、初めてのことであった。


　いまも水原は土足のまま部屋に上がり、ベッドメイクはおろか長いことクリーニングにも出していないシーツにくるまっている。布ふ団とんと毛もう布ふがでたらめに重なって、なんとか寒さを防ふせいでいる有様だ。


「ハッ」


　強い自じ嘲ちようを滲にじませながら、水原は枕まくら元もとの灰はい皿ざらを引き寄せた。すでに一いつ杯ぱいになっていた灰皿から、灰がベッドの上にこぼれ落ちる。しかし彼はシーツが汚よごれるのを見ようともせず、むしろわざと乱らん雑ざつな手つきで灰皿をベッドに置いた。


　着たままだったブルゾンのポケットに手を突つっ込こみ、煙草たばこのパッケージとライターを取り出す。煙草をくわえて先に火を点つけながら、


「……そういや、今日ってまだイブだよな……」


　それとももう日付は変わっただろうか。水原はごろりと半分身体を回転させてベッドの下に腕うでを伸のばした。携けい帯たい電話を探さがしているのだ。


　指先がストラップを引っかけた。携帯を引っ張り上げながら、再ふたたび身体を回して仰あお向むけになる。その動作でマットレスがバウンドし、乗っていた灰皿からさらに大量の灰がこぼれた。


　携帯を顔の上に持ってきて開く。光る画面が眩まぶしく、わずかに目を細くする。


　だが、水原の両目は、携帯の画面を確かく認にんするとまん丸に見開かれた。


「……なんだ、こりゃあ？」


　着信数、六十二回。


　メール、二十七通。


　異様な数だった。


「……どっかの出会い系けいにでも晒さらされたか？」


　思わずつぶやいたが、その可か能のう性せいが低いことはわかっていた。水原は自分の個人情じよう報ほうには極きわめてデリケートだ。彼は携帯を複ふく数すう所有していて、この携帯は、例えば軟なん派ぱした女の子に教える番号の物ではない。この携帯の番号を知っている人間は、ごく限かぎられているのである。


　水原は怪け訝げんな眼まな差ざしで着信記録を改めた。そしていよいよ眉まゆをひそめた。着信はビーグルからだった。他にも、最近連つるみだした元ＤＤの番号もあったが、大半はビーグルだ。


　念のためメールの方も確認する。予想通り、こちらもビーグルだった。件けん名めいは『連れん絡らくしろ』『重要』『超ちよう重要』『どこだ、このバカ』『いいから電話取れ』等々。


「……要するにイタ電ね」


　そう決めつけて、水原はあっさり携帯を折り畳たたんだ。


「イブの晩ばんに暇ひまな奴やつだ。ま、俺様も人のことは言えんが」


　どこかで女の子をひっかけようと思わなかったわけではない。ただ、やる気が起きなかった。


　最近の水原は夜の街を彷徨さまよって過すごしているのだが、今夜ばかりは街に居いづらかった。飾られた街頭が華はな々ばなしく輝かがやいていて、居い心ごこ地ちのいい薄うす闇やみを隅すみへと追いやってしまったからだ。通りは熟じゆく成せいされた幸せムードで噎むせ返りそうだし、道行く人間はどいつもこいつも笑え顔がおを浮かべて足を弾はずませている。厚こう顔がんを誇ほこる水原といえど、さすがにうんざりした。だから、独ひとり自宅で酒を呷あおり、とっととふて寝ねすることにしたのである。


「そういや、ビーグルは店で騒さわいでんだよな。ひょっとして呼び出しか？」


　いずれにせよ、今日はもう動こうと思わない。ましてや外は凍こごえそうな雨だ。わざわざ出かけるよりは、ここでこうして布団にくるまり、「もっと降ふれ～もっと降れ～」と呪のろいをかけている方が気分に合っていた。


　──呪い、か……


　水原は自分自身の想そう像ぞうに、苦々しく嘲笑した。


　いま、あなたは呪われていると言われれば、水原はあっさり納なつ得とくするだろう。呪わしいと貶けなされても反はん論ろんはしない。これでも一いち応おう、自覚はあるのだ。まだ。


「ま、だいぶ堕おちたわな。秋あき頃ごろまでは、もうちっとまともだった──気がするだけか？」


　その前はどうだっただろうか。例えば去年のクリスマス・イブは。


「あんときゃ、どたばたしてたからなあ……」


　と水原は独りごちた。


　いやいや。どたばたなどというものではない気がする。恐おそろしく真しん剣けんで、必死になって駆かけ回っていたような気がするが……どうも最近、昔のことが思い出せない。


　ただ、これだけは確たしかだ。そのころ自分は、いまの何十倍、何百倍も充じゆう実じつしていた。まともに生きていた。いまの自分は死体に等しい。それも、腐ふ臭しゆうをまき散らす類たぐいの、質たちの悪い死体だ。いっそ焼かれてしまえと自分で思うほど、ぶすぶすと腐くさっていた。


　水原は再び携帯を広げた。


　指がのろのろとボタンを探さぐり、電話帳のメモリの中から、もうずっとかけていない番号を表ひよう示じさせる。


　海うみ野の千ち絵え。


　姫ひめ木き梓あずさ。


　皆みな見み茜あかね。


　そして、久美子、香か苗なえ、由ゆ紀き。


「……ち」


　パチンと音を立てて携帯を閉とじる。


　実を言うと、これらの番号やアドレスを表示するのは珍めずらしいことではない。ぼうっと呆ほうけているときや、呼こ吸きゆうすら忘わすれてしまいそうなとき、水原は、自分の指が勝手に動いて、彼女たちに信号を送ろうとしているのに気付くのだった。


　しかし、通話ボタンや送信ボタンを押したことはなかった。長いこと表示したままのときもあれば、いまのようにすぐ携帯を閉じることもあるが、連絡を取ったことは一度もない。


「電話して……なんて言うつもりなんだよ。あん？」


　彼女たちは、いまごろどこかでパーティーでも開いているかもしれない。そこに、いまの自分が連絡するなど、馬ば鹿かげている。


「……明日は誰か適当な女探すかな……」


　そうだ。去年のイブだけ思い出すからいけない。一昨年のイブは、結構よろしくやっていたはずだ。その前の年も、その前の年だって……


　──……いや、待て。そうでもねえな。


　思い出そうとして水原は顔をしかめた。色いろ恋こい沙ざ汰たには事欠かない彼だったが、どういうわけかクリスマス・イブの思い出となるとろくなことがない気がする。デートの最中に呼び出しを喰くらったり、徹てつ夜やで敵てきを待まち伏ぶせたりで、女の子どころか野や郎ろうと過ごした回数の方が多いような気さえ……


「敵を……待ち伏せ？」


　──それも、野郎と？


　水原は顔をしかめ、それから思い出した。そうだ。昔、コンビを組んでた、あいつ……


　名前はなんだったが……水原はもう一度携帯の電話帳を調べた。


　あった。こいつだ。


　物ものの部べ景。


　最近じゃ名前を思い出すこともなかった。どんな奴やつだったか……案外長いつき合いだったはずだが……


「……くそっ。思い出せんっ」


　苛いら立だたしく吐はき捨すてて、水原は短くなった煙草たばこを灰はい皿ざらに突っ込んだ。


　ずきりとこめかみが痛いたむ。水原は顔を歪めて、もう一度ポケットに手を伸ばした。今度取り出したのはプラスチックの容よう器き。市し販はんの頭痛薬だ。


　カプセルはやめた水原だったが、近頃は違うドラッグを試ためすことが多い。酒量は以前と比くらべ物にならないし、煙草も数える気をなくすほど吸うようになった。おかげで飯がまずく、たまに食事を取ってもろくな物は口にしていない。頭痛と吐き気は半ば慢まん性せい化かしつつある。不ふ眠みん症しようなどとっくの昔だ。情じよう緒ちよの起き伏ふくも派手になり、抑おさえが利きかなくなった。この自分が些さ細さいなことでキレて喧けん嘩か沙ざ汰たを起こすなど、半年前なら鼻で笑っていたところだ。


　水原は数を確認もしないで頭痛薬を口に放ほうり込んだ。そのまま呑のみ込もうとしたとき、まるで狙ねらっていたように胃いが痙けい攣れんし、吐はき気に襲われた。


　跳はね起きて咳せき込んだ。飲みかけた薬が唾だ液えきにまみれてシーツを汚よごす。急に動いたものだから、灰皿も逆さかさまになって灰をまき散らしていた。


　思わず、笑った。まるで廃はい人じんだ。


「……だっせぇ」


　もういいや、と水原は唐とう突とつに思った。そして、糸が切れたように、一いつ切さいの力を抜いて身体からだを投げ出した。


「──てッ」


　横たわったベッド。背せ中なかに固い違い和わ感があった。ライターでも下した敷じきにしたのか。水原はうざったそうに身体の下へ腕を回し、指先に触ふれた感かん触しよくに眉をひそめた。ライターではない。


　水原はそれを引っ張り出して掲かかげた。シャラリと鎖くさりが手首に絡からみついた。


　クロスのペンダント。


　顔が硬こう直ちよくし、色を失った。


　ガバッと上半身を起こす。目を剝むいて、クロスを見つめる。


　──これは……！


　動どう悸きが速まった。もはや廃はい墟きよと化し、瓦が礫れきに埋うずもれていた水原の心の奥おくで、地の底から地表に脈打つ、マグマのような熱が生じた。


　──これ……これ、なんだっ？　なんで俺、こんな動どう揺ようしてんだ!?


　なんと呼べばいいかわからない感情が、胸むねの中を搔かきむしった。のどがからからに渇かわき、耳の奥おくで耳鳴りがしていた。


　再び頭痛と吐き気がぶり返した。


　水原は両目を閉じ、歯を食いしばった。乱みだれそうになる思考を、死に物もの狂ぐるいで維い持じし続けた。


「クソッたれっ。こんなもんがなんだ！」


　あいつが味わっていた苦痛は、こんなものではない。あいつが耐たえ続けた苦痛に比くらべれば、この程てい度どの苦しみなど屁へでも──


　──あいつ！


　稲妻のように脳のう裏りに浮かぶ影。


　目に焼き付く、ブルーの人影。


　水原は握り締めたクロスに視し線せんを落とした。あのブルーのローブ──いや、ウィンドブレーカーだ！　あのウィンドブレーカーの首元で、このクロスはいつも、銀色に輝いていた。


　それを、身にまとっていたのは──





　アジトに張り付いた深夜二時。二人の未成年者は不法侵しん入にゆうした空き家のベランダで時間を潰つぶしていた。片かた方ほうは怠なまけ者のように手すりにもたれかかって持ち込んだゲーム機をカチャカチャ鳴らし、片方はなんとこの暗さの中で文庫本を広げている。


　なあ、と水原はゲーム機の画面をのぞいたまま尋たずねた。んん、と気のない返事が返った。




[image: ]


　前から聞こうと思ってたんだけどさあ。なんでそんな、でけえコート着てるわけ？


　コートじゃない。ウィンドブレーカーだ。


　いや、どっちでもいーし。


　水原はカチャカチャとゲーム機を叩く。音を絞しぼっているので、いまひとつ盛もり上がらない。


　しばらく沈黙が続いたため、てっきり話は終わったものと、質しつ問もんした水原の方は思っていた。


　……格かつ好こう良よくないか？


　カチャカチャカチャカチャ。あと少し。あと少しでボーナス・ステージだ。


　カチャカチャカチャカ……


　水原は顔を上げて──え？


　相棒はなんでもない様子で文庫本を捲めくっていた。なんでもない様子のわりには、横顔は耳まで真っ赤だ。


　水原の手元で、最後のライフポイントが消失する。画面に「ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ」の文字がチカチカと──え、なんだって？


　なんでもねーよ。


　相あい棒ぼうはいつになく憮ぶ然ぜんとした声と台詞せりふで、ぶっきらぼうに──





　部屋の空気が揺ゆれ動いた気がして、水原は素す早ばやく顔を上げた。


　部屋の中、目の前に一いつ瞬しゆん、人ひと影かげが現あらわれて消えた。小こ柄がらでほっそりとした人影だった。


「おいっ！」


　水原は空中に手を伸ばした。すでに幻まぼろしは消えている。部屋は暗く、ただ窓まどの外の雨だけが、静かな音を立てていた。


「……幻げん覚かく？」


　違ちがう。幻覚じゃない。いま自分は、確かに見た。それにさっき……さっき何かの記き憶おくが。


　居いても立っても居られなくなり、水原はベッドをあとにした。物が散らかる自室の中を、踏ふみつけながらぐるぐると歩いた。


　と、雨音の中に振しん動どう音が加わった。携けい帯たいがメールを着信している。慌あわてて取り上げると、またしてもビーグルからだった。


　そのメールは本文がなく、タイトルだけしか記されていなかった。『カプセルのんで、外を見ろ』とある。


「……なんだと？」


　どういうつもりなのか。第一水原はカプセルから手を引いた。いまだって手元には一粒つぶも……


　ハッとして水原はつかんでいたクロスを見つめた。そうだ。この中に。


　なぜそんなことを知っていたのかわからないが、水原は直感のままクロスを捻ひねった。すると、クロスは音を立てて二つに折れ、中の空くう洞どうからカプセルが二錠じようこぼれ落ちてきた。


　水原は唾つばを飲み込んでしばらくカプセルを見つめていた。そして、思い切ったように口の中へ放り込み、奥おく歯ばで嚙かみ砕くだいた。


　忘わすれかけていた怒ど濤とうの快かい感かんが、弱り切った水原の心身を打ちのめした。彼は膝ひざを屈くつして床ゆかに崩くずれた。だが意い識しきは失わなかった。混こん沌とんとした荒波に揉もまれながら、床ゆかの物を押しのけて這はいずり、窓まどに近寄った。


　カーテンを引きちぎる勢いきおいで寄せ、窓ガラスを開ける。流れ込む冷気と雨が顔に当たって、ゆだりそうだった脳のうを覚ましてくれた。水原は外を見た。


　雨の降ふる冬の夜。街頭の明かりですら薄うす暗ぐらい印象を与あたえている。


　目の前に樹じゆ海かいがあった。


　水原は喘あえぎ声をもらした。


「マジかよ……」


　樹海は静かに息を潜ひそめていた。だがそのリアリティは圧あつ倒とう的だ。見れば、手元の窓まど枠わくにも枝えだが伸びている。水原は恐おそる恐る手を伸ばし、指先が濡れた樹皮を素通りするのを見て慌てて引っ込めた。


「幻覚……カプセルのせいか！」


　だが、この広大さはどうだ。窓から見える街路は、完全に緑に覆おおわれ尽つくしている。この一帯だけが、こうなのだろうか？　それともまさか市全体が？


　そのとき視界に動くものを捉とらえ、水原は視線を下に下ろした。自じ宅たくの玄げん関かん。そこにさっき一瞬見た小こ柄がらな人影がいた。停めてあるバイクを指差し、再び消える。


「何が……」


　何が言いたい、と口にしそうになり、その前に脳のう裏りで答えが弾はじけた。


　映えい像ぞうが浮かぶ。離れだ。離れに二人の少女がいる。雨の中、表通りへ移い動どうしていく。


　──えっ？


　街を──樹海に呑のまれた街を走る二人の少女──そして、彼女らを狙ねらう三匹びきの──


　──梓ちゃん？　千絵ちゃん!?


　分ぶ厚あつい闇夜を貫つらぬいて差し込む、日輪の光のように。


　その天てん啓けいは、水原を打った。


　水原は自分でもわけのわからない──しかし絶対に無視するわけにはいかないと確信させる予感に突き動かされ、部屋を飛び出した。


　階段を駆け下り、玄関の外に出る。


「鍵かぎ！」


　ブルゾンとジーンズのポケットを片かたっ端ぱしからひっくり返し、ようやくバイクのキーを取り出した。鍵穴に差し込み、捻ひねる。車体を押す。車道へ。スターター。またがって──クラッチ。


　エンジンが唸りを上げた。雨が全身を打つ。凍いてつくような冷たさだ。だが気にしない。むしろ心ここ地ちよい。胸の奥で、身体からだの芯で、手足が震ふるえるほどの興こう奮ふんが吠ほえていた。


　回転数を上げる。メーターが跳はね上がる。まだクラッチは繫つながない。クロスのペンダント。邪じや魔まにならないよう首にかける。息が詰まりそうになる。歯を食いしばって、全身の震えを止める。





　頼たのむ──





　幻聴がした。懐なつかしい声だった。


「言われるまでもねえ──」


　水原は歯を剝むいて笑い、夜の街へと全力で飛んだ。





　　　　２





　マンションの前の通りに出ると、樹じゆ海かいはそのスケールの大きさを、いよいよ露あらわにした。


　太たい古この地球を覆おおっていたような巨きよ大だいな樹木が、所狭しと並ならんでいる。空は枝葉に蓋ふたをされ、緑の吐はき出す微び細さいな水すい滴てきが霞かすみとなって立ちこめていた。


　その中に埋うずもれた鉄筋建けん築ちくや歩道橋は、遥はるか昔の遺い跡せきとしか見えなかった。人類が一人残らず滅ほろび去ったのち、再ふたたび植物が栄えい華がを取り戻もどした地球。そんな途と方ほうもないイメージだった。


　梓は言葉をなくしたまま、千絵のあとについて走った。これはすべて幻まぼろしだ。頭上の葉を通り抜けて降ふり注ぐ雨が、何よりの証しよう拠こである。


　だが梓は、すでに何度も突き出た木の根に足を取られていた。意い識しきしているとすり抜けられるのに、気付かないでいると引っかかることがあるのだ。


　存在があいまいで、実在の度合いが呼こ吸きゆうするように揺ゆらいでいた。二人は傘かさも差さないまま、その不ふ確かく実じつな世界の中を走っていた。


　──これが、『王国』。


　景のいる、世界……


「梓さん！」


　前を走っていた千絵が足を止めて叫んだ。


　真まっ直すぐに伸びる車道の先。交差点の辺り。


　そこに、十匹近い猛もう獣じゆうがいた。


　豹ひように似にた四足獣もいれば、狒ひ狒ひのような人間に近いものもいる。爬は虫ちゆう類るいらしき生き物もいた。似通った獣はいても、全く同じ種類の獣はいない。


　しかし、彼らにはいくつも共通点があった。どれも人間ほどもある大型獣だ。獰どう猛もうな唸うなり声を出し、梓たちへの敵てき意いを剝むき出しにしている。そして、動きや顔つきに、人間くさい知性を感じさせた。


「何よ、あなたたちっ！」


　千絵が獣けものの群むれに向かって誰すい何かした。


　──まさか、人間!?


　察した瞬しゆん間かん、さっきまで猛獣に見えていた者たちが、若わかい男女に姿すがたを変えた。だが、受ける印象はそのままだ。正気を失った目つきで、涎よだれを垂たらしたまま奇き声せいを張り上げている。


　千絵が梓の側に後あと退ずさりながら、


「拙まずいわ。こいつら全員カプセルユーザーよ。しかもトリップしてるみたい……」


「……みたいね」


　──でも。


　梓は千絵を庇かばうように立ち、油断なく目を光らせた。


「トリップしてるにしては、妙みように統とう制せい取れてない？」


「春にファプルで見たユーザーの反はん応のうと同じだわ。バールに操あやつられているのかも」


「てことは……」


「ええ。こっちの動きはバレてるみたいね」


「……なるほど」


　──上等じゃない。


　ユーザーたちは一歩一歩間合いを詰めてきた。梓たちを包囲する形だ。二人は彼らに合わせてジリジリと後こう退たいした。


　梓の視し線せんが何度も敵の間を行き来する。ユーザーたちの敵意は明めい確かくで、交こう渉しようの余よ地ちがあるとは思えない。そもそも、交渉が成り立つような理性が残っているかも怪あやしいものだ。


　バットを下げている男が一人いるが、それ以外は丸まる腰ごしだ。とはいえ、動作は決して鈍にぶくない。闘とう争そう本ほん能のうを剝き出しにしたような挙動は、夏にファプルで対たい峙じした坂田啓けい介すけに似通っている。となれば、ナイフ等の武ぶ器きを携けい帯たいしていないにしても、容よう易いならぬ敵となるだろう。


　──この人数が相手じゃ分が悪い。それに、いちいち相手しても意味はない。


　梓は手に持っていたウィンドブレーカーを、素す早ばやく腰こしに巻まき付けた。そして、千絵の手をつかみ、一目散に駆かけ出した。


　男たちが一いつ斉せいにあとを追う。


「あ、梓さんっ？」


「来てっ。場所を変える！」


　梓は千絵の手を引いたまま、来た道を引き返した。角を曲がって路地へ飛び込む。水たまりを踏む靴くつ底ぞこが、派は手でに水すい滴てきを跳ね上げた。


　路地を抜けた。


　が、隣の通りにも似た状じよう態たいのユーザーが二人、梓たちを待ち構かまえていた。どちらも男。体格も悪くない。


「ちっ」


　千絵の手を放して一気に速度を上げる。


　片かた方ほうが叫さけび声を上げて両手を突き出してきた。構わず間合いを詰つめる。が、突とつ如じよ男の両りよう腕うでから剛ごう毛もうが生えたかと思うと、次の瞬間、両腕は太い前足に変じ、体格が歪いびつに歪ゆがんでいた。


「ええ!?」


　反はん射しや的に脇わきへと避よける。よろめき、濡れた路面に尻しり餅もちをついた。その目の前で、体重にして梓の三倍はありそうな、巨きよ大だいな虎とら──らしき獣が太い唸り声をもらしていた。


　──げ、幻げん覚かく!?


　だが、目の前で呼こ吸きゆうする生き物は、幻覚とは信じられない質しつ感かんを備そなえていた。


　虎が唾だ液えきを垂たらしながら首を巡めぐらせる。黄色い瞳ひとみに攻こう撃げきの意い志しが光った。


　梓は本能的に身体からだを投げ出していた。服や髪かみが地面で濡れるのも構わず、転がって距きよ離りを開ける。


　虎の一撃は空を切った。だが、前足の爪つめでひっかいただけの動きは、梓の肝きもを冷やすのに十分だった。


　梓は転がる勢いきおいを利用して立ち上がった。が、その動きが途中で止まった。背中に固い物が当っている。木の幹だ。梓は慌あわてて立ち上がり、すり抜ぬけようとした。


　できない。


「じょ、冗じよう談だんでしょっ？」


　手を這はわせたが、アスファルトの真ん中から生えた樹木は、本物と同じ手て応ごたえを返してきた。樹皮の堅かたさが、しっかりと伝わってくる。


　急いで左右を見れば、どちらも茂しげみに塞ふさがれていた。樹海の真ん中。獣けもの道みちすらない、原生林のただ中だ。しかも、今度は本物の感かん触しよくがある。


　梓が呆ぼう然ぜんとする間に、虎が襲おそいかかってきた。最初の一撃は外れた。だが、虎の爪は固い樹皮を抉えぐり取り、凶きよう悪あくな傷きず跡あとを残していた。まともに喰くらえば、人体など一ひと溜たまりもないに違ちがいない。


　虎はさらににじり寄ると、梓の目の前で上半身を持ち上げた。巨大な胴どう体たいを伸ばし、太い牙きばを剝むき出しにして咆ほう吼こうを上げる。腹はらに響ひびく、生の咆吼だ。足が竦すくんだ。前足がすぐ側に迫せまるが、身動きできない。


「梓さん！」


　千絵が叫んで後ろから傘かさで殴なぐりかかった。思わず悲鳴を上げそうになった。あまりに無む謀ぼうな行動に思えたのだ。


　しかし虎は攻撃を嫌きらって身体を離した。梓は震ふるえる両足に活かつを入れ、飛び出して千絵の手を取った。


「こっちに！」


　そのまま走る。だが、今度はもう一人のユーザーが行く手を阻はばんだ。近づくにつれ変化が起こり、両手を地面についたかと思うと、次の瞬間には精せい悍かんな狼おおかみに姿を変えた。


　──こいつも！


　梓は千絵の手から傘を奪うばい、威い嚇かくするように鼻先で広げた。反射的に狼の動きが止まる。その隙すきに、再びその場から逃げ出した。


「どうしたの、梓さん！　あんな奴やつら、いつもみたいに」


「千絵はカプセルのんでないからわからないんだよ！　あいつら虎や狼に──」


　走りながら振り返る。そして思わず目を丸めた。


　──え？


　背はい後ごに見えるのは人気のない裏うら通どおり。そして、獲え物もののあとを追いかけてくる二人の男の姿だった。


　──戻もどってる？


　奴らだけではない。さっき固い感触を感じた周囲の樹木が、再びすり抜けられるようになっていた。幻覚に戻っているのだ。


「ど、どうなってるの？」


　とにかくここに留とどまっても仕方がない。梓は理由のわからないまま先を急いだ。追撃を躱かわすため、幾いく度ども道を変え、ビルとビルの隙間を通り抜けた。


　深夜とはいえ街中である。何人かの通行人ともすれ違った。この真夜中、二人の少女が傘も差さずに全力疾しつ走そうしているのだ。ほとんどの者はぎょっと立ち止まり、奇き異いの目で二人を見送った。梓としては下手に呼び止められるよりは好都合だ。


「──猛獣に？」


「そうなの！　幻覚だと思ってた木まで手で触さわれたし──」


　梓は走りながら千絵に説明した。千絵は遅おくれず梓に続きながら考え込んだ。ここ数か月の経けい験けんの成果なのか、梓のペースに合わせて走り続けているのに、千絵はわずかに息を乱みだしているだけだった。ショートカットにしたせいもあり、以前の数倍もタフに見える。


　と、そのとき静かだった夜の街に、女性の悲鳴が響ひびき渡わたった。わずかに遅れて男の叫び声。二人は反射的に足を止める。アーケード街のある表通りからだ。


　梓と千絵は一瞬視し線せんを交かわしたが、すぐにルートを変へん更こうして表通りを目指した。


　アーケード街に出る。その出鼻をパンク風の男に襲おそわれた。男は瞬時に異様に長い牙を持つ獣──サーベルタイガーに変じて鋭するどい威い嚇かくの声を上げた。


「くっ！」


　パッと左右に分かれて、梓と千絵は攻撃をやり過ごす。そのまま相手にすることなく先へと走る。


　全力で走って背後に視線を投げたとき、男はもう元の姿に戻っていた。やはり幻覚なのか？　だが、間かん一いつ髪ぱつ避よけてすれ違ったときには、獣の体たい臭しゆうすら嗅かいだ気がしたほどだ。梓は疑ぎ問もんを抱かかえたまま闇やみ雲くもに走り続けた。


　クリスマス・イブとはいえ、所しよ詮せんは地方都市のアーケード街である。どの店もすでにシャッターを下ろしている。だが、その一角。複ふく数すう台の自じ販はん機きが設せつ置ちされた屋根付きの休きゆう憩けい所じよに、ひと組の男女がいた。ユーザーに囲まれ、恐きよう怖ふの悲鳴を上げている。


　梓は素す早ばやく敵てきの数を数えた。全部で四人。内一人は同年代の女だ。思ったよりは少人数だが、正面からやり合うには分が悪い。ましてや敵は、獰どう猛もうな獣に変身するのだ。


　──どうするっ？


　駆けつける梓たちに、ユーザーたちも気が付いた。若わか者ものたちを取り囲んだまま、迎むかえ撃うつように構えを向ける。


「梓さん！」


　と隣となりを走る千絵が怒ど鳴なった。


「バールは『王国』の召しよう喚かんに百人以上のユーザーを利用してるわ。たぶんそいつらが中ちゆう継けい点になってるのよ。奴やつらの側に近づくと、そこだけ悪あく魔まが実体化するのかもしれない！」


　そうか。そう考えれば、走って離れたあと連中の姿が元に戻ったのも納なつ得とくがいく。


「どうすればいいのっ？」


　千絵は、梓の手の中の傘を差して、


「先せん制せい瞬しゆん殺さつ！」


　明めい快かいな回答に、梓は太ふて々ぶてしく笑った。


　敵中へ躍おどり込こむ。


　手前の男が間合いを詰めた。肩かたが盛もり上がり、熊くまに似にた獣へと姿が変わる。その変化する最中の顔面に傘の先を突き入れた。


　正確に鼻頭を打つ。熊へと姿を変えながら、男が顔を仰のけ反ぞらせた。がら空きになった鳩みぞ尾おちへ、梓はスニーカーの底を叩たたき込んだ。


　熊男が身を折るのを後しり目めに、右隣にいた優やさ男おとこへ狙ねらいを移うつす。優男の変化も始まっていた。こちらは狐きつね──それも頭が二つある。その片方の首へ、手の中で回転させた傘の柄えを引っかけた。


　ぐっと引き寄せ、牙きばをむきかけたあごへとジーンズの膝ひざを叩き付ける。引き下ろす力はそのまま緩ゆるめず、相手の体たい勢せいを完全に崩くずす。梓は、前のめりになった後頭部の真上へと、振り上げた踵かかとを振り下ろした。残りの狐面がアスファルトに衝しよう突とつし、それきりピクリとも動かなくなった。


　──千絵は？


　横目で相あい棒ぼうを確かく認にんすると、千絵は女のユーザーと対たい峙じしていた。つかみかかろうとする動きを見切り、躱し様に足を引っかける。女が転てん倒とうすると、「やあ！」と気合いを入れながら踏みつけた。なかなかどうして、様になっている。体力だけでなく、荒あら事ごとの経験も積んできたらしい。


「そういえば、ホームズも格かく闘とう技ぎの達人だったっけね」


　梓は痛つう快かいな微び笑しようを浮かべた。しかし、敵はまだ一人残っていた。一番小こ柄がらな男だが、梓が二人を相手にしている間に、すでに変身し終わっている。茶色の斑まだら模も様ようを持つ、巨きよ大だいな山やま猫ねこだ。


　山猫は梓の足にぶつかってきた。躱しきれずにバランスを崩す。体重差が物をいい、梓は地面に押し倒された。


　──しまった！


　抜け出そうと足あ搔がく目の前に、短い剛ごう毛もうに覆おおわれた鼻はな面づらが迫せまってきた。唸うなり声と共に吐はき出される息が、梓の首くび筋すじにねっとりかかる。辛かろうじて身体からだの間に傘を差し込み、それを押しやるようにして密みつ着ちやくされるのを防ふせいでいた。だが、その程てい度どではなんの効こう果かもない。いま爪つめや牙を立てられれば、それでアウトだ。


「くっ」


　必死に身をよじって地面の上を這はう。だが、山猫も取り押おさえた獲え物ものを逃にがそうとはしなかった。千絵が助けに駆かけ寄よろうとしたが、山猫が吠ほえて威い嚇かくすると動きを止めた。


　しかし、それは梓が反撃に出る隙すきになった。梓は身体を丸めるようにして開いた隙間に両足を入れると、渾こん身しんの力を込めて山猫の胴体を蹴けり上げた。


　巨体が空中に浮うかぶ。梓は束そく縛ばくから解かい放ほうされたが、投げ出された山猫も空中で身を捻り、鮮あざやかに着地してのけた。梓が立ち上がるのと、ほとんど同時に再び襲いかかる。


　逃げ場がない。梓は全身を強こわ張ばらせた。が、そのとき斜ななめ上に垂たれ下がる茶色い蔦つたに気が付いた。


　──そうだ。さっきと同じなら！


　とっさに腕を伸ばして蔦をつかむ。蔦は手のひらの中にしっかりと握にぎり締しめられた。


　山猫が飛びかかった。梓は地面を蹴り、逆さか上あがりの要よう領りようで身体を持ち上げた。


　体重がかかるとガクンと蔦が下がる。梓はひやりとしたが、山猫の爪つま先さきは、空中に投げ出した彼女の背中の下を掠かすって抜けた。


　躱かわされた山猫が身体を捻って上を見上げる。その、動きが止まる一瞬を狙ねらって、反動を付けた梓は回し蹴りを炸さく裂れつさせた。蹴りは山猫の頭部に命中した。しかも背中を捻っていたところを狙ったため、打撃の衝しよう撃げきがすべて首に集中した。


　山猫はその場に崩くずれ、意い識しきを失った。同時に蔦の感触が消え、梓はアスファルトに落下。腰こしを打ち付けた。


「イテテ……」


　──なるほど。意識をなくすと、元に戻るのか……


　すでにユーザーの変身も解とけている。梓は腰をさすりながら立ち上がった。


　千絵はマジマジと目を見開いて、梓と空中を交こう互ごに眺ながめていた。


「……梓さん。いま少しだけ空中浮ふ遊ゆうしなかった？」


「凄すごいでしょ？　必殺技なの」


　梓は痛いたみに顔をしかめながらウィンクした。そしてまだ休きゆう憩けい所じよで震ふるえているカップルの側に近づいた。


「な、なんだよ、そいつら……ば、化け物に……」


　男の方が青い顔でつぶやく。「やっぱり見えるのね」と梓は言い、握った拳こぶしで男の頭を殴なぐった。


　愕がく然ぜんとする男に向かい、


「出しなさい」


「え？」


「カプセル！　クリスマスにドラッグなんかキメてんじゃないわよっ」


　男はまだ半分パニック状じよう態たいのまま、素す直なおにカプセルを差し出した。


　千絵が呆あきれた顔で、


「それであんなに怖こわがってたわけか。無理して助けることもなかったわね」


　男はユーザーたちを見るのと変わらない目で、梓と千絵の二人を見つめていた。


　と、突とつ然ぜん、


「キャー！」


　男の後ろで震えていた女が、甲かん高だかい悲鳴を上げた。


　梓と千絵が振り返り息を呑のむ。新手のユーザーがあちこちの横道からアーケード街に現れていた。十人──いや、二十人はいる。


　ヒイイッ、と悲鳴を上げながら、カップルが逃げ出した。ユーザーたちは二人には見向きもせず、梓と千絵だけをにらんでいた。焦しよう点てんすら合わないくせに、どろどろした敵てき意いに彩いろどられている。


　二人は慌あわてて休憩所から飛び出した。しかし、すぐに行く手を塞ふさがれる。すでに包囲されているらしい。梓は厳きびしく周囲を見回したが、突とつ破ぱ口こうとなり得るような場所は、どこにもなかった。


「あ、梓さん……」


「……参ったわね。猟りよう銃じゆうが四、五本は必要だわ……」


　ユーザーたちは慎しん重ちように包囲を狭せばめていた。どの顔もカプセルの狂きよう気きで不気味に歪ゆがんでいる。梓は、彼らが側に近づくほど、周囲の樹じゆ海かいが存そん在ざい感を増ましていくのを感じた。彼女たちがいるアーケード街の一角が、濃のう密みつな樹木に覆われていく。


　いつの間にか雨足が強くなっていた。


　肌はだが切れそうなほど冷たい雨が、衣服の上から全身に染しみ込こんで来る。息は白く、小こ刻きざみに震えていた。


　──諦あきらめないわよっ。こんなところで……！


　梓の手が腰こしに巻まいたウィンドブレーカーに伸のびた。だが、その顔は苦く渋じゆうに満ちている。状じよう況きようは最悪だ。気力だけで打破できるものではない。


　だが、二人の窮きゆう地ちは、思いも寄よらぬ援えん軍ぐんに救われた。


　ユーザーの包囲が後ろから崩れ始めたのだ。


　野太く荒々しい叫び声がいくつも上がった。声を上げているのは、五、六人ほどの若い男たちだった。


　彼らは言葉を交かわす素そ振ぶりすら見せず、いきなりユーザーに襲おそいかかった。胸むな元もとをつかんで引きずり回し、力ちから任まかせに殴りつける。突とつ如じよ現れた新手の攻撃は、暴ぼう風ふうの如ごとく狂暴だった。人数は半分に満たないというのに、敵てき陣じんに飛び込むと瞬またたく間に散開し、ユーザーの包囲をかき乱みだした。


　虚きよを突つかれたユーザーたちが、個々に反撃を開始する。だが新手は怯ひるまなかった。勢いきおいを押し返されることもなかった。彼らは荒事に慣なれきっていた。一人一人の技ぎ量りようがプロと素人しろうとほども違ちがう。しかも彼らの顔には野や蛮ばん極きわまりない禍まが々まがしい笑みが張はり付いていた。喧けん嘩かを売ることを、心底から楽しんでいる。


「な、何こいつら──」


　梓は目の前の事態についていけなかった。そんな梓の腕を千絵が引っ張る。


「ＤＤだわ」


「えっ？」


　言われてようやく、梓は彼らが黒くろ革かわのジャケットやジャンパーを着ていることに気が付いた。言われてみれば、見覚えのある顔もいる。ファプルに立て籠こもっていた連中ではない。もっと以前の、セルネットと対たい抗こうしていた頃ころの武ぶ闘とう派は集しゆう団だん。あの、ドラッグ・ドッグズだ。


「ＤＤが、なんでここに？」


　疑ぎ問もんを口にしたとき、側にいたユーザーの一人が梓に迫せまってきた。梓が慌てて構えを取る。だが、そのユーザーは獣けものに変身するほど近寄るより前に、駆けつけたＤＤの男に殴り飛ばされていた。


　しかも、梓の側に寄った瞬間、彼は一匹ぴきの豹ひように姿すがたを変えていた。


　豹は、倒され、横たわるユーザーに駆け寄ると、情け容よう赦しやなく牙きばを入れた。そしてユーザーが身動きしなくなると、梓にはひと目もくれず、次の獲え物ものへと走り去った。豹の叫さけび声は梓から離はなれると人間の声になり、


「ヒャッホウ！」


　という叫びとなってアーケード街の乱らん闘とうに呑み込まれていった。


　彼らもカプセルをのんでいるのだ。おまけに、キレ具合では、トリップしているユーザーたちに引けを取っていない。むしろ、ユーザーよりひどい。


「おいっ。海野と姫木だな」


　立ち尽つくす二人に、ＤＤの一人が近づき声をかけた。男は変身しなかった。カプセルを服用していないらしい。駆けつけたＤＤの中では、一番まともそうな顔をしている。


　男は梓にキーを投げて寄越すと、


「ここ抜けた先に俺の単車がある。ホンダの赤だ。使いな」


「ま、待って！　あなたたちどういうつもりなの？　これはいったい何？　なんで助けてくれるのよ？」


　必死に尋たずねる梓を、男は面めん倒どうくさそうに見返した。


「そういう命令だ」


「め、命令って誰の!?」


「いいから行け。俺たちゃ別に、お前ら助けに駆けつけたわけじゃねえ」


　と、上うわ唇くちびるをまくるようにして、ニッと笑う。


「馬鹿騒ぎパーテイーに来ただけだ。クリスマスだからな」


　そう喋しやべる時間が隙すきになった。先に気付いた梓の警けい告こくが一いつ瞬しゆん遅おそく、男は後ろから忍しのび寄ったユーザーに殴りつけられた。


　男の身体からだがよろめく。だが彼は、怒るどころか不敵に鼻を鳴らした。


「ハッ。ケダモンに化けても、その程てい度どかよ」


　言下にカウンターを見み舞まう。ユーザーが吹ふっ飛んだ。梓の目から見ても感かん嘆たんを禁きんじ得ない、見事に体重の乗った一撃だ。


「こちとら年季が違うんだよ！　来やがれっ。目に物見せてやらあっ！」


　怒ど鳴なって梓に背を向けると、カプセルを口に入れた。男は真っ白な獅し子しに姿を変えて、乱戦の中に飛び込んでいった。


「……どうなってるの」


　つぶやく梓を、千絵が引っ張った。


「行きましょう、梓さん。チャンスだわ」


「でも千絵……っ」


「いいの。たぶん……いえ、きっと彼だわ」


「か、彼？」


　景のことではないだろうことは、千絵の表情を見ればわかった。だが、だったら誰のことなのだ。


　千絵はそれ以上の説明をせず、いよいよ激はげしさを増ます乱闘に背を向けて走り出した。梓は彼女の後ろに続きながら、訳わけもなく血が騒さわぐのを自覚した。





　梓と景の接せつ触しよくが、火ひ蓋ぶたを切ったのだ。


　長い間沈ちん黙もくを守っていたカプセルにまつわる多くのものが、いま一いつ斉せいに動き始めていた。





　　　　３





　梓と千絵が去ったカラオケルームでは、捨すて鉢ばちの大熱唱大会がぶっ通しで繰くり広げられていた。


　久美子や由紀はもちろんのこと、普ふ段だん大人しい茜や香苗まで、のども潰つぶれよとばかりにメロディーも音程も無む視しして絶ぜつ叫きようしていた。ボリュームはほとんど最大にまで上げていた。


　誰だれの選曲だとか、知らない歌か詞しだとかは気にしなかった。そもそも、まともな歌には聞こえなかった。とにかく大声を張り上げて、合唱し続けた。途と中ちゆう、顔見知りの店員があまりの音量を注意しに顔を出したが、四人の女の子が醸かもし出す異い様ような熱気を前にしてすごすごと引き下がるしかなかった。


　四人は音割れ上等の大音量の中、スピーカーが叩き出す振しん動どうに五臓ぞう六腑ぷを震わせながら叫んだ。余よ計けいなものを一いつ切さい合がつ切さい振り切って、声を限かぎりに叫び続けた。誰一人、止やめようとも止とめようともしなかった。


　これが祈き禱とうであることを、四人は理り解かいしていた。


　大昔の、まだ整理された宗しゆう教きようを持たない人々が、ただ魂たましいの命じるまま天地に捧ささげていたのと同じ、祈いのりの儀ぎ式しきだった。




[image: ]


　四人は狂くるったように歌った。


　身体から噴ふき出る熱を、声に乗せて、世界に放った。


　このような狂きよう乱らんを肯こう定てい的に捉とらえる人間は少ないだろう。少しでも良りよう識しきのある人々の目には、意味のない暴走にしか映うつらない光景だったはずだ。


　そして、事実その通りなのかもしれなかった。どれだけ声を張り上げてみたところで、それで何が変わるわけでもない。そんなことは、若い四人でもわかっていた。自分たちがしていることの不毛さは──ただ歌うことしかできない無念さは、他人に指し摘てきされるまでもなかった。


　だが。


　一方で、そうではないと、全身全ぜん霊れいで主張する自分たちもいた。当たり前の理屈を、頑がんとして拒こばむ自分たちがいた。


　願いはきっと叶かなう。


　努力はいつか報むくわれる。


　優やさしい人間は幸せになれる。


　素す晴ばらしい人間は素晴らしい人生を送れる。


　そう信じて止まない自分たちが、確たしかに存在しているのだった。


　そしていま、彼女たちは自分の中の声に従したがい、ムキになって歌を歌っていた。


　彼女たちを突つき動かすもの。それは、世に蔓延はびこるいかなるドラッグも足あし下もとに及およばない、生命の力のみが生成しうる麻ま薬やくだった。


　古来より、様々な願いに身を焦こがした、大勢の人間たちの間で服用されてきた麻薬。


　梓を動かし、千絵を支ささえ、水原を促うながしたものと全く同じ麻薬。


　のめば願いが叶うと、そう信じられ続けた、原始の麻薬だ。


　時間の感覚が狂っていたため、どれぐらい時が流れたのかわからなかった。


　突とつ然ぜん、ドアが開けられ、二人の男が部屋に乱入してきた。


　四人は歌うのを止めて、現あらわれた男たちに目を向けた。興こう奮ふんのあまり、怯ひるむどころか驚く者さえいない。逆に、彼女たちの神かみ懸がかった様子に、男たちの方が息を呑んで気後れする様子を見せた。


「……誰？　何？」


　異様に迫はく力りよくに満ちた目で、最年長の茜が誰すい何かした。


　男たち──髪かみを染そめ、粗そ野やな服ふく装そうで身を固めた、見るからに柄がらの悪いヤンキー二人は、顔を緊きん張ちようで白くさせ、ぴしりと背せ筋すじを伸のばして答えた。


「迎むかえに来ました。姐さん」


「姐あねさん？」


　茜が眉まゆをひそめ、ようやく落ち着きを取り戻もどした。


　よく見れば、二人は共に黒のライダージャケットをまとっている。親しく話したことはないが、見覚えもあった。ＤＤのメンバーだ。それも、ビーグルの下で働いていた古参である。


「あなたたち……いまごろなんだっていうのよ。迎えにって、私になんの用？　それに、どうしてここが？」


「姐さんもご存ぞんじでしょ？　ここのバイト長は、ＤうＤちにいた奴やつっスから」


　一人が答えると、もう片かた方ほうも頷うなずいて、


「姐さんを迎えに来たのは、ビーグルさんの指し示じっス。つっても──」


　と、あとを続けながら、ニヤリとする。


「ビーグルさんとしちゃあ、気を使ってのことだと思いますがね。なんせあの人ときたら……」


「ああ。変なとこで意地張るもんな。自分から呼びゃあいいのに」


　二人はやけに下品なにやけ顔で顔を見合わせた。ただ、下げ卑びた態たい度どの土台には、ほとんど絶対といえそうな信しん頼らいと忠ちゆう誠せいがあった。


「あの……人？」


　茜は思わず口に出していた。知らず鳥とり肌はだが立った。胸むねが早はや鐘がねを打ち始める。


　彼女の反はん応のうを見た二人は、素す直なおじゃないのはどっちもどっちか、という表ひよう情じようを浮うかべた。ヤンキーでジャンキーという最悪な人種にもかかわらず、腕わん白ぱくな子こ供どもを見る保ほ父ふのような表情だった。


　茜は深く息を吸すった。


　ついさっきまで歌っていた歌が、どこからともなく、聞こえてくる気がした。無む益えきと承しよう知ちで世界に怒鳴っていた歌が、遥はるかな距きよ離りを経へて木こ霊だまのように彼女のもとに帰ってきていた。


　ただ、茜はすぐにその歌に飛びつく気にはなれなかった。


「……あなたたち、いったいなんのことを言ってるの？　わたしは、ビーグルともとっくに切れてるのよ。もうＤＤとはなんの縁えんもないわ」


　震えながら、あえて頑かたくなに言った。


　返事を聞いたＤＤの二人は、少し目を鋭するどくして目配せを交かわし合った。


「……なるほど。ビーグルさんの言ってた通りだな」


　そうつぶやき、ＤＤらしい険けわしい眼まな差ざしに戻って、茜に告げる。


「失礼っスけど、姐さんの態度にかかわらず、無理にでも連れてくるよう言われてます。同行してくださいよ」


「…………」


　茜は答えない。ＤＤの二人は仕方がないといった顔で、一歩茜に詰め寄った。


「茜っち！」


　久美子が勇ましく横に並ならぶ。香苗と由紀も当然のように茜の側に寄った。それぞれ、手にマイクスタンドとケーキナイフを持っている。三人の少女の顔には、一戦交えるのも辞さない構えが、ありありと伺うかがえた。


　ＤＤの二人が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。喧けん嘩かの場数ならたいていの不良にも後おくれは取らないが、マイクスタンドやケーキナイフを構える女子中学生を相手にした経けい験けんはない。いったいどのように対たい処しよすればいいのか、わからなかった。


「あ、おい。そういや、あのメール」


「おお、そうだった。姐さん。まずは落ち着いて。携けい帯たいにメールが行ってませんか？」


　対応に困こまった二人は、突然そう切り出した。「メール？」と茜が怪け訝げんな顔をする。


　何しろ、ついさっきまでミサイル爆ばく撃げきの直下にいるような有様だったのだ。メールの着信音など聞こえようはずもない。


　茜は二人を警けい戒かいしながら、コート掛かけにかかった自分のレインコートに手を伸のばした。ポケットを探さぐって携帯を取り出す。


　思わず目を疑うたがうほどの、着信とメールが届とどいていた。


「な、何これ？」


　着信とメールは、すべてビーグルからだった。取りあえずメールの一いち覧らんだけを確かく認にんしたが、ずらりと並んだタイトルからだけでも、常日頃の冷静な彼らしくない、血相を変えた様子が想そう像ぞうできる。


「こ、これ、いったいなんの真ま似ね？　ビーグルといい、あんたたちといい、いったい何事なのよ？」


「あー、ビーグルさんからのやつじゃなくてですね。他にありませんか？　俺おれらのとこに来たのは、タイトルは付いてないやつだったんスけど……」


　言われて茜は、もう一度携帯の画面に視し線せんを戻した。液えき晶しように映うつる一覧をスクロールさせていくと、確かに一通、無題で送られてきたメールがある。


　アドレスを見て、呼こ吸きゆうが止まった。


　そのアドレスからメールが来ることなど滅めつ多たになかった。にもかかわらず、茜はそのアドレスを暗記していた。


　甲斐氷太のアドレスだ。


　茜は思わず目を閉とじた。まるで、裸はだかで凍とう土どに放り出されたような気分だった。同時に、灰はい色いろの牢ろう獄ごくの中に、突とつ然ぜん草原へと繫つながる扉とびらが開かれたような気分でもあった。


　なぜ甲斐からメールが来ているのか。なんで自分はこんなに動どう揺ようしてしまうのか。混こん乱らんが脳のう裏りを支し配はいしていた。


「あ、姐あねさん？」


　男の片かた方ほうが声をかける。久美子たちも心配そうな視線を向けていた。


　しっかりしろ。茜はそう自分を励はげました。なんてことはない。ただのメールじゃないか。


　しかし……


　期待と不安が胸むねを締しめ付けた。茜は勇気を振ふり絞しぼって閉じた目を開けた。唇くちびるを結び、震える指でメールを開けた。





『お前は大人しく寝ねてろ』





　簡かん潔けつにして明めい瞭りようなメールだった。


　ぽかんとした。


　それから、ぷつんときた。


　一いつ瞬しゆんの空白ののち、奇き声せいを張り上げて携帯を床ゆかに叩き付ける。固かた唾ずを呑のんで見守っていた一同は、突然の蛮ばん行こうにビクリと身体からだを竦すくませた。


　茜はそんな周りの目に気付きもしなかった。中学生の乙おと女めだけでなく、ＤＤの二人すら顔を赤くするような罵ののしりを連呼し、壊こわれた携帯を怨おん念ねんを込めて踏ふみにじった。


「このっ……このっ……このっ……馬ば鹿か犬いぬがあ！　人の気も知らないでえ～っ！」


　絶叫する。とてもではないが、手がつけられない。怯おびえる一同を余よ所そに、茜は知らず知らずため込んでいた感情を、怒ど濤とうのように吐き出した。


　なんという頭に来る男だろうか。


　どうしてあいつは、こうも人の気持ちを逆さか撫なですることばかり、嬉々として行うのだ。


　いつも、いつも、いつも、いつも──こいつは自分をからかい、虚こ仮けにする。いったい何度煮にえ湯を飲まされたことだろう。どれだけ怒おこっても反省の欠片かけらもしない上、こちらが怒るほど手を叩いて喜ぶのだ。人を馬鹿にするにもほどがある。なのに自分は、こいつの側から離れることができないのだ。


　なぜなら──





　迂う闊かつにも、鼻歌を口ずさんでいたらしい。彼女よりずっと高い位置にある顔が呆あきれる視線を投げているのに気付き、茜は慌あわてて咳せき払ばらいをした。


　腹はらでも痛いたむのかと尋たずねてくるので、驚おどろいて否ひ定ていする。ちょっとハミングしただけじゃないと照れ隠かくしに強く答えれば、男は真しん剣けんな眼まな差ざしで、いまのは歌であったのかと、半信半疑な顔をした。


　どうやら便べん秘ぴに悩なやむ唸うなり声と聞いたらしい。


　例によって例の如ごとく、茜の頭に血が上り、舌ぜつ鋒ぽうが音を鳴らした。それでも男はどこ吹く風と、ろくに相手もしないまま、意地の悪いニヤニヤ笑いを浮かべ続けた。


　すれ違う通行人が、奇異と好奇の視線を寄越す。それでも茜は舌したを止めない。他人の視線など気にしていては、この男の相手は務つとまらないのだ。


　しかし、通行人の目がどれも見守るような暖あたたかさに包まれていることに気付いて、ようやく茜は口を閉とざした。クリスマスから三日。街の空気にはまだ浮うわついた気分が残っている。他人の目には痴ち話わ喧げん嘩かに映うつるのかと思えば、嚙かみ付く意い欲よくも萎なえてしまう。そもそも自分が鼻歌など──唸り声ではない！──口にしてしまうのも、通りに残る開放感のせいなのだ。


　浮かれているわけではない。


　カラオケボックスから出るとき、たまたま一いつ緒しよになっただけだ。偶ぐう然ぜん向かう方向が同じだっただけだ。目的も違うし、行動を共にするつもりもない。さっきの角ですぐに曲がってしまわなかったのだって、ただの気まぐれに過すぎないのだ。


　隣の男はといえば、相変わらず柄の悪い顔で悠ゆう々ゆう歩いている。感心するほど偉えらそうな態度だ。隣にいるだけで男の放つ精せい気きによって、周囲から守られているような感覚すらする。安心するような、くすぐったいような──


　浮かれているわけではない。


　ただ一緒に歩いているだけで、手を繫つなぐわけでも、腕うでを組むわけでも──


　と、つい茜がくしゃみをすると、男はそれを見て眉まゆをひそめた。男の腕が肩かたに伸のびる。ぐっと抱だき寄せられ肩を並ならべる。高低差の激はげしい肩組みだ。男はほとんどかがみ込んでいる。


　茜が狼狽うろたえて抗こう議ぎする。遠えん慮りよするな、と男の声。いつになく機き嫌げんがいい。茜の心しん臓ぞうがどきどきし、熱くなった耳元に男の息が降ふりかかり、


　何しろお前にゃ皮下脂し肪ぼうがないからな。さぞ寒かろう。


　と、大声で下品に遠慮なく笑う。


　例によって例の如く、茜の頭に血が上り、舌鋒が音を──





　──なぜなら、好きだから。最低最悪の男に、惚ほれてしまったから。一生の不覚ながら、それが、私の真実だから。


　気が付けば茜は肩で息をしながら立ち尽つくしていた。


「……いまの……」


　いま、何かが胸の奥で飛び跳はねた。茜は一切の表情を消して、慎しん重ちように自分の記き憶おくをなぞった。


　正体不明の感情に蹴け飛とばされて、茜の持ち味である冷静な思考力が、高速で回転し始めた。


　戻もどってきた。あいつが戻ってきたのだ。なぜ？　どうして？　千絵の台詞せりふ。準じゆん備びとはこのことか。彼女は知っていた？　梓を連れて行ったのはこのためか。彼女はなんと言っていた？　収しゆう穫かくはあった。取り戻す算さん段だん。潜せん伏ぷく場所。『王国』の正体。それから？　情じよう報ほうが足りない。ＤＤが動いている。指し示じ。命令。ビーグルは何をしている？　ユーザーは？　梓たちは？　二人がここを出てどれだけ経たった？　いま、どこで何をしている？　情報が足りない。いや待て。彼女たちの目的ははっきりしている。状じよう況きようが動いたいま、彼女たちはその目的のために行動しているはず。そこにＤＤがどう絡からむ？　敵てきは？　バールはどう出た？　私の──


　私の、為なすべきことは？


　茜は顔を上げた。


　まるで焼き入れの終わった直後の刃やいばのように、硬かたく、鋭く、つややかな表情だった。


　スッとＤＤの二人に視し線せんを向ける。その貫かん禄ろくと迫はく力りよくに、二人は息を呑んで姿し勢せいを正した。


「──すぐ出れるのね？」


「もちろんです、姐あねさん」


　即そく答とうする。


　二人は緊きん張ちように顔を強こわ張ばらせているくせに、両目を浮き浮きと輝かがやかせていた。


　茜は久美子ら三人に向き直った。


「みんな、ごめんなさい。私もちょっと用ができたみたい」


　三人は息のあったタイミングで力強く頷うなずいた。


「やっぱりさ」


　と久美子がにこやかに笑う。


「クリスマスって、サイコー」


　とっさに思いついた由紀が、素早くカラオケに曲を入れた。それを見た香苗がマイクを取り、久美子と由紀の二人に渡わたす。


　そして、三人は歌を歌い出した。送り出す言葉に代えて、声を合わせて歌を贈おくった。


　明るく、楽しく、最高にノリのいい行マ進ー曲チだ。


　茜は苦く笑しようする。三人の気持ちを受け取った証あかしに、しっかりと頷いてみせる。


　それから、三人に背せ中なかを向けると、梓と千絵がそうしたように、カラオケルームの出口に向かった。


　ＤＤの二人が無言のままあとに付く。


　茜はＤＤを脇わきに従したがえ、三人の高らかな合唱に送られて部屋を出た。





　　　　４





　アーケード街を脱だつ出しゆつし、バイクで移い動どうを開始した梓と千絵は、途と中ちゆう三回ユーザーの襲しゆう撃げきを受けた。


　一度は交差点での待ち伏ぶせ。二度はバイクとセダンの追撃である。この時間帯ともなれば、幹かん線せん道路以外の交通量はしれている。だが皆かい無むではない。ユーザーたちの襲撃は、無関係の人間を巻まき込こむことを気にも留とめない、暴ぼう力りよく的なものだった。


　しかし二人は、その度たびにＤＤの救援を受けて危き機きを逃のがれた。


　ＤＤの介かい入にゆうと誘ゆう導どうは極きわめて的確、且かつ巧こう妙みようだった。常つねに敵の先手を取り、要所要所を必要最さい小しよう限げんの人数で確保していった。梓は舌を巻いた。バラバラに解かい散さんしていたとは信じられない連れん携けいであり練度である。何より士気が並なみでない。彼らをまとめ上げている者の人望と指し揮き能のう力りよくの高さが、まざまざと実感された。


　梓と千絵は巨きよ木ぼくと巨木の隙すき間まを縫ぬい、ユーザーはもちろんのこと警けい察さつや一いつ般ぱん人じんの注目をほとんど浴びないまま目的地に到とう達たつした。





　葛くず根ね市しにある唯ゆい一いつの放送局である真報放送。その放送局は、公共施し設せつが集中する市の中心から、わずかに脇わきに逸それた場所にある。この春、梓らが花見を行った公園に隣りん接せつした場所だ。新たに建設される放送塔は、局と公園の駐ちゆう車しや場じようを半分潰つぶして建設されている。駐車中の車両はほんの数台しかなく、敷しき地ちは十分に広く感じられる。周囲はフェンスで囲まれており、その向こうはもう公園だった。


　ひしめき合っていた樹じゆ海かいの大木群ぐんも、その場所だけは開けていた。明らかに人の手によって伐きり開かれたとわかる平地になっている。


　塔はそこにあった。


　雨夜の暗がりの中、暗あん褐かつ色しよくをした古めかしい石いし造づくりの壁かべが、高く天を突ついてそびえている。見上げれば最上階にぽつりとバルコニーが突き出していた。そこから、橙だいだい色いろをした光が、寒気を和やわらげるように、ぼうっともれている。


「ここが……」


　梓はバイクを止めて、片足を地面に付いた。


　二人が到とう着ちやくしたとき、塔周辺では怒ど号ごうが飛び交かっていた。百人近い若わか者ものたちによる大乱戦が繰くり広げられていたのだ。


　寄せ手はＤＤ。その数三十名弱。下した腹はらに響ひびく鬨ときの声を上げ、両目を爛らん々らんと輝かせて、血と雨にまみれている。いかにもＤＤらしく、倍する敵に怯ひるむどころか、満面に喜色を湛たたえていた。


　守るは『王国』に心しん酔すいするカプセルユーザー。数はざっと見ても六十は下らない。ドラッグと幻げん覚かくがもたらす異い常じような興こう奮ふんに憑つかれ、奇き怪かいな雄お叫たけびで敵を迎むかえ撃うっている。


　そして、樹海の平地を跳ちよう梁りようしているのは、彼らだけではなかった。


　三十体を優ゆうに超こえる数の異い形ぎようの者どもが、空を飛び、地を駆かけていた。


　悪あく魔まだ。


　見れば両陣じん営えいの半分近くは、両目を赤く染そめていた。悪オ魔ー持ナちーだ。その力を有する者の数が減げん少しようしたと噂うわさされるいま、おそらく市に残存するほとんどの悪オ魔ー持ナちーが、この場所に集結していた。


「攻こう勢せいをかけてる方。どうもＤＤだけってわけじゃなさそうね」


　戦場を見み渡わたした千絵が、冷静に指し摘てきした。確たしかに、攻撃に加わる者の中には、ＤＤのトレードマークである黒くろ革かわを身に付けていない者が混まじっていた。見当たる限かぎりでは、その全員が悪オ魔ー持ナちーだ。


「どうして？」


「……『王国』信しん奉ぽう者しやに含ふくむところがあるのは、何も私たちやＤＤだけじゃないってことでしょう。あいつらはアンダーグラウンドの旧きゆう習しゆうってものを端はなから無視してるからね」


　千絵にすれば、ジャンキー間の拘こだわりなど五十歩百歩もいいところだ。だが、彼らに接せつした数か月で、彼ら本人がそのささやかな自負をどれほど重視しているかは、知ることができた。


　彼らの大多数は貪どん欲よくな快かい楽らく主しゆ義ぎ者しやであり、自じ己こ中心的なカプセルユーザーである。


　にもかかわらず、彼らはときに、夜の「義」のために己おのれの利りを捨すてる。


　社会の目から見れば下らない価か値ちである。堕おちるところまで堕ちた人間が、何を今いま更さらと思うだろう。


　だがそれでも、彼らはこだわりを捨てようとはしない。どんなどん底にいるろくでなしであろうとも、生きていく以上、人はなんらかの誇ほこりや自じ尊そんを胸むねに抱いだくものなのだろう。


　二人はバイクを下りて戦せん況きように目を凝こらした。


　放送塔の外がい装そうは、濃のう緑りよく色しよくの保ほ護ごシートで覆おおわれていた。出入り口付近だけ、そのシートがかけられていない。カプセルをのんだ梓には、そこが開かれた城じよう門もんのように映うつった。これだけのユーザーが一箇か所に集まっているためだろう。町中ではコンクリートの建物と雄ゆう大だいな木々が重なり合って見えていたのに、放送塔の全景は、魔法の塔とうとしての映えい像ぞうに隠かくされるようにしか目に見えなかった。


　梓は千絵に王国側の状況を説明しながら、侵しん入にゆうルートを求めて目を光らせた。


　門の手前には鉄てつ柵さくが巡めぐらせてある。蔓つる薔ば薇らが絡からみついており、棘とげの生えた茎くきや小さな葉と蕾つぼみを雨に濡ぬらしていた。


　敵が陣を敷いているのは鉄柵の前だ。どういうわけか、柵より内側には一人もいなかった。だが、塔への侵入を阻そ止ししようという意図は明らかで、鉄柵周辺はユーザーたちによって幾いく重えにも守られていた。


　──あれだけユーザーがいるってことは、あの鉄柵も実体化してると見て間ま違ちがいないわね。


　あるいはそれこそが敵の狙ねらいなのかもしれない。いずれにせよ、敵は大人数の上、近づけば猛もう獣じゆうに変身する。おまけに悪魔までうようよしている。


　梓は唇くちびるを舌した先さきで舐なめた。


　さあ、どうする。


「来たか！」


　梓が思案しているとき、混戦から離はなれていたＤＤが近づいてきた。知った顔だ。


「ビーグル！」


　ビーグルは駆け寄ると息をついた。顔や腕には、殴なぐられたあとがいくつもある。すでに一戦交えているのだ。まだ興奮が覚めやらぬらしく、普ふ段だんの剽ひよう軽きんな態たい度どより、声や仕草が荒々しい。


「覚えててくれたか。久ひさしぶりだな。相変わらず……ってわけでもなさそうだが」


　ビーグルは千絵の髪かみ形がたを見て軽く目を見み張はったが、言げん及きゆうするような真ま似ねはしなかった。そして、ごく簡かん潔けつな物言いで、「時間がねえ」と二人に告げた。


「場所が場所だし、すぐに警けい察さつが駆けつけるはずだ。これから俺たちが一気に攻せめ込んで敵の注意を引き付ける。あんたらはその隙すきに、あの中に入ってくれ」


「え、ちょ、ちょっと」


　突とつ然ぜんの申し出に梓は慌あわてた。ビーグルはおかしそうに、


「んだよ。不服か？」


「まさか！　……願ってもないことだけど。なんでそんな、急に？」


　何しろ、顔見知りとはいえ長い間敵対関係にあった男である。しかも甲斐の失しつ踪そうからというもの、会ったこともなければ話したこともないのだ。梓が戸と惑まどうのも当然だった。


　ところが、ビーグルがニヤニヤする横から、突然千絵が割わり込んだ。


「甲斐さんはどこ？」


　単刀直入な斬きり込みに、ビーグルはむろんのこと、横にいた梓も驚おどろいて相あい棒ぼうを見つめた。


「甲斐さんが戻ってるの!?」


「あの人以外に、これだけのＤＤに言うことを聞かせられる人がいる？　これは甲斐さんの指し示じね。私たちに協力しろって？」


　自信に満ちた台詞せりふに、ビーグルはぴしゃりと額ひたいを叩いた。


「さすが名探たん偵てい。ご名答だ。もちろん、主な目的は俺たちをいいように扱あつかってくれたリベンジだがよ。ことのついでに、あんたらに手を貸かしてやれとさ。……ただ、まだこっちには着いてない。調子が戻らんそうだ。あの喧けん嘩か好ずきが、この機を前に指をくわえてるんだからな。相当きついんだろ」


　そう言って肩を竦すくめる。


「……『王国』から戻った後こう遺い症しようってわけね」


　千絵の鋭い質しつ問もんに、ビーグルは苦笑を浮かべた。


「そこまでお見通しかい。あんたが一人であちこち顔突っ込んでることは知ってたが……恐おそれ入るね。勝手に腐くさってた我わが身が情なさけね──」


　と、突然梓がビーグルにつかみかかった。両肩を激はげしく揺ゆさぶり、


「どうやって！　どうやって『王国』から出たの!?」


　目の色が変わっている。ビーグルは本気で息を詰つまらせながら、


「し、知らねえよっ。俺おれだって電話で二言三言話しただけなんだ！　ただ、あんたのおかげだ、とは言ってたぜ？」


「わたしの？　わたしが何をしたっていうの？」


　梓は思わず手を放した。解放されたビーグルは息をついて「さあな」と答えた。


「何しろ他ひ人とに説明なんて大だい嫌きらいな男だからな。解説してほしいのは俺の方なんだ。あ、でも、こうも言ってたな。どうせあのときは目の前の野や郎ろうに夢む中ちゆうで、足下なんか見てなかったろう、ってよ。つくづくさっぱりだ。ともあれ、あんたらに手を貸すのは、その借りを返す意味もあるのさ。ほら。さっさと始めるぜ？」


　ビーグルは梓を促うながしながら、早くも戦場へと足を向けだした。時間がないというのは本当なのだろう。


「梓さん」


　千絵が梓の肩に手を置いた。梓は相棒を振り向き、置かれた手の上に自分の手のひらを重ねた。





　作戦は単たん純じゆん明めい快かいだった。もとより、小細工を好むＤＤではない。


　ビーグルが号令をかけると、それまで後ろで控ひかえていた数名が、新たなカプセルを服用して戦線に加わった。両目に赤い光を宿し、魂たましいを震ふるわせる叫さけびと共に、現世に悪魔を召しよう喚かんする。どの悪魔も見るからに狂きよう暴ぼうながら、頭のてっぺんからつま先まで──そして突き出した角の先から、しなる尾おの先せん端たんまで──完全に制せい御ぎよされていた。


　彼らが戦列に加わると、それまで乱戦に没ぼつ頭とうしていたメンバーが、膠こう着ちやく状じよう態たいから離り脱だつした。個々に暴あばれていた悪魔も動き方を変え、一糸乱みだれぬ連れん携けいを見せ始めた。


　それは、苛か烈れつにして冷れい徹てつな、訓練された猟りよう犬けんの狩かりだった。


　梓は、息を呑のみ、鳥とり肌はだを立てながら、目を逸そらすことができなかった。いずれも、甲斐氷太の手で叩たたき上げられた、歴戦の荒あらくれ者なのだ。その一人一人が、己おのれの身を顧かえりみることなく果か敢かんに攻撃を仕し掛かけている。しかも、全員が団だん結けつすることにより、より巨大な力を発はつ揮きしていた。


　かつてＤＤのメンバーがカイムを相手にしたときも、驚くほどのコンビネーションの妙みようを見せたものだ。だが、いまの彼らは当時より遥はるかに練り込まれている。


　蛮ばん勇ゆうのみを誇ほこる戦士たちにとって、不ふ遇ぐうの時間がいかに長かったか。梓は戦せん慄りつと共にそれを知った。口でなんと言おうと、彼らが甲斐に固い忠ちゆう誠せいを誓ちかっている理由がわかる。甲斐こそ、彼らを解かい放ほうに導みちびき、戦いくさの場を与あたえてくれる唯ゆい一いつの人物だったのだ。


　そしてまた、彼らはなんとなく察しているのだろう。


　これが最後の宴うたげになるということを。


　葛根市に広がっていた夜の世界。そこで幾いく度ども繰くり広げられた悪魔の宴も、これが最後の一幕まくなのだと。


　対して、ＤＤの猛もう攻こうを受けるユーザーたちも、簡かん単たんに崩くずれはしなかった。


　たとえ悪魔戦の技ぎ量りように劣おとろうとも、彼らは数を揃そろえている。そして、バールらによって与えられたカプセルの魔力によって、攻撃本能を全開にしている。ＤＤを上回る物量を最大限に活かし、がっしりと構かまえて一歩たりとも退ひかなかった。


　凄すさまじい争いになった。


　肉にく弾だん戦と悪魔戦が渾こん然ぜんとなり、雨が洗あらい流すより早く、血と汗あせで地面を染そめた。心身から発散する熱気が、真冬の冷気を押し返した。誰も彼もが顔つきを変えてのどを嗄からしている。正気の者など一人もいなかった。そして、少なくともＤＤのメンバーは、自分たちが正気でないことを、はっきり自覚して、しかも肯こう定ていしていた。


　あとのことなど考えない。


　いま、このときに命を燃もやす。


　それが、彼らのリーダーのスタイルであり、彼ら自身が本望とするところなのである。


　戦いは、葛根市における短くも激しいオカルト史上で、他に類のない激げき戦せんとなった。


　梓は奥おく歯ばを痛いたいほど嚙かみしめた。


　バイクにまたがり、エンジンを吹ふかす。


「千絵、あなたはここで──」


　それ以上は言わせず、千絵はシートの後ろにまたがった。梓も、それ以上は言わなかった。


　バイクをスタートさせる。


　広いと言っても所しよ詮せん駐ちゆう車しや場じようだ。目指す塔とうは目と鼻の先である。


　だが、その道のりは、やはり険けわしかった。梓たちが乗るバイクに気づき、ユーザー数名が進路を塞ふさいだ。


　おそらく、跳はね飛ばそうとしてもしがみついてくるだろう。梓は幾度も足を地面につけ、小こ刻きざみにバイクを操あやつって、ユーザーの腕をかいくぐった。まるでダンスを踊おどっているようだ。ステップを間違えれば、ただちに取り押さえられ、手加か減げんなく痛めつけられる、戦いくさの舞まいである。


　悪魔が襲ってきた。


　全身を銀色の刃やいばに覆おおわれた悪魔が、空を飛ぶように宙ちゆうを跳ねる。梓はブレーキをかけながら、バイクを限げん界かいまで傾かたむけた。アスファルトを擦こする異音が響ひびき、ゴムの焦こげる異い臭しゆうが鼻を突つく。


　銀の切っ先が頭上を掠かすめた。着地した悪魔が次の攻撃を仕掛けようとしたとき、別の悪魔が襲おそいかかって地面に突き倒した。ＤＤが召しよう喚かんした悪あく魔まだ。


　悪魔同士の叫さけび声に、身体からだが恐きよう怖ふを訴うつたえる。しかし、梓は構わず先に進んだ。夢む中ちゆうで車体を走らせた。


　敵の攻撃は、先に進むほど密みつ度どを増ました。


　ＤＤが援えん護ごしてくれたが、両陣じん営えいの悪魔が増ふえれば、場が膠こう着ちやくして前に進めなくなる。梓は幾度もルートを変へん更こうし、角度を変えながら敵陣に斬り込んだ。


　バイクは決して軽くない。自在に操あやつろうと思えば、相当の膂りよ力りよくと体力を必要とする。しかも路面は雨に濡ぬれている。気を抜けば転倒は免まぬがれない。


　次し第だいに梓の息が上がりだし、気が付けば肩かたを激しく上下させていた。それでも気力を振り絞り、果敢なトライを繰り返した。


　気合いが弱まれば終わりである。梓は念じるように、自分にささやき続けた。


　この向こうに、景がいる。


　なら、たとえ全身の筋きん肉にくが焼き切れようと、諦あきらめることはできない。


　しかし、敵はいつまでも梓だけを狙ねらってはいなかった。


　前方にサイのような巨きよ体たいの悪魔が現あらわれた。梓は舌した打うちしてターンした。そのとき後輪が敵の前に晒さらされた。悪魔は首を伸ばし、後輪のタイヤに牙きばを立てた。


　動きは鈍にぶくとも力は圧あつ倒とう的だ。悪魔は、エンジンのトルクを物ともせず、タイヤのフレームを嚙み潰つぶして車体を引きずった。


　金きん属ぞくのひしゃげる轟ごう音おんが響ひびく。


　梓と千絵は為なす術すべもなく、たちまち地面に放り出された。


　ばしゃり、と水たまりに落下する。全身を打つ硬かたい感かん触しよく。二人は痛みと衝しよう撃げきに息を詰つまらせた。


　悪魔は首を一振りしてバイクを放り出した。そして、転がる二体の獲え物ものを目指して、太い前足を踏み出した。


　──しまった！


「千絵、起きて！」


　痛みを堪こらえて梓が身体を起こす。千絵も立ち上がろうとしていたが、落下の衝撃が激しく、すぐには動けない。身を起こそうと地面につけた両りよう腕うでが、痛々しく痙けい攣れんしていた。


　梓は駆かけ寄よったが、彼女にしろ強行軍の疲ひ労ろうは隠かくせなかった。千絵の側で足をもつれさせ、彼女に覆い被かぶさるように倒たおれ込んだ。


「くっそ──！」


　千絵を庇かばうように中ちゆう腰ごしになる。後ろを見ると、人間味のない悪魔の瞳ひとみが、すぐ側でこちらをにらんでいた。


　乱戦の中心から離れたためか、駆け寄れる距きよ離りにＤＤはいない。たとえ悪魔を飛ばしたとしても、到とう底てい間に合わない。


　──景ちゃん！


　梓が歯を食いしばる。千絵が梓の手を握にぎる。


　そのとき、二人の背はい後ごから、猛もう烈れつな勢いきおいで急きゆう迫はくする物があった。


　矢のような光が二人を照らし、次いで悪魔の瞳に突つき刺ささる。


　悪魔の動きが一瞬止まった。その隙を狙い、後方から迫せまった何かは、二人の真横をすり抜けた。


　バイクだ。


　バイクのドライバーは衝突の寸すん前ぜん、身を投げ出した。乗り手を失ったバイクは、速度を緩ゆるめないまま弾だん丸がんのように突進する。


　梓と千絵は顔を伏ふせた。


　直後にバイクが衝突した。


　命知らずな特とつ攻こうは、そのリスクに見合う効こう果かを見せた。まともに喰くらったのだろう。悪魔は巨体を大きく蠢うごめかせ、痛みを訴うつたえる叫び声を出した。


　バイクから飛び降りたドライバーは、水飛沫しぶきを上げて倒れ込んだ。だが、ダメージを黙もく殺さつした動作で立ち上がると、雨水を滴したたらせながら梓たちに顔を見せた。


　梓は両目を見開いた。


　だが、先に叫んだのは千絵だった。


「水原！」





　　　　◆◆◆◆◆





　突撃の瞬間は頭が真っ白だった。


　直前にバイクから飛び降おりたのも、実は意い識しきしてのことではない。身体が勝手に動いたのだ。さもなくば悪魔と心中していただろう。とにかく、悪魔が二人を襲うより先にと、そのことしか頭になかった。


　水原は心しん臓ぞうをバクつかせ、ふらつきながら立ち上がった。


　全身が痺しびれていた。それが痛みのせいかどうかは、感覚が麻ま痺ひしてわからない。


「水原！」


　ぴしりとした呼びかけが耳じ朶だを打った。思わず笑いそうになった。なんて変わっていないのだろう。


　しかし、呼び声に視線を向けたとき、水原は自分が間ま違ちがっていたことを知った。


「千絵ちゃん……髪かみ……」


　水原は呆ぼう然ぜんとなって千絵の顔を見つめた。ばっさりと髪を切り落とした彼女の姿すがたは、思いも寄らぬほどの衝しよう撃げきを彼に与あたえていた。


「髪、じゃないわ。なんて真ま似ねするのっ。一歩間違えてたら死ぬとこよ！」


　顔を真っ赤にして叫んでいる。


　ほっとけば千絵ちゃんが死んでたろうに。水原は口まででかかったその言葉を、慌あわてて呑のみ込んだ。


　そして、今度は堪こらえきれずに笑った。


　軽口が自然と口に上るのが嬉うれしかった。いまも、ほら。こうして自分は、おどけるように肩かたを竦すくめている。梓と千絵に向かい、右手を広げ、左手を胸に当てておじぎしている。


「美人の味方、ただいま参上」


　──帰ってきた。


　そう水原は思った。


　やっぱり、水原勇ゆう司じのいる場所は、ここにこそあるらしい。


　だが、ほっとしている暇ひまはなかった。


　梓が水原の後ろを見て鋭い悲鳴を上げた。慌てて後ろを振り向くと、さきほどの悪魔が体勢を持ち直していた。


「くっそ……駄だ目めだったか」


　だが少なくとも時間は稼かせげた。梓と千絵は立ち上がっている。水原は二人と悪魔の位置を確かく認にんして、彼女らと逆の方向に走り出した。もちろん、悪魔の注意を引き付けることも忘わすれない。


　狙いは当たった。悪魔はさっきまでの獲え物ものを忘れ、自分に攻撃を加えた水原へと注意を集中させた。


「駄目っ、水原くん！」


　梓が叫んだが、水原は大だい胆たんな作戦を続行した。悪魔はズシズシと足を進めた。動きは早くないが、一歩一歩がでかい。


　──さあ、どうなるかな。逃にげ足は鍛きたえてあるんだ。


　恐怖がないわけではない。気を抜けば膝ひざが震ふるえただろう。だが、たとえ震える足でも、自分は同じことをする。それはもう、小便もらしながらでも、迷まよわず同じことをする。その結果がどうなろうと、後こう悔かいなどしない。


　水原は悪魔を二人から引き離すべく、わざと大きな動作で逃げ出した。悪魔が鼻息を荒くするのがわかった。


　ところが、水原に照しよう準じゆんを絞しぼっていたはずの悪魔が、突とつ如じよ足を止めた。それから、煩わずらわしそうな仕草で、首だけを後ろに捻ひねった。


　千絵が悪魔の背後から襲いかかっていたのだ。


　傘かさで。


　水原は蒼そう白はくになった。悪い冗じよう談だんを見ているようだ。しかし千絵の顔は真しん剣けんそのものだった。彼女はカプセルをのんでいない。なのに、仲間を救うため、か細い腕を勇ましく振ふり上げて、見えない悪魔に傘の柄えを叩たたき付けている。


「バ、バカ……」


　言葉が出てこなくなって、水原は立ち尽つくした。だが、悪魔が本ほん格かく的に向きを変えるのを見て、全力で二人の下に駆かけ戻もどった。


　すでにだいぶ距きよ離りが開いている。


　梓が千絵を後ろから羽は交がい締じめにして、悪魔から引き離した。しかし、悪魔はもう体を反転し終えている。二人は背中を見せることもできず、悪魔とにらみ合ったまま後あと退ずさった。悪魔は威い嚇かくするように鼻から息を吐き出し、間合いを詰め始めた。


　二人に近寄りだしたのは、その一匹ぴきだけではなかった。


　一連の行為が注目を集めたのだろう。近くにいた他の悪魔までが、彼女たちを囲み始めていた。首がいくつもあるヒドラ。鋼こう鉄てつのムカデ。身体からだ中に口を持つ球体。コウモリに似にた翼つばさの烏からす。悪魔たちは目をぎらつかせて、飛び込んできた、いたいけな生け贄にえに涎よだれを垂たらした。


　間に合わない。


「逃げろ！」


　のどの奥おくから絶叫した。そして大声で喚わめいた。悪魔たちが再び注意を水原に戻すことを期待したのだ。だが無駄だった。いまや奴らは、完全に二人しか見ていない。


　──ふざけんなっ！


　頭の中がパニック寸すん前ぜんまで追い込まれる。生まれてこの方、一番必死に走っているのに、自分の動きが──そして周囲の動きまでもが恐おそろしくスローモーだった。


　梓の顔に恐きよう怖ふが滲にじむのが見えた。千絵の目に悔くやしさが浮うかんだのがわかった。その姿が、悪魔たちが作る壁かべの中に呑み込まれて消える。


　頭の奥で、何かが音を立てて弾はじけた。


「景！」


　その名前を、無意識のうちに叫さけんでいた。


「何してんだ、テメエ！」


　その瞬しゆん間かん、


　水原の両目が真っ赤に光った。





　　　　◆◆◆◆◆





　魔ま法ほう使つかいは伏ふせていた顔を鋭く上げた。


　繫つながった。


「水原！」


　その名を叫んだ瞬間、必死に放ほう射しやし続けた魔法が一気に輝かがやきを増ました。彼の両目が血の色に染そまり、内なる扉とびらが開け放たれた。





　　　　◆◆◆◆◆





　駐ちゆう車しや場じようは薄うす暗ぐらかった。だが、駐車場にはＤＤの持ち込んだバイクがあった。ＤＤの何人かは、さっきの梓と同じように、バイクを駆かりながら戦せん闘とうを続けている。


　その、ライトが。


　瞬時、水原の身体を横よこ殴なぐりに照らした。


　影かげが路面に差した。


　長い影は、真まっ直すぐに悪魔の群むれへと伸のびていた。


　影の表面が蠢うごめいた。まるで鮫さめやシャチが水上に飛び跳はねるように──路面に落ちた影が膨ふくれあがり、弾け飛んだ。


　せり上がった両肩。


　太くしなやかな両腕。


　活かつ躍やくを待ちわびて震える鉤かぎ爪づめ。


　鋭く弧こを描えがいた角と、顔を覆おおう仮か面めん。


　仮面に開いた呼こ吸きゆう孔こう。


　その奥おくで朧おぼろに明めい滅めつする、血に飢うえた怒いかれる眼がん光こう。


　黒い水面から現れたのは、闇やみをまとった異い形ぎようの騎き士しだった。景が──悪魔狩りのウィザードが召喚し、使し役えきした、葛根市で双そう璧へきを為なす悪魔の姿だ。


〝影〟は地面から躍おどり上がり、サイに似にた悪魔に攻こう撃げきを仕し掛かけた。悪魔の群れが突然浮き足立つ。サイの悪魔が背後に迫る脅きよう威いに気付いたときには、〝影〟の鉤かぎ爪づめは深々と巨体に突き立っていた。


　悪魔が痛みに悲鳴を上げて、巨体を震わせた。重量感のある四し肢しが、アスファルトの路面にひびを入れる。だが〝影〟はびくともしなかった。爪を埋うずめたまま、なんと片腕で巨体を持ち上げ、放り投げた。


　サイの身体からだが空中を移い動どうする。合成された静止画を見るような、現実感に欠ける光景だった。


　悪魔は十メートルも投げ飛ばされた末、地じ響ひびきを立てて落下した。


　あれほどの乱戦が、一瞬止まった。


　訪おとずれた静せい寂じやくの中、〝影〟は夜空に向かって声なき咆ほう吼こうを放った。戦場の空気が振しん動どうした。戦場に立つ者どもの熱気を、ただ一声で圧あつするような。それは、勇ゆう猛もう極きわまる咆吼だった。


　水原は啞あ然ぜんとした。だが、不思議と疑ぎ問もんには思わなかった。なぜあの悪魔がここにいるのか、理り屈くつを通り越こして理り解かいできたからだ。


「……まったく。あの野や郎ろう、ひやひやさせやがる。最初から、貸かせってんだ」


　つぶやいたのち、水原は顔を引き締しめて二人の側に駆けつけた。そして命じる。


〝影〟は命令を嬉々として実行に移うつした。


　鉤爪を閃ひらめかせて腕うでを掲かかげる。空気が渦うずを巻まき、ゴオと音を立てる。


　振り下ろす。


　血ち煙けむりが吹ふいた。


〝影〟の身体が右に左にと高速で揺ゆらいだ。その度たびに、悪魔たちの断だん末まつ魔まが長々と尾おを引き、いくつも重なり合って夜気を叩いた。抵てい抗こうや反撃もあった。〝影〟は避よけようともしなかった。当たるを幸い、手当たり次し第だいに斬きって斬って斬りまくった。砂さ漠ばくを行き交かう巨きよ大だいトレーラーが、轟ごう々ごうと黒こく煙えんを吐はき出すように。凄すさまじい勢いきおいで悪魔の屍しかばねを生産した。水原は生まれて初めて操あやつる悪魔の感覚に息を詰まらせた。頭の中で暴風が吹きすさぶようだ。悪魔を自分の意識下につなぎ止めているだけでも、意識を持って行かれそうになる。


　梓と千絵を囲んでいた壁かべは、ものの数秒で跡あと形かたもなく吹き払はらわれていた。


「み、水原君、これ……！」


　梓は〝影〟の姿すがたに衝しよう撃げきを受けているようだった。だが、水原本人にもよくわからないものを無理に説明している暇ひまはない。悪魔の制せい御ぎよに手一いつ杯ぱいだ。


　合流した三人は一直線に塔に近づいた。


　待ち構かまえるユーザーからあらゆる攻撃を受けたが、そのことごとくは〝影〟の手で紙かみ屑くずのように粉ふん砕さいされた。


　まるで意い志し持つ竜たつ巻まきだった。


〝影〟は、次々に現あらわれる悪魔の群むれを、片かたっ端ぱしから薙なぎ倒たおし、切り刻きざみ、放ほうり投げた。分ぶ厚あついケーキにナイフを入れるように、重じゆう厚こうな防ぼう御ぎよ陣じんへ正面から切り込み、えぐり取った。


　それは、敵味方を問わず、見る者の心しん胆たんを寒からしめるに余あまりある光景だった。〝影〟の通ったあとは、敗れ去った悪魔の気配と、意識を失ったユーザーとで埋うめ尽つくされていった。


　ＤＤのメンバーは、呆あきれと戦せん慄りつで〝影〟の攻撃を眺ながめていた。あれが敵でなくて本当に良かったと思わずにはいられなかっただろう。


　しかし、手を休めたのはほんの短い時間で、彼らもまた、すぐに戦せん闘とうを再さい開かいした。敵の戦力が分散されれば、それだけ有利になる。自明の理であり、戦いくさに長たけたＤＤの猛も者さたちが、その戦機を逃のがすはずもなかった。


　戦場は再び鬨ときの声で埋まった。


　その乱戦を突破し、ついに三人は鉄てつ柵さくへと辿たどり着いた。


　鉄柵の高さはおよそ二メートル。乗り越こえられない高さではないが、巻まき付いた蔓つる薔ば薇らが侵しん入にゆう者しやを拒こばんでいる。


　だが、梓たちがどうこうするより先に、〝影〟が両手に鉄柵を握にぎった。そして、いとも容易たやすく、柵を左右にねじ曲げた。


　三人は〝影〟の作った隙すき間まから、鉄柵の内側に入った。その先は、塔だ。


「ここが……」


　梓は塔を見上げた。近くで見ると、その偉い観かんが身に迫せまる。


　いま梓の目の前にあるのは、ただの石いし造づくりの塔ではない。


　目で見、手で触さわることのできるお伽とぎの世界そのものだ。


　幼おさない梓と景が離はなれに籠こもって造り上げた、王国そのものだった。


　梓が塔を見上げる隣となりで、水原は背はい後ごを振ふり返っていた。どういうわけか、ユーザーたちは鉄柵を乗り越える素そ振ぶりを見せない。〝影〟を恐おそれているというよりは、鉄柵を越えるということ自体ができないようだ。


　水原は知らなかったが、彼の考えは正しかった。鉄柵とは「外」の侵入を阻はばむために設せつ置ちされる物である。それは王国に属ぞくする者にとって、破やぶることのできない摂せつ理りなのだ。


　水原は〝影〟を影に戻した。


「ま、どうやら一息つけそうだな。ほんと間一髪。俺ってカッコイー」


「……水原くん、どうしてここに？」


　自画自じ賛さんする水原に、梓は尋たずねずにいられなかった。助けに駆けつけてくれた嬉うれしさは言葉にならないが、彼とはずっと連れん絡らくも取っていなかったのだ。第一、二人がここにいると、わかったはずがない。


「俺にもよくわかんねえ」


　と水原は苦く笑しようして首を振った。


「わかんねえが……無む視しするとあとが怖こわい気がしたんでね。梓ちゃんにはどうだか知らねえが、怒おこらせると容よう赦しやねえんだ。あいつ」


　飾かざらない口振りで答える。その横顔に変わらない仲間の素顔を認みとめて、梓は胸むねを熱くした。


　一方、千絵は黙だまり込んでいた。


　最初に水原を怒ど鳴なりつけたきり、頑かたくなに彼を見ようともしない。


　そんな千絵に梓が何か言おうとしたが、水原はそれを止めて、「千絵ちゃん──」と自ら呼びかけた。さすがに声に緊きん張ちようがあった。


「言いたいことは、そりゃあ山ほどあるだろうし、付けるケジメも目白押しとは思うけどさ。とりあえず今こん晩ばん限かぎり。不ふ肖しよう水原、研究会に復ふつ帰きしてもいいかい？　ほら。俺おれって──俺って役に立つじゃん？　目め端はし利きくしさ。荷物持ちするしさ。囮おとり役だって盾たてだって、借りもんだけど悪魔だって使えるしさ。おまけに気が利いてるし、冗じよう談だん上う手まいし。何より、美人の味方だし。ねえ、千絵ちゃん？　使い出がありそうじゃない？　だからさ。なんでも──どんなことでもいいから、俺にも一口嚙かませてよ」


　偽いつわりのない言葉を調子よく冗談めかして言う、いかにも彼らしい台詞せりふだった。


　それでも千絵は無言のままだった。冷たい雨に青ざめた横顔からは、その内面は読みとれない。


　水原はわずかに焦あせりをみせて、


「そ、そうだ。取りあえず、あれは貰っとこうかな。いつか千絵ちゃんがやった、梓ちゃん直伝の裏うら切ぎり者制せい裁さい連コ結ン技ボ。こう、ぴしっ、つーか、ばしっ、つーか。とにかく決めてさ。で、気分を新たに、新しい門出をだな……」


　幾いく分ぶん──というか、かなりしどろもどろになりながら水原が千絵の隣となりに寄よった。


　千絵はようやく顔を上げて水原を見た。雨に濡ぬれた髪かみが──短くなった髪が、額ひたいや頰ほおに張はり付いている。その目元は怒いかりに赤くなり、瞳ひとみは涙なみだで濡れていた。


「千絵ちゃん……」


　水原が硬こう直ちよくする。彼は自分の置かれた状じよう況きようを忘れて、思わず千絵の顔に見とれていた。寒さに青ざめているが、彼女の澄すんだ瞳や怒った顔が、とても綺き麗れいだと思った。


「覚かく悟ごはいいのね」


　と千絵は底冷えする声で確かく認にんした。水原は唾つばを飲んで頷うなずいた。


　千絵が両手で水原の顔をつかむ。水原がつい目を閉とじる。


　千絵は水原の顔を少し傾かたむけると、その頰にそっと唇くちびるをつけた。水原の身体からだから、一いつ切さいの動きが消えた。


「……気分は改まった？」


「……う、生まれ変わりました」


　本当に別人のような声で応こたえた。千絵は両手を放すと、いまにもこぼれそうだった涙を力強くぬぐった。


　低く掠かすれた声で、怒ったように言う。


「なら、来なさい。あんたの席は──空いたまんまよ」


　千絵の返事を聞いた水原は、しばらくの間嚙みしめるように黙だまっていた。


　そして、


「……サンキュー、千絵ちゃん」


　と彼には珍めずらしいほど言葉少なく礼を言った。


　千絵は振り返り、


「梓さん？」


「な、なんでもない！」


　梓は顔を真っ赤にして、ぶんぶん振った。そして、


　見たか。


　と洟はなをぐずつかせて笑った。


　雨に濡れ、風に吹かれ、身体のあちこちに残る疲ひ労ろうと痛いたみに苛さいなまれながら、声を出さずに笑った。


　見たか。これが私の仲間だ。


　ジャンキーだろうが、悪あく魔まだろうが、やる気があるなら、かかってくるがいい。


　一いち陣じんの風が吹いた。


　腰に巻いたウィンドブレーカーの裾すそが、風に煽あおられバタバタとはためいた。それは、敵の城じよう下かまで攻せめ入った彼女たちを讃たたえるように、戦旗の如ごとく颯さつ爽そうと翻ひるがえっていた。


　梓たちは互たがいの顔を見合わせたのち、強い足取りで塔に入った。





　　　　５





　湖の辺にたたずんでいた魔法使いは、全身を脱だつ力りよくさせた。


　間に合った。


　満足感がこみ上げてくる。これで終わりではないにせよ、ひとまずの窮きゆう地ちから彼女を救えたのだ。


　護まもることができた。そのことが堪らなく嬉うれしかった。


　右手を広げる。握にぎっていた首くび飾かざりは、いつの間にか消えていた。それがどこに行ったのかはわかっている。彼は、世界と世界の壁を越え、向こう側への干かん渉しように初めて成功したのである。


　だが、深い集中から覚めた魔法使いは、知らない間に、後ろに人が立っていることに気が付いた。


　慌あわてて振り返る。


　そして息を呑のむ。


　湖の岸辺に、女王が立っていた。


　顔をうつむけて、ぽつんと立ち、真まっ直すぐ下ろした両手で、スカートの布ぬの地じを固く握りしめていた。


　わずかに肩かたが震えていた。


「女王……なぜ、ここに？」


　尋ねたが返事は返さなかった。しかし、何も言わずとも、言葉にならない思いが、無言の沈ちん黙もくを介かいして伝わってきた。


「……どうして……」


「……え？」


　小さくこぼれた女王の声に、魔法使いは戸と惑まどった。


　怒っている。いや、それとも泣いている？


　いずれにせよ、あり得ないことだった。女王は常つねに泰たい然ぜんとし、民たみ草くさのような浅せん薄ぱくな感かん情じようなど示しめさない。


　彼女は、特別なのだ。




[image: ]


　やがて顔を上げたとき、やはり女王は怒っても泣いてもいなかった。ただ黄金の瞳が、絶ぜつ対たい的な威い圧あつ感を発しながら、無む慈じ悲ひに輝かがやいていた。


「……わかりました」


　と女王はつぶやいた。恐おそろしく重たい言葉だった。


「わ、わかったとは、何を？」


　と魔法使いは聞き返した。なぜか背せ筋すじが冷えた。


　女王は胸むねを反らし、凜りんとして魔法使いに対たい峙じした。


「塔にお戻り下さい」


「む、むろんだ。しかし、わざわざそれを言うために、このような僻へき地ちにまで足を運んだのか？」


　当惑して尋ねる。女王は返事をしない。代わりに、一切の感情を感じさせない声で、魔法使いにこう告げた。


「戦いの備そなえを。騎き士しが、来ます」






　あとがき[image: ]







　いよいよ最さい終しゆう章しように突とつ入にゆうです。


　当『Ｄクラッカーズ』シリーズでは、巻ごとのサブタイトルは、本編を執しつ筆ぴつしたあと、内容に相応ふさわしいものを考えて付けてきました。ですが、最終章に関しては、シリーズ開始当初から決まっていました。


　第[image: ]巻「王国」編。今回は、その前編となります。





　　　　●●●●●





　さて、今回も当巻執筆当時を振ふり返かえってみますと、この巻が出る前後は、実に色々ありました。富士見ミステリー文庫の「スーパーブースト計画」については、『[image: ]』のあとがきでも書きましたよね。これを機きに、既き刊かん分ぶんのカバーを一いつ新しんしたりしました。


　それに、筆ひつ者しやの作品で初となるドラマＣＤ（しかも、イメージソング入り！）の製せい作さくも！　まさかドラマＣＤになるとは夢にも思ってなかっただけに、ずいぶん舞まい上あがっていたのを覚おぼえています。いまでは入手しづらい一品だと思いますが、興味のある方は探してみてください。


　しかし、何より想い出深いのは、なんといっても初めてシリーズを書き終えた感かん慨がいでしょうか。（ま、当然ですよね）


　なんというか──やり遂とげたぜという達たつ成せい感かんに浸ひたっていたかというと、実はそうでもなくて。次なる新シリーズ（『ＢＢＢ』のことです）への緊きん張ちよう感かんが混まざり合あってました。


　ただ、作家にとってひとつのシリーズを完結させるというのは、自分自身にとっても大きな自信にもなることなのです。よし、次つぎもやるぞ、と意い気き込ごみながら次回作の構こう想そうをあれこれ練っていました。


　なので、結けつ局きよくなんだかんだで、結構ドタバタしてた気がします。


　でも、ドタバタしてる方が楽しいと思うんですよね。はい。





　　　　●●●●●





　さて、本編の内容についてですが──これは、次のあとがきでまとめて語かたりたいと思います。そう。富士見ミステリー文庫のときは二か月連続刊行でしたが（思えば、これも筆者にとって初めての経けい験けんでした～）今回の『[image: ]』と『[image: ]』は、二冊同時発売なのです。


　結果的に二分冊になってしまいましたが、本来「王国」編は一本の話として用意していたものです。なので、正直、ひと息に読んでいただくのが、物語の鮮せん度どの上でも、一番よろしいかと思われます。ここまでつき合ってくださった読者の皆さまには、ぜひこのまま[image: ]巻を手にとって、物語の決着をご覧らん下さい。


　あ、でも、ひとつだけ。


　ちょっと（『[image: ]』の）ネタバレになりますが……今回の山場である、主人公二人の再会シーン。あれって実は、『[image: ]』の冒頭にある過去シーンと連動してるのですが──気付きました？（笑）





　ともあれ、本編も残すところは、あと一冊。どうぞ最後までお楽しみ下さい！







（続く）
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Ｄクラッカーズ[image: ]


王国─the limited world─





あざの耕こう平へい
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